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00＿白色ＬＥＤの画像入りの目次 ・ はじめに00＿白色ＬＥＤの画像入りの目次 ・ はじめに00＿白色ＬＥＤの画像入りの目次 ・ はじめに00＿白色ＬＥＤの画像入りの目次 ・ はじめに

この白色ＬＥＤの電子工作の頁は、平成１７年（２００５）から作成しております。 ９年を経過しており、時々、古い頁を読み直すと、内

容の間違いが見つかります。 しかし、これが嘘の内容でない場合、つまり、勘違いである場合は、 訂正をしていません。この勘違い

を見つけた方は、にや～と笑ってください。 という事は、内容は信用できない。という事になります。 ９９個の失敗と１個の成功です。

多くを載せて読み物としています。 実験をされる方は、勘違いでないか、データは信用できるか、などなど、 多くを楽しんで回路を

作ってください。

白色ＬＥＤが廉くなって手に入りやすくなり、 これを使った懐中電灯も多数売られています。 価格もピンから切りまであり、見る楽し

み、使う楽しみもありますが、 自分で改造するという方法もあります。 また、回路を考えて自作する方法もあります。 １００円均一店

では、ＬＥＤを組み込んだ製品を売っています。 これを部品として使う方法もあります。

実験に用いた電池は、単四、単三、単一、ボタン電池ＬＲ４４、 実験した回路には、抵抗器、ＦＥＴ、オペアンプを用いた定電流回路、

昇電圧ＩＣ、ＴＬ４９９・ＬＭ２５７７を使った回路、 トランジスタを使った昇電圧回路、ＬＥＤ駆動用ＩＣを使った回路があります。 回路

図、配置図、パターン図、連続点灯実験、データ、点灯効率、などなど・・・、 その他、盛り沢山です。

所要電力と照度計測定データをなるべく記載しています。 所要電力は定格値、照度計データは距離２５ｃｍです。 距離１ｍに換算

するとおよそ１／１６です。 例、１６００Ｌｕｘ／２５ｃｍ　は、１００Ｌｕｘ／１ｍ　です。

照度計の数値が良いのは、中心のスポットが明るいからで、 全体が明るいのとは違います。

このデータでは、照射角については触れていませんが、 やはりＬＥＤの数の多いものは照度計の数値が低くても、 照射角が広いの

で広範囲を明るくし実用的です。が、 結局は、明るさを求めるなら、電力も要します。

    目次、枠内のタイトル左の、 数字＋アルファベット数字＋アルファベット数字＋アルファベット数字＋アルファベットは頁を表しています。

    例：0A、0B。0A、0B。0A、0B。0A、0B。 印刷をされた方は、頁最下部をみて、記事を探してください。

白色ＬＥＤ目次　リストのみ白色ＬＥＤ目次　リストのみ白色ＬＥＤ目次　リストのみ白色ＬＥＤ目次　リストのみ

00_画像付目次　　このページ

0A_LED21個･TL499AとLM2577のﾃﾞｰﾀ比較　　 0B_TL499考察

0C_電源電圧1.5V,効率は　　0D_電源電圧3V,効率は

0E_TR昇圧･led1個　　　0F_TR昇圧･led3個

0J_LED用IC 1.5V　　 0K_LED用IC 3V　　

1A_4本･6Ｖ考察　　1B_4本･定電流　　1C_LED21個･TL499A　　1D_3本･100円

1E_定電流　　1F_2本･電球代替　　1G_2本･TL499　　1H_10φled4個･TL499

3A_21個･TL499　　3B_21個･LM2577　　3C_10Φ･4個　　3D_3Φ･4個

3E_10Φ･1個　　3F_3本･電池ケース　　3G_4本･100円　　3H_2本･3Ｖ実験回路

3I_3個･TL499　　3J_1本･電池ケース　　3K_1個･TL499　　3L_1個･ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀで昇電圧

4A_3本･携帯電話充電器･定電流　　 4B_4本･携帯電話充電器･定電流　　

4D_3本･ＬＥＤを取り替える

4C_4本･定電流

5A_ﾁﾋﾞ懐中電灯　　 5B_市販品･LED4個に　　 5C_庭園灯　　 5D_LED電球･製作　　

5E_LED電球･ﾃｽﾄ　 5F_３個ＬＲ４４　　 5G_２個ペンダント　　 5H_懐中電灯の常夜灯化

6A_100V用･2個　　 6B_足元灯･100V用･2個

7A_微電流・１個　　 7B_階段灯･1個　　 7C_単三１本･１個　　

7D_単四１本･１個　　 7E_単一１本･１個・その１　　 7F_単一１本･１個・その２

9A_押しボタンランプ・単三１本　　 9B_押しボタンランプのＬＥＤ化

10A_ＬＥＤ電球、１００Ｖ電源用
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昇電圧ＩＣ、ＴＬ４９９Ａ・ＬＭ２５７７を考察昇電圧ＩＣ、ＴＬ４９９Ａ・ＬＭ２５７７を考察昇電圧ＩＣ、ＴＬ４９９Ａ・ＬＭ２５７７を考察昇電圧ＩＣ、ＴＬ４９９Ａ・ＬＭ２５７７を考察

0A　ＴＬ４９９Ａ・ＬＭ２５７７、データの比較0A　ＴＬ４９９Ａ・ＬＭ２５７７、データの比較0A　ＴＬ４９９Ａ・ＬＭ２５７７、データの比較0A　ＴＬ４９９Ａ・ＬＭ２５７７、データの比較

ＬＥＤ２１個
ＴＬ４９９ＡとＬＭ２５７７、回路と効率比較

 0B　ＴＬ４９９Ａ・実験と考察0B　ＴＬ４９９Ａ・実験と考察0B　ＴＬ４９９Ａ・実験と考察0B　ＴＬ４９９Ａ・実験と考察

ＴＬ４９９Ａ
回路と効率を実験・考察

昇電圧回路をトランジスタで考察昇電圧回路をトランジスタで考察昇電圧回路をトランジスタで考察昇電圧回路をトランジスタで考察

0C　電源電圧１．５Ｖ、効率がよいのは？0C　電源電圧１．５Ｖ、効率がよいのは？0C　電源電圧１．５Ｖ、効率がよいのは？0C　電源電圧１．５Ｖ、効率がよいのは？

トロイダルコア：４８μＨ、ＬＥＤ１個
回路と効率、輝度の降下を比較

 0D　電源電圧３Ｖ、どの回路がよいか？0D　電源電圧３Ｖ、どの回路がよいか？0D　電源電圧３Ｖ、どの回路がよいか？0D　電源電圧３Ｖ、どの回路がよいか？

トロイダルコア：４８μＨ、１００μＨ、ＬＥＤ１個
回路と効率、輝度の降下を比較

0E　電池１本、ＴＲ昇圧・ＬＥＤ１個0E　電池１本、ＴＲ昇圧・ＬＥＤ１個0E　電池１本、ＴＲ昇圧・ＬＥＤ１個0E　電池１本、ＴＲ昇圧・ＬＥＤ１個

電球の口金にコイルが入るか？０．０８５Ｗ、５２０Ｌｕｘ
１００均一の単三４本の懐中電灯を単一１本で使う

 0F　電池１本、ＴＲ昇圧・ＬＥＤ３個0F　電池１本、ＴＲ昇圧・ＬＥＤ３個0F　電池１本、ＴＲ昇圧・ＬＥＤ３個0F　電池１本、ＴＲ昇圧・ＬＥＤ３個

ＬＥＤ３個の回路を、電球の口金に入れる
１００円均一の懐中電灯の電球と交換

ＬＥＤ駆動用ＩＣの実験ＬＥＤ駆動用ＩＣの実験ＬＥＤ駆動用ＩＣの実験ＬＥＤ駆動用ＩＣの実験

0J　LED用IC 1.5V0J　LED用IC 1.5V0J　LED用IC 1.5V0J　LED用IC 1.5V

ＣＬ０１１７，ＣＬ０１１８Ｂ、市販のＬＥＤ駆動ＩＣを実験   インダク
ターを変更して電流値を調べる

 0K　LED用IC 3V0K　LED用IC 3V0K　LED用IC 3V0K　LED用IC 3V

ＣＬ０１１８Ｂ，ＳＣ６２０２、ＨＴ７７３３Ａ、ＬＥＤ駆動ＩＣを実験   イ
ンダクターを変更して電流値を調べる
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単一電池単一電池単一電池単一電池

1A　単一４本・効率を考察1A　単一４本・効率を考察1A　単一４本・効率を考察1A　単一４本・効率を考察

電池が四本だと６Ｖになる
回路をどうすれば、１番効率がよいのかを考える？

 1B　単一４本・定電流・連続点灯実験1B　単一４本・定電流・連続点灯実験1B　単一４本・定電流・連続点灯実験1B　単一４本・定電流・連続点灯実験

ＬＥＤ１２個　オペアンプ回路
マンガン電池４個で２２時間、電池３個で１３時間

1C　単一３本・１００円均一の懐中電灯を改造1C　単一３本・１００円均一の懐中電灯を改造1C　単一３本・１００円均一の懐中電灯を改造1C　単一３本・１００円均一の懐中電灯を改造

ＬＥＤ２１個　１．３２Ｗ　１１５０Ｌｕｘ　ＴＬ４９９Ａ
加工がし易そう、基板２枚でうまく出来るかと考察

 1D　単一３本・１００円均一の懐中電灯を改造1D　単一３本・１００円均一の懐中電灯を改造1D　単一３本・１００円均一の懐中電灯を改造1D　単一３本・１００円均一の懐中電灯を改造

ＬＥＤ１３個　１．２８Ｗ　１１５０Ｌｕｘ　抵抗器のみ
単一３本使用でさすがに大きい、うまく出来るか？

1E　単一３本・定電流回路・連続点灯実験1E　単一３本・定電流回路・連続点灯実験1E　単一３本・定電流回路・連続点灯実験1E　単一３本・定電流回路・連続点灯実験

ＬＥＤ４個　０．４５Ｗ　１６００Ｌｕｘ　定電流回路
マンガン電池で４０時間。アルカリ電池なら１００時間。

 1F　単一２本・実用になるか？1F　単一２本・実用になるか？1F　単一２本・実用になるか？1F　単一２本・実用になるか？

ネットで「白色ＬＥＤ」を見ていると、 電池２本で点灯している物
や、電子工作を見かけるので実験です。

1G　単一２本・ＴＬ４９９を入れる1G　単一２本・ＴＬ４９９を入れる1G　単一２本・ＴＬ４９９を入れる1G　単一２本・ＴＬ４９９を入れる

１０ΦＬＥＤ４個　０．７５Ｗ　１４００Ｌｕｘ
１００円均一の単一２本の懐中電灯に昇電圧ＩＣを。

 1H　単一１本・ＴＬ４９９を入れる1H　単一１本・ＴＬ４９９を入れる1H　単一１本・ＴＬ４９９を入れる1H　単一１本・ＴＬ４９９を入れる

１０ΦＬＥＤ４個　０．５８Ｗ　２０００Ｌｕｘ
１００円均一の単一２本の懐中電灯を１本用に改造。
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単三電池単三電池単三電池単三電池

3A　単三４本・懐中電灯を改造3A　単三４本・懐中電灯を改造3A　単三４本・懐中電灯を改造3A　単三４本・懐中電灯を改造

５ΦＬＥＤを２１個　２．１９Ｗ　１２５０Ｌｕｘ
１００円均一、懐中電灯を改造、ＴＬ４９９で昇電圧

 3B　単三４本・懐中電灯を改造3B　単三４本・懐中電灯を改造3B　単三４本・懐中電灯を改造3B　単三４本・懐中電灯を改造

５ΦＬＥＤを２１個　１．６Ｗ　１４００Ｌｕｘ
１００円均一、懐中電灯を改造、ＬＭ２５７７で昇電圧

3C　単三４本・懐中電灯を改造3C　単三４本・懐中電灯を改造3C　単三４本・懐中電灯を改造3C　単三４本・懐中電灯を改造

１０ΦＬＥＤを４個、定電流回路　０．６Ｗ　１１００Ｌｕｘ
市販品、東芝Ｋ－２４３

 3D　単三４本・懐中電灯を改造3D　単三４本・懐中電灯を改造3D　単三４本・懐中電灯を改造3D　単三４本・懐中電灯を改造

３ΦＬＥＤを４個　０．３Ｗ　４００Ｌｕｘ
ランタン型懐中電灯を改造、定電流ＬＥＤ電球

3E　単三４本・懐中電灯を改造3E　単三４本・懐中電灯を改造3E　単三４本・懐中電灯を改造3E　単三４本・懐中電灯を改造

１０ΦＬＥＤを１個　０．１５Ｗ　５５０Ｌｕｘ
組立て型懐中電灯に、定電流ＬＥＤ電球をいれる

 3F　電池ケースにＬＥＤ４個を入れる3F　電池ケースにＬＥＤ４個を入れる3F　電池ケースにＬＥＤ４個を入れる3F　電池ケースにＬＥＤ４個を入れる

ＬＥＤ４個　０．４５Ｗ　４５０Ｌｕｘ
単三３本スイッチ付きケースに白色ＬＥＤを取付け

3G　単一懐中電灯を短く、単三４本をいれる3G　単一懐中電灯を短く、単三４本をいれる3G　単一懐中電灯を短く、単三４本をいれる3G　単一懐中電灯を短く、単三４本をいれる

ＬＥＤ４個　単一２本の懐中電灯を半分に切って、単三４本が入
るか

 3H　単三２本・どの回路がよいのか？実験3H　単三２本・どの回路がよいのか？実験3H　単三２本・どの回路がよいのか？実験3H　単三２本・どの回路がよいのか？実験

単三２本で実用になる回路はどれがよいのか？
電子工作としてどれが簡単か？大きさは？
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3I　単三２本・ＴＬ４９９を入れる3I　単三２本・ＴＬ４９９を入れる3I　単三２本・ＴＬ４９９を入れる3I　単三２本・ＴＬ４９９を入れる

ＬＥＤ３個　０．３３Ｗ　３９０Ｌｕｘ
単三２本の懐中電灯に昇電圧ＩＣ、ＴＬ４９９Ａを入れる

 3J　単三１本・ＬＥＤは明るく点灯するか？3J　単三１本・ＬＥＤは明るく点灯するか？3J　単三１本・ＬＥＤは明るく点灯するか？3J　単三１本・ＬＥＤは明るく点灯するか？

ＬＥＤ３個　０．３Ｗ　１５０Ｌｕｘ
単三１本で実用になる明るさが得られるのかを考察。

3K　単三２本・ＴＬ４９９を入れる3K　単三２本・ＴＬ４９９を入れる3K　単三２本・ＴＬ４９９を入れる3K　単三２本・ＴＬ４９９を入れる

ＬＥＤ１個　０．１５Ｗ　５６０Ｌｕｘ
単三２本の懐中電灯に昇電圧ＩＣ、ＴＬ４９９Ａを入れる

 3L　単三２本・トランジスタで昇電圧3L　単三２本・トランジスタで昇電圧3L　単三２本・トランジスタで昇電圧3L　単三２本・トランジスタで昇電圧

ＬＥＤ１個　０．０８Ｗ　４５０Ｌｕｘ
効率と長時間点灯を考察。

単四・単五電池単四・単五電池単四・単五電池単四・単五電池

4A　単四３本・携帯電話用の電源ケース4A　単四３本・携帯電話用の電源ケース4A　単四３本・携帯電話用の電源ケース4A　単四３本・携帯電話用の電源ケース

ＬＥＤ４個　０．４Ｗ　４００Ｌｕｘ   定電流回路に変更
単三３本と単四３本なら、大きさ重量でほぼ半分？

 4B　単四４本・携帯電話用の充電器ケース4B　単四４本・携帯電話用の充電器ケース4B　単四４本・携帯電話用の充電器ケース4B　単四４本・携帯電話用の充電器ケース

ＬＥＤ１個　０．２１Ｗ　４００Ｌｕｘ   定電流回路に変更
単四電池を４本使った携帯電話の充電器を入手

4C　単五４本・単三懐中電灯に、単五を4C　単五４本・単三懐中電灯に、単五を4C　単五４本・単三懐中電灯に、単五を4C　単五４本・単三懐中電灯に、単五を

ＬＥＤ４個　０．３６Ｗ　２５０Ｌｕｘ
単三２本の懐中電灯に単五電池をいれる

 4D　単四３本・ＬＥＤを取り替える4D　単四３本・ＬＥＤを取り替える4D　単四３本・ＬＥＤを取り替える4D　単四３本・ＬＥＤを取り替える

ＬＥＤ３個　０．２５Ｗ　４５０Ｌｕｘ
１００円懐中電灯のＬＥＤを変更する

00_6/9



そのほかそのほかそのほかそのほか

5A　単四１本のチビ懐中電灯を、ＬＥＤ化する5A　単四１本のチビ懐中電灯を、ＬＥＤ化する5A　単四１本のチビ懐中電灯を、ＬＥＤ化する5A　単四１本のチビ懐中電灯を、ＬＥＤ化する

ＬＲ４４・６個・ＬＥＤ１個　０．１６Ｗ　１３０Ｌｕｘ
小銭入れに入る、単四電池１本の懐中電灯をＬＥＤ化
定電流回路を入れて、長時間同じ明るさを維持

 5B　単三３本の懐中電灯の、ＬＥＤ２個を４個5B　単三３本の懐中電灯の、ＬＥＤ２個を４個5B　単三３本の懐中電灯の、ＬＥＤ２個を４個5B　単三３本の懐中電灯の、ＬＥＤ２個を４個

ＬＥＤ４個　０．６３Ｗ　５３０Ｌｕｘ
市販品をよく見たら、ＬＥＤを追加する穴が開いている、 ＬＥＤを
追加可能かを考察。

5C　太陽電池充電の庭園灯をＬＥＤに5C　太陽電池充電の庭園灯をＬＥＤに5C　太陽電池充電の庭園灯をＬＥＤに5C　太陽電池充電の庭園灯をＬＥＤに

鉛蓄電池６Ｖ・１個・ＬＥＤ６個
今はやりの太陽電池で充電する庭園灯です。
日没後の点灯時間が予想より短かったので考察。

 5D　「ＬＥＤ電球」・製作5D　「ＬＥＤ電球」・製作5D　「ＬＥＤ電球」・製作5D　「ＬＥＤ電球」・製作

ＬＥＤ１個・ＬＥＤ４個
内部回路と詳細なデータ
定電流回路で明るさを一定に

5E　「ＬＥＤ電球」・テスト5E　「ＬＥＤ電球」・テスト5E　「ＬＥＤ電球」・テスト5E　「ＬＥＤ電球」・テスト

左から、１５０Lｕｘ、４８０Ｌｕｘ、２８０Ｌｕｘ　
懐中電灯の電球と差し替えられる白色ＬＥＤ電球の考察。 明る
さは比較になりませんが、稼働時間が長い。

 5F　ＬＲ４４ｘ３の市販品を長時間化5F　ＬＲ４４ｘ３の市販品を長時間化5F　ＬＲ４４ｘ３の市販品を長時間化5F　ＬＲ４４ｘ３の市販品を長時間化

ＬＥＤ３個・アルカリボタン電池ＬＲ４４  ３個
電流制限抵抗を挿入、消費電流を抑える。
単三オキシライド電池に変更も。

5G　ペンダント形、２ＬＥＤ、単四３本5G　ペンダント形、２ＬＥＤ、単四３本5G　ペンダント形、２ＬＥＤ、単四３本5G　ペンダント形、２ＬＥＤ、単四３本

首から紐で提げて、ベルトの位置にセット。
前方１ｍ～１．５ｍを照射。単四電池３本と明るいＬＥＤ２個を使
用。 ４．５Ｖ、３５ｍＡ。

 5H　懐中電灯の常夜灯化5H　懐中電灯の常夜灯化5H　懐中電灯の常夜灯化5H　懐中電灯の常夜灯化

１００円均一の単１電池２本使用の懐中電灯を、通常は常夜灯
として使い、 スイッチを入れると懐中電灯として使えるようにす
る。
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常夜灯 ・ 連続点灯、交流１００Ｖ用常夜灯 ・ 連続点灯、交流１００Ｖ用常夜灯 ・ 連続点灯、交流１００Ｖ用常夜灯 ・ 連続点灯、交流１００Ｖ用

6A　微小電流、ＡＣ１００Ｖ用を考察6A　微小電流、ＡＣ１００Ｖ用を考察6A　微小電流、ＡＣ１００Ｖ用を考察6A　微小電流、ＡＣ１００Ｖ用を考察

ＬＥＤ２個　ＡＣ１００Ｖ用の常夜灯
ＡＣプラグに内蔵

 6B　足元灯、ＡＣ１００Ｖを考察6B　足元灯、ＡＣ１００Ｖを考察6B　足元灯、ＡＣ１００Ｖを考察6B　足元灯、ＡＣ１００Ｖを考察

ＬＥＤ２個、ＡＣ１００Ｖ用の足元灯　電力極小
スイッチの位置を示すホタル表示と兼用

常夜灯 ・ 連続点灯、中途半端に使った乾電池を使う常夜灯 ・ 連続点灯、中途半端に使った乾電池を使う常夜灯 ・ 連続点灯、中途半端に使った乾電池を使う常夜灯 ・ 連続点灯、中途半端に使った乾電池を使う

7A　微小電流、電池使用で長時間を考察7A　微小電流、電池使用で長時間を考察7A　微小電流、電池使用で長時間を考察7A　微小電流、電池使用で長時間を考察

ＬＥＤ１個
中途半端に使った電池の、救済です。連続点灯。

 7B　階段灯、単三４本7B　階段灯、単三４本7B　階段灯、単三４本7B　階段灯、単三４本

ＬＥＤ１個
単三４本、２ｍＡの階段灯。電池の、救済です。

7C　常夜灯、単三１本7C　常夜灯、単三１本7C　常夜灯、単三１本7C　常夜灯、単三１本

ＬＥＤ１個、やはり電池は１本にすべし。
単三１本、２ｍＡ以下の常夜灯。

 7D　常夜灯、単四１本7D　常夜灯、単四１本7D　常夜灯、単四１本7D　常夜灯、単四１本

ＬＥＤ１個、電池１本、電話の充電器に入れる。
単四１本、２ｍＡ以下の常夜灯。

7E　常夜灯、単一１本・その１7E　常夜灯、単一１本・その１7E　常夜灯、単一１本・その１7E　常夜灯、単一１本・その１

ＬＥＤ１個、やはり電池は１本にすべし。
単一１本、２ｍＡ以下の常夜灯。

 7F　常夜灯、単一１本・その２7F　常夜灯、単一１本・その２7F　常夜灯、単一１本・その２7F　常夜灯、単一１本・その２

ＬＥＤ１個、単一１本、２ｍＡ以下の常夜灯。
１．５Ｖ、３Ｖのデータ、多数を掲載。
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豆電球豆電球豆電球豆電球

9A　１００円均一、押しボタンランプの改造9A　１００円均一、押しボタンランプの改造9A　１００円均一、押しボタンランプの改造9A　１００円均一、押しボタンランプの改造

電球：１．２Ｖに変更、電池：単三１本用に変更
半端に使った電池の、救済です。消えるまで使います

 9B　押しボタンランプのＬＥＤ化9B　押しボタンランプのＬＥＤ化9B　押しボタンランプのＬＥＤ化9B　押しボタンランプのＬＥＤ化

左の９Ａの電球をＬＥＤに変更。長時間点灯を考察。
雷が落ちた時の停電対策。１０ｍＡで連続。

ＬＥＤ電球、１００Ｖ電源用ＬＥＤ電球、１００Ｖ電源用ＬＥＤ電球、１００Ｖ電源用ＬＥＤ電球、１００Ｖ電源用

10A　ＬＥＤ電球、１００Ｖ電源用10A　ＬＥＤ電球、１００Ｖ電源用10A　ＬＥＤ電球、１００Ｖ電源用10A　ＬＥＤ電球、１００Ｖ電源用

１００Ｖ用のＬＥＤ電球です。最近、明るくて廉価の物も販売されてきました。 以前に購入したものと並べました。
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0A0A0A0A＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡ・・・・＿＿＿＿ＬＬＬＬ２２２２２２２２２２２２２２２２    デデデデデデデデデデデデのののの比比比比比比比比    

白白＿ＬＬをドドドドすす昇昇圧用のＩＩは雑誌なななは多くの記記や広告ががが、 などを使っっ回回を作ろろろろ迷いい

すが、こどこは、製製を作するるの物で、 いい入入ろなすろ困困です。 

昇気街・秋秋秋を探しっし入入入来いまま。入入でですのは数種種種です。 

その中の代代の、＿＿４４４Ａろ＿Ｌ２２２２の効率を比比しいす。 

ほほ同じ回回で、ドドドドすす白白＿ＬＬは、２個３列、２２個で同数です。  

 
上ろこ

 
種ろこ

 
横ろこ

�画像は  

左左：＿＿４４４Ａ使用のしの 

右左：＿Ｌ２２２２使用のしのです 

�構構は共な２層で  

上上：＿ＬＬ２２個 

種上：回回です 

 
＿＿４４４Ａボデド・部製部部画 

このボデドを入どる、単一３本の懐中昇灯  

 
＿Ｌ２２２２ボデド・部製部部画 

このボデドを入どる、単三４本の懐中昇灯  
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＿＿＿＿＿＿＿＿４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡ・・・・回回回回回回回回図図図図ろろろろデデデデデデデデデデデデ    

コドコ２１１µＨ。 昇電ココデココデ２２１µＦＦ２２Ｖ、３個は低ＬＥＥ製製を使用。 基基基基基は全部６６Ω。 

可変昇電を使用しっ、入入昇圧（Ｖ（（（、入入昇入（Ｖ（Ａ（。 Ａ点を切断、２Ωの基基を挿入し、両端の昇圧ろこ昇

入を換換（＿（Ａ（。 ＢろＩの間の昇圧を測測し入入ろすす（＿volt（。 動作昇圧測定：２．２～２１Ｖ。  

 

 

デデデを見すろ４Ｖ位ろこ、入入昇入は変わこわ、入入昇入が減減すすのがわろす。  

ドドドド能入が足がないのろ、過過過です。 ２．２Ｖでは＿ＬＬ２列列しろ昇入が入どいまま。  

＿＿＿＿ＬＬＬＬ２２２２２２２２２２２２２２２２・・・・回回回回回回回回図図図図ろろろろデデデデデデデデデデデデ    

コドコ３３µＨ。 昇電ココデココデ２２１µＦＦ２２Ｖ、３個は低ＬＥＥ製製を使用。 基基基基基は全部６６Ω。 

可変昇電を使用しっ、入入昇圧（Ｖ（（（、入入昇入（Ｖ（Ａ（。 Ａ点を切断、２Ωの基基を挿入し、両端の昇圧ろこ昇

入を換換（＿（Ａ（。 ＢろＩの間の昇圧を測測し入入ろすす（＿volt（。 動作昇圧測定：３．２～４１Ｖ。  
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こここはこすがな、よく食いいすが、仕記をしっいいすを。 測定昇圧いで、昇入が落こいまま。  

反反反反反反反反・・・・部部部部製製製製のののの選選選選測測測測    

ほろのペデペで＿＿４４４Ａががいがなし効率が悪ろっるので、 今回今のＩＩでし実実しるが、部製の選測や回回を見見し

るこ、 減しよくなっるよろです。  

コドコろ昇電ココデココデが重重だろＩＩの電説書なは書いっががいすが、 そどを実証しるよろなしのです。入手ながす部

製では良くなろっるろ反反しでがです。  
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0B0B0B0B＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡ・・・・回回回回回回回回のののの効効効効率率率率をををを考考考考考考考考    

白白＿ＬＬを効率率く点点さささドドドドド用のＩＩのデドデは、 巷にににににににに。 

最最発表さにさ最最効率の物は、２．８Ｖかか５．５Ｖにま使えに８８％ ななに物もにもにに。しかしなしか、入入となさと

にまは不不不まに。  

 

そそま昔かかにさ＿＿４４４Ａを使っに実実まに。 メドメド発表まは、効率５５％まに。  

ススススドドドドスススススススススススススススス・・・・レレレレレレレレレレレレレレレレドドドドデデデデ回回回回回回回回ととととデデデデドドドドデデデデ    

回回は標標標なものまに。右は、実実中の実物。 

入入は、不変電電まに。電圧と電電はデデデデデ表表まに(Vin,VmA)。 

出入回回の出出に抵抵１Ωを挿入し、 両端の電圧をデデデデデデスデドま測測しにに(LmA)。 

直直にになしっさ白白＿ＬＬの両端の電圧も測測しにに(Lvolt)。 

コドデは１１１µｈ、基標電圧抵抵６８Ω、電電電電抵抵５６１Ω。 

負負の白白＿ＬＬの数は、表の上かか下へ１個かか６個にま変もにに。 

効率＝出入／入入、% = Lvolt x LmA / Vin x VmA  
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電電４本６Ｖ  

終終電圧を３．６Ｖとににと、 別の測電電回回を使っさ方し効率し率にのか？  

電電３本４．５Ｖ  

その時は、終終電圧を２．８Ｖににににか、悩みにに。  

電電２本３Ｖ  

効率の問問の前に、点点さささにはその回回を使うしか、 選択の余余しにもにさな。  

 

次は、＿ＬＬを２個にしに、電電電電抵抵(R1)を変化さささデドデまに。 ５６１Ω、１ＫΩ、１．５ＫΩ。 

電電抵抵を最にくにさと、低電圧まはドドドド不入し低下しにに。 所所の電電を得かににさな。 

単三２本３Ｖなか、どにを選ぶか迷ににに。  

 

 

 

測測測測電電電電電電電電方方方方定定定定ととととのののの比比比比比比比比    
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下は、＿＿４４４を使っさ回回のデドデまに  

＿ＬＬ４個を直直にになにまににに。設測電電は２５ｍＡまに。 

電電を最最にま使ににさには最最かもしににさな。 

 

 

おおおおににににおおおおののののデデデデドドドドデデデデ・・・・＿＿＿＿ＬＬＬＬＬＬＬＬ８８８８個個個個    

＿ＬＬ４個を２回回、計８個、になにまのデドデまに。 電電電電抵抵のみを変更しにににに。 設測電電は５１ｍＡまに。

さにしに、少し実用には無無ののうまに。 

 

 

＿ＬＬを直直にになにま使う方方は、 ＿ＬＬの各個の電電のとかににを考考にさ必所しなにのま設計し楽まに。 もう少

し点点効率し率にＩＩし、簡単に入に入さとににのまにし。  

上は、、Ｌ＿とトドスデスデを使っさ測電電方定の回回図まに。 ＿ＬＬは４個

ま合計１１１ｍＡまに。 

 

左は、その外観まに。１１Φの＿ＬＬまに。 

 

下は、その測電電方定のデドデまに。 

にくか効率し率にと言っにも、３．４Ｖ以下まは所所の光光は得かににさな。 
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0C0C0C0C＿＿＿＿電電電電電電電電電電電電圧圧圧圧１１１１．．．．５５５５ＶＶＶＶＶＶＶＶどどどどどどどど回回回回回回回回がががが効効効効率率率率がががががががががががががががががががが考考考考考考考考    

ＷＷＷで白白ＬＬＬど回回が調べべべＶトトトトトトトが使っっ回回ががががが。 しがしＶ効率が調べっペペペはががが見当

っががたた。 どど回回が効率ががが実用用がが実実しがしっ。  

 

市市どトトトトトトトでが。 

左は１１１µＨ(50T)Ｖ右は４４µＨ(40T)。 

共にＶ１１Ｔほどがほタタタが作が１１Ｔ巻き戻しほががが。 左

端べ中中は加加加どのどでが。 

結結はＶどどどの大大はがががたたでしっ。  

電電電圧Ｖ１．６ＶＶ１．１Ｖがでどデペタでが。 Ｑ１：２ＳＬ５５２ＶＬＬＬ１：白白ＬＬＬでが。 

Ｖin:ＶべＩin:ｍｍは入入電圧べ電電でが。 Ｖout:ＶはＬＬＬ両端ど電圧ＶＶout:ｍｍはＬＬＬ下端に１Ωど抵抵が挿入

しＶ両端ど電圧がど換換。２１ｍＶど時Ｖ２１ｍｍ。 

基基回回はＶ 「0D＿電電電圧３ＶＶどど回回が効率ががががが考考」 べ同じでが。  

回回回回回回回回・・・・そそそそどどどど１１１１・・・・１１１１．．．．５５５５ＶＶＶＶ    

 

多がど方が作作しほがべ回回でが。 

 

効率ど問問ががのＶ輝輝ど低下が気ににががが。 
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２番番どの勧め回回でが。 

定数が変えべべＶががどがはデペタの変化しがががＶ 輝輝ど落ど方はががが変わががたた。  

回回回回回回回回・・・・そそそそどどどど２２２２・・・・１１１１．．．．５５５５ＶＶＶＶ    

 

ＬＬＬ電電が抵抵で検出しＶトトトペトタでフフペフフタフ回回が作がＶ ＬＬＬ電圧が高がべきにＶ入入が低がしがが。 

 

回回・そど１がが電電が食がががい！ 

 

定数が変えほのＶががデペタべはがえがたたい。  
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回回回回回回回回・・・・そそそそどどどど３３３３・・・・１１１１．．．．５５５５ＶＶＶＶ    

 

変わっっフフペフフタフ回回が作ががしっ。部部点数はＶ回回・そど１べ同じでが。 

 

１番番どの勧め回回でが。 

 

１．１Ｖで５１ｍｍは取が出たべがＶ単四Ｖ単三電三では疑問でががＶ 輝輝ど低下どデペタはががでがい。  

0C_3/8 



 

回回回回回回回回・・・・そそそそどどどど３３３３・・・・１１１１．．．．５５５５ＶＶＶＶＶＶＶＶトトトトトトトトトトトトほほほほがががががががが変変変変更更更更    

ここがどＶ後後後加。 

「回回・そど３・１．５Ｖ」どＶデペタがががっっどでＶ トトトやトトデトコが変更しほ実実でが。  

 

抵抵はＶ、１＋Ｖ、１ど値が測定。、２は１Ωど抵抵でＶ両端ど電圧がど電電値が換換。 白白ＬＬＬは５Φ１個。 デペタ

はＶ電電１．５Vど時にＬＬＬ電電１４ｍｍににべがににＶ、で設定しほががが。  

 

使用しっ手手どどトトト。上は原原。下は５タペト位巻き足しほががが。 

左がどＶ２．２Ｖ３．３Ｖ１１Ｖ３３Ｖ４４Ｖ１１１µＨでが。右端はＶトトデトコ１１３Ｖ２２３µＦでが。  
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デデデデペペペペタタタタ・・・・トトトトトトトトトトトト１１１１１１１１１１１１µＨＨＨＨ    

１１１µＨどトトトど巻き数は約５１タペトでが。 

１１タペトどべこのにタタタが出しＶさどに別ど線で３Ｖ５タペト巻がほががが。 つががＶ巻き

数がＶ３Ｖ５Ｖ１１Ｖ４１Ｖ５１タペトべ幾つがができがが。ここどが組み合わたほデペタが取っ

ほががが。 

例：Ｌ１：４１＋５はＶ４１タペトど片方がトトトペトタべつにががＶ反対側は５タペトべつにが

がＶここに電電が接続さこＶ５タペトど反対側はＶトトデトコにつにがががが。  

ここがどＶ、１：１１３ 

 

Ｌ１：４１＋５  

 

Ｌ１：４１＋１１  

 

Ｌ１：４１＋１５  

 

Ｌ１：５１＋５ 
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ここがどＶ、１：２２３ 

 

Ｌ１：４１＋５  

 

Ｌ１：４１＋１１  

 

Ｌ１：４１＋１５  

 

Ｌ１：５１＋３  

 

Ｌ１：５１＋５  
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デデデデペペペペタタタタ・・・・トトトトトトトトトトトト変変変変更更更更    

各トトトはＶ市市どトトトに１．３Φ位どポポポポタト線が５タペト巻き足しほががが。 巻き方方は考考しほががががＶ巻き

始めは殆どトトトペトタにつにがっほががが。 画像はＶ上に掲載べ同じのどでが。 

  

Ｌ１：２．２µＨ＋５Ｔ 

  

Ｌ１：３．３µＨ＋５Ｔ 

  

Ｌ１：１１µＨ＋５Ｔ 

  

Ｌ１：３３Ｈ＋５ＴＶこどトトトＰ型  
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実実実実実実実実後後後後どどどど感感感感感感感感    

がのがのにトトトが楽したしが概略どデペタが出がしっ。  

電電電圧Ｖ１．５Ｖ：電電Ｖ５５Ｖ６１ｍｍＶ効率：６１％台（max６５％％ 

輝輝変化Ｖ１．５Ｖ：１１１％Ｖ１．１Ｖ：５１％台（max７４％％  

１番番さに２．２µＨが使にべＶ豆電豆どベペトど中に組み込めそにでがい。 

がっＶＬＬＬが２Ｖ３Ｖ４個べＶ増やがべ所所電電は１個当がど倍数ににべがにどＶ楽しみが膨どみがが。  
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0D0D0D0D＿＿＿＿電電電電電電電電電電電電圧圧圧圧３３３３ＶＶＶＶＶＶＶＶどどどどどどどど回回回回回回回回がががが効効効効率率率率がががががががががががががががががががが考考考考考考考考    

ＷＷＷで白白ＬＬＬど回回が調べべべＶトトトトトトトが使っっ回回ががががが。 しがしＶ効率が調べっペペペはががが見当

っががたた。 どど回回が効率ががが実用用がが実実しがしっ。  

 

市市どトトトトトトトでが。 

左は１１１µＨ(50T)Ｖ右は４４µＨ(40T)。 

共にＶ１１Ｔほどがほタタタが作が１１Ｔ巻き戻しほががが。 左

端べ中中は加加加どのどでが。 

結結はＶどどどの大大はがががたたでしっ。  

電電電圧Ｖ３．２Ｖがど下がっっデペタでが。 Ｑ１：２ＳＬ５５２ＶＬＬＬ１：白白ＬＬＬでが。 

Ｖin:ＶべＩin:ｍｍは入入電圧べ電電でが。 Ｖout:ＶはＬＬＬ両端ど電圧ＶＶout:ｍｍはＬＬＬ下端に１Ωど抵抵が挿入

しＶ両端ど電圧がど換換。２１ｍＶど時Ｖ２１ｍｍ。 

基基回回はＶ 「0C＿電電電圧１．５ＶＶどど回回が効率ががががが考考」 べ同じでが。  

回回回回回回回回・・・・そそそそどどどど１１１１・・・・３３３３ＶＶＶＶ    

 

多がど方が作作しほがべ回回でが。 

 

効率が７１％台べがとどははじとほでが。随分ががでが。 
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定数が変えべべＶががどがはデペタの変化しがががＶ 電電は少ながでが。  

回回回回回回回回・・・・そそそそどどどど２２２２・・・・３３３３ＶＶＶＶ    

 

ＬＬＬ電電が抵抵で検出しＶトトトペトタでフフペフフタフ回回が作がＶ ＬＬＬ電圧が高がべきにＶ入入が低がしがが。 

  

 

２．４ＶＶ２．２Ｖど間でＶ発振振振数が変化しがが。そど後の１Ｖ近ががで点点しほががが。 
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２番番どの勧と回回でが。 定数が変えほのＶ２．６ＶＶ２．４Ｖど間で変化しがが。 公称電圧Ｖ１．２Ｖどニタニフ電電

やＶニタニト水水電電には最最な回回などがの。  

回回回回回回回回・・・・そそそそどどどど３３３３・・・・３３３３ＶＶＶＶ    

 

部部点数ど少ながフフペフフタフ回回でが。 

 

効率の随分ががでがよ。 

 

少しＬＬＬ電電が増やしがしっがＶ実用になべ回回でが。 

0D_3/4 



 

１番番どの勧と回回でが。 トトトトトトトが１１１µＨ どのどに変更。 

しがしＶデペタど大は誤大ど範囲でがよ。  
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0E0E0E0E＿＿＿＿電電電電電電電電１１１１本本本本・・・・ＴＴＴＴＴＴＴＴ昇昇昇昇圧圧圧圧・・・・ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ１１１１個個個個    

 

ＬＬＬを点点すす昇圧回回を、電電の口口の中に入れれれれ

ば、 電電１本で点点すすすすす可可ににす。  

懐中電点は、１１１円均均均で、 単三４本を電電ケケケに

いれい内内すすすのを見つつつ。 中中を単均１本に変更す

ればれれれいれれれで、面面れれす考考。  

回回回回回回回回図図図図、、、、使使使使使使使使使使使使使使使使、、、、デデデデケケケケデデデデ    

 

使使使使  

Ｌ１：２．２µＨの鼓鼓のコココに５デケタを上巻れすす。上：１２Ｔ、下：５Ｔ。  

Ｃ１、Ｃ１、Ｃ２：積積コタデタコ １１４／２５Ｖ、Ｔ１：４４２。  

Ｑ１：２ＳＬ５５２、Ｌ１：シシシシシケシコシケシ、ＬＬＬ１：面白ＬＬＬです。  

 

 

デケデ  

Ｖin:ＶすＩin:ｍｍは入入電圧す電電です。  

Ｖout:ＶはＬＬＬ両端の電圧、Ｖout:ｍｍはＬＬＬ下端に１Ωの抵抵を挿入し、両端の電圧かれ換換。２１ｍＶ

の時、２１ｍｍ。１．５Ｖ以下は、起起点点しにかしつので割割。  
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ココココココココココココのののの作作作作作作作作    

  

随分分分すのの工工を使しつ。左：ハタシシハコ、右：万入  

  

左：ハタシシハコを万入に固固。１回転でシハコ先す４回転しつ。 

右：鼓鼓のコココの巻れ線をすを、別のポハポポデタ線１．３Φを巻いいいれす。 ５デケタす１２デケタを巻れ、中中すデシタで

す。線線の固固は、蝋を半半半で溶かしい使いれす。  
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上：回回を作を、コココの両端すデシタ使分を確確しれす。 

 

左：回回の使分の拡大。 

 

下：コココのデシタ使分を２本よをれす。両端す半半半上げしれす。シトタトケ

デ側を赤でマケシタマすす。 

コココ５個個作です。大れき：４Φ×４Ｌ。  

 

組組組組みみみみ立立立立いいいい    

 

使使使使、左かれ  

シトタトケデ：２ＳＬ５５２、２．２µＨの鼓鼓のコココ、  

穴ピシピ１．２４の１．６ｔの両面面面を口口に入す８Φ位の円形に加工しつすの、  

積積コタデタコ １１４／２５Ｖ ３個、抵抵：４４２、 シシシシシケシコシケシ、面白ＬＬＬ。  
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面面にシトタトケデすコココを載せ、反対側にコタデタコを取を付つ、コタデタコの間に抵抵すシコシケシを入れれす。ＬＬＬ

はコタデタコの足に半半しれす。  

 

タトケ側はコタデタコの足を使い、マコマケ側はＬＬＬの足を使いれす。 

  

口口はタトケ側の絶縁物す中でシトタトケデに当すので削削しれす。セセハタセケタで、外側を絶縁し、口口の中に入れ

れす。タトケ側は、パパケシトタトケデ使の絶縁物を使い、電電ははす目です。  
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左：途中の様子。デケデを取を起作を確確。  右：使分の拡大。  

個個個個作作作作でででですすすす    

   

左：パパケシトタトケデ使の絶縁物を使しつ＋側電電。電電使のシキシタを外しつ状態。  

中、右：点点しつ状態。ＬＬＬは、すれす１１１円均均均で入入しつ単三２本使の暗かしつ懐中電点かれ外しつすので、

青しっい光です。ケポシシ気味ですす、５２１ＬＬＬ／２５ｃｍ。  

石石ケシケスで点火しにれにしつ電電です、起作しれす。単均電電にれなれですす言れのすよいですう。実は、別別に多れ

掲載しいいすＴＬ４５５ｍす、時々点点しにいすれすしを、新しい電電を要要すすので悩んでいつのです。すれで安安で

す。  

れれれれのののの後後後後、、、、単単単単三三三三１１１１本本本本使使使使にににに変変変変更更更更    

 

れの後、単三電電１本使のピチ懐中電点を１１１円均均

均で入入しつ。眺めいいつれ、上上の電電す入をれれにの

で、考考。  

電電を入れす銅銅を貫貫にしい筒状に変更。ＬＬＬの先

端すポタレににつかすので反反銅の電電のケシシパケ側に

パシシキを入れ、少し浅れしつ。銅銅す前側を少し切断し

短れしつ。  

連続使使時間、計換値：５１ｍｍ、１１時間。  
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0F0F0F0F＿＿＿＿電電電電電電電電１１１１本本本本・・・・ＴＴＴＴＴＴＴＴ昇昇昇昇圧圧圧圧・・・・ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ３３３３個個個個    

 

懐中電灯の電電の口口の中に回回を組み込んん白白ＬＬ

Ｌ１個を点灯すす事がんががのん、次は、ＬＬＬ３個ななななな

する、単一１本ん点灯、を考考。  

回回回回回回回回図図図図、、、、使使使使使使使使使使使使使使使使、、、、デデデデデデデデデデデデ    

 

使使使使  

Ｌ１：２．２µＨの鼓鼓のコココに５デデタを上巻がすす。上：１２Ｔ、下：５Ｔ。  

Ｃ０、Ｃ１、Ｃ２：積積コタデタコ １０１／２５Ｖ、Ｔ１：２２２。  

Ｑ１：２ＳＬ５５２、Ｌ１：シシシシシデシコシデシ、 ＬＬＬ１、２、３：白白ＬＬＬ、Ｔ２、３、１：１Ωんす。  

 

 

デデデ  

Ｖin:ＶとＩin:ｍｍは入入電圧と電電んす。  

Ｖout:ＶはＬＬＬ両端の電圧、Ｖout:ｍｍはＬＬＬ下端に１Ωの抵抵を挿入し、両端の電圧るな換換。３０ｍＶの

時、３０ｍｍ。０．５Ｖ以下は、起起点灯しなるしがのん割割。  

１．５Ｖん３０ｍｍになすになに抵抵Ｔ１を設設すす。  

 

ＬＬＬが３個なのん５０ｍｍ位電そなると試試試試しがが、効率が下ががすがすのん、１．５Ｖん入入１００ｍｍ位に設設。  
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組組組組みみみみ立立立立てててて    

 

使使使使、左るな  

シトタトトデ：２ＳＬ５５２、２．２µＨの鼓鼓のコココ、  

穴ピシピ１．２２の両面面面を口口に入す８Φ位の円形に加加しがしの２個、  

積積コタデタコ １０１／２５Ｖ ３個、 シシシシシデシコシデシ、抵抵：２２２、１Ω３個、  

白白ＬＬＬ３個、電電口口。  

    

面面にシトタトトデとコココを載せ、脇にコタデタコを取が付けけす。  
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使しがＬＬＬは日亜製んす。このＬＬＬの足は、途中に太い使部がががけす。 この箇箇の両側をニシニデんカシシして、残し

がババをペタピんででして、 面面の穴に入すになに加加しけす。 次に、ででるすトカデシの使部をニシニデななんカシシして、

ぴしががと並でになに考えけす。  

面面に少し浮るして取が付け、足の間に抵抵１Ω３本を配配しけす。 この抵抵がないと、電電が特設のＬＬＬに多く電

れ、最最にそれが壊れけす。抵抵を入れすとこの危険るな逃げなれけす。電電は、１０ｍｍん１０％の試誤に入がけしが。  

左：抵抵の位位ががるがにくいが、横るなのしの。右：上るな見がしの、 ＬＬＬがぴしががと並でになに調調しけす。  

 

ここけんのしのを、相対して並べて見す。この両面面の間に、積積コタデタコ、シシシシシデシコシデシ、抵抵抵１個を入れ

す必必がががけす。  

    

昇電圧回回の面面の裏側に、積積コタデタコ、シシシシシデシコシデシ、抵抵抵１個を配配すす。  
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なけく点灯すするとこの状態ん点検。起動ＯＯを確確すす。  

 

シシシタド成成。時間が経過しがな、ななどして組み立てがるがるななくなすしのが完成。起動ＯＯを確確すす。右の配

＋、上の配－んす。１．５Ｖん１０５ｍｍんしが。  

0F_4/5 



口口口口口口口口にににに入入入入れれれれてててて、、、、完完完完成成成成んんんんすすすす    

口口は中が一一なのん、＋側の樹樹を削削しけす。その結結は＋の電電を動す

必必がががけすのん、＋側の電電を考考しけす。  

ニパデシトタトトデ使の絶縁物とはと目を使いけす。 絶縁物のババが出ていす方る

なはと目を誤込み、反対側をポタピん打ち込みけす。  

出来上がしが回回の周がをセセセタセデセん絶縁して、口口に押し込みけす。 ＋

側電電を半半付けして完成んす。  

左端：完成しが、ＬＬＬ３個の代使電電。  

中中： 別別の、ＬＬＬ１個の代使電電。  

右端：付属していが、１．８Ｖの電電。  

 

電電の規規は、口口のフトタト使部るな、フフトフタシの

中中けんの距距が ６．３ｍｍんす。しるし、電電は光が

拡散していけすが、ＬＬＬは上方上しる発光しけせんの

ん、この距距に固固しなくてしにいになんす。  

 

１００円均一均ん入入しが、単三１本使使の懐中電

灯。  

画像上左：単三１本使の電電ケデト。上右：１．８Ｖ電

電。 この２点を、単一電電１本と動成しがＬＬＬ電電に

変更すす。  

懐中電灯に入れて、点灯しけしが。  

左：ＬＬＬ３個の本本、右：ＬＬＬ１個のしの。  

左の日亜の白は独特の白んす。 対すす右の１００円均

一点のＬＬＬは少し青しっいんす。  

なちなが使いにいるは、電電の持続時間と明するの相反

すす問問ん決めすのは難しいんす。  

 

比比

ＬＬＬ個数 入入電電 ＬＬＬ電電 輝輝 光光白 状態

３個 １０５ｍｍ ３０ｍｍ ３５０ＬＬＬ／２５ｃｍ 白 ３個部に広がす

１個 ５０ｍｍ ２０ｍｍ ５２０ＬＬＬ／２５ｃｍ 青しっい トポシシ
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26.03.06

0J＿ＬＥＤ用＿ＬＥＤ用＿ＬＥＤ用＿ＬＥＤ用 ＩＣＩＣＩＣＩＣ １．５Ｖ１．５Ｖ１．５Ｖ１．５Ｖ 実験実験実験実験

白色ＬＥＤを点灯できる小さなＴＯ－９２サイズのＩＣが販売されている。

動作電圧、０．８Ｖ～１．５Ｖ。また、１．８Ｖ～３Ｖと記してあるものもある。 これらは簡単な回路で実用になるの

かを実験しました。 ３Ｖ用と指定があるものも、１．５Ｖで動作するかも実験しました。お楽しみください。

実験実験実験実験・・・・使用使用使用使用したしたしたした部品部品部品部品

白色ＬＥＤ用のＩＣはＴＯ－９２型のトランジスタと同じ

形状です。 左から、ＣＬ０１１７、ＣＬ０１１９Ｂ、ＨＴ

７７３３Ａ、ＳＣ６２０２。

コイルは、Ｐ型と鼓型の２種類を使いました。１０ｕＨ、

４７ｕＨ、１００ｕＨ、 ４７ｕＨ、２２ｕＨ、です。(マイクロヘ

ンリーが正しく表示されない時もありますので、ｕＨと

表示しています)

実験実験実験実験・その・その・その・その１１１１・・・・ＣＬ０１１７ＣＬ０１１７ＣＬ０１１７ＣＬ０１１７

ＩＣメーカーが出している、標準的な回路です。

ＴＯ－９２型の小さなＩＣ、コイルの２点で、回路が完成します。 コイルを

変更すると、流れる電流値が変わります。

出力電圧は、脈流のためテスターで測定できませんでした。１．２Ｖ位。

規格：０．８Ｖ～１．５Ｖ。４７ｕＨ。負荷ＬＥＤ１個。

出力・ｍＡが－－の項目は負荷なしの値、解放です。

コイル ２２ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

１．５０ １４８ ３１．７

１．２５ １２０ ２２．０

１．００ ７４．８ ７．８

１．５０ １２５ －－

コイル ４７ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

１．５０ １１８ ３１．５

１．２５ ６４．６ １６．９

１．００ ５４．６ １２．０

１．５０ ６９ －－



コイル ４７ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

１．５０ ９４．５ ２６．０

１．２５ ５５．６ １４．２

１．００ ５４．６ １２．０

１．５０ ６６．８ －－

コイル １００ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

１．５０ ６７．１ １９．８

１．２５ ３６．８ １０．５

１．００ ２１．６ ５．５

１．５０ ３１．０ －－

実験実験実験実験・その・その・その・その２２２２・・・・ＣＬ０１１８ＢＣＬ０１１８ＢＣＬ０１１８ＢＣＬ０１１８Ｂ

ＩＣメーカーが出している、標準的な回路です。

ＴＯ－９２型の小さなＩＣ、コイルの２点で、回路が完成します。

出力電圧は、脈流のためテスターで測定できませんでした。１．４Ｖ位。

冒頭のＣＬ０１１７と足の接続は同じです。

規格：１．８Ｖ～３．０Ｖ。４７ｕＨ。負荷ＬＥＤ１個。

出力・ｍＡが－－の項目は負荷なしの値、解放です。

コイル ４７ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

１．５０ ２５．４ ９．８

１．５０ １９．８ －－

コイル ４７ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

１．５０ １９．６ ６．８

１．５０ １７．４ －－
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0K＿ＬＥＤ用＿ＬＥＤ用＿ＬＥＤ用＿ＬＥＤ用 ＩＣＩＣＩＣＩＣ ３．０Ｖ３．０Ｖ３．０Ｖ３．０Ｖ 実験実験実験実験

白色ＬＥＤを点灯できる小さなＴＯ－９２サイズのＩＣが販売されている。

これらは簡単な回路で実用になるのかを実験しました。

動作電圧、３Ｖ用と指定があるものも、１．５Ｖで動作するかも実験しました。お楽しみください。

実験実験実験実験のののの様様様様子子子子

市販の実験用のボード、テスター、可変電源などが必要です。 左：全体図、右：手前のアップ図。

実験実験実験実験・その・その・その・その１１１１・・・・ＣＬ０１１８ＢＣＬ０１１８ＢＣＬ０１１８ＢＣＬ０１１８Ｂ

ＩＣメーカーが出している、標準的な回路です。

ＴＯ－９２型の小さなＩＣ、コイルの２点で、回路が完成します。 コイルを

変更すると、流れる電流値が変わります。

出力電圧は、脈流のためテスターで測定できませんでした。１．２Ｖ位。

規格：１．８Ｖ～３．０Ｖ。４７ｕＨ。

負荷ＬＥＤ３個。電流値合計。

出力・ｍＡが－－の項目は負荷なしの値、解放です。

コイル ２２ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．００ ２２８ １２５

２．７５ １８５ １０１

２．５０ １４３ ７６．２

２．２５ １０５ ５５．２

２．００ ６７ ３４

１．７５ ４４ １９．９

１．５０ ４７ １５．９



コイル ４７ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．００ ２２１ １２４

２．７５ １８４ １０１

２．５０ １４４ ７８．６

２．２５ １０１ ５４．７

２．００ ７２ ３８．１

１．７５ ３１ １５．９

１．５０ ２５ １０．７

３．００ １８ －－

コイル ４７ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．００ １９０ １０７

２．７５ １５３ ８４．８

２．５０ １２０ ６５．６

２．２５ ８４ ４５．２

２．００ ５７ ３０．１

１．７５ ２５ １３．０

１．５０ ２５ １０．１

コイル １００ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．００ １３５ ７６．４

２．７５ １０９ ６０．９

２．５０ ８６ ４７．７

２．２５ ６１ ３３．４

２．００ ４１ ２２．３

１．７５ １９ ９．８

１．５０ ９ ４．７

３．００ １０ －－



実験実験実験実験・その・その・その・その２２２２・・・・ＳＣ６２０２ＳＣ６２０２ＳＣ６２０２ＳＣ６２０２

１００円均一店の単１電池２本使用の懐中電灯に使われています。

標準的な回路です。しかし、コイルが１０ｕＨで大食いです。

ＴＯ－９２型の小さなＩＣ、コイルの２点で、回路が完成します。

コイルを変更すると、流れる電流値が変わります。

冒頭のＣＬ０１１８Ｂと足の接続は同じです。

規格：不明。部品を取り出してテスト。

負荷ＬＥＤ３個。電流値合計。

出力・ｍＡが－－の項目は負荷なしの値、解放です。

コイル １０ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．０ ３７０ ６２．９

２．５ ２８５ ４２．２

２．０ ２６７ ３４．２

１．５ ２２４ ２４．４

商品商品商品商品としてのとしてのとしてのとしての売売売売られているられているられているられている状状状状態態態態のののの性能。性能。性能。性能。単単単単一２本３Ｖ。ＬＥＤ３個。一２本３Ｖ。ＬＥＤ３個。一２本３Ｖ。ＬＥＤ３個。一２本３Ｖ。ＬＥＤ３個。

コイル ４７ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．０ １５１ ７３．１

２．５ ９９ ４６．０

２．０ ９２ ３８．６

３．０ １４７ －－

コイル １００ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．０ ８３ ５６．８

２．５ ４１ ２８．９

３．０ ７２ －－



実験実験実験実験・その・その・その・その３３３３・・・・ＨＴ７７３３ＡＨＴ７７３３ＡＨＴ７７３３ＡＨＴ７７３３Ａ

このＩＣは、定電圧用の製品です。

ステップアップコンバーターと言われます。

回路は、入力側にコイルが挿入されます。

必要な部品が多いので、少し面倒です。

規格：０．７Ｖ～６Ｖ。出力電圧：３．３Ｖ。

無負荷消費電流は、ほほゼロです。

負荷ＬＥＤ３個。電流値合計。

Ｄ：ショットキーダイオード。

コイル ４７ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．００ １３４ ８６．４

２．７５ １２２ ７２．９

２．５０ １０７ ５９．８

２．２５ ８８ ４５．５

２．００ ７３ ３５．３

１．７５ ５３ ２３．２

１．５０ ３８ １４．８

３．０ ０ －－

Ｃ：入力１００ｕＦ電解、出力４．７ｕＦタンタル

コイル １００ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．００ ７３ ５０．４

２．７５ ６４ ４１．０

２．５０ ５６ ３２．７

２．５０ ０ －－

Ｃ：入力１００ｕＦ電解、出力４．７ｕＦタンタル

コイル １００ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．００ １０４ ６４．２

２．７５ １０３ ５６．４

２．５０ １０１ ５０．４

２．２５ ９３ ４２．３

２．００ ９７ ３８．１

１．７５ １０７ ３４．２

１．５０ １１０ ３０．７

Ｃ：入力１００ｕＦ電解、出力１０５Ｚ積層



1A1A1A1A＿＿＿＿単単単単一一一一一一一一一一一一４４４４本本本本・・・・効効効効率率率率をををを考考考考考考考考        

単一一一４本・一電電電の懐中一灯を改改すすすすす効率を考考。  

乾一一が四本すにすに、一一の一圧が６Ｖすにす。 白白ＬＬＬが点灯すす一圧は３．５Ｖでです。 このすす一圧を下げ

になななＬＬＬが壊なれす。 

一一を効率率く電っっ、１番番く電うすは、どの回回がががのがを考考しれす。  

単純す抵抵抵だなで一圧を落にすのが簡単ですが、一圧が下がすに光光も下がが、 この方方はうれくでがれはは。一一

の最最実電用用一圧を何Ｖすすすがすがっっ、 回回は変がれすが、端端一圧０．９Ｖ、 四本で３．６Ｖがか１５０ｍｍを

取が出すのは不用用でしでう。 

昇一圧回回を電がっ、ＬＬＬを直直す点灯すす方方や、降一圧回回で効率率く 点灯すすにど、多くの回回が浮がかれ

すが、 どの方方が確実で効率がががのでしでう。  

オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオのののの定定定定一一一一定定定定回回回回回回回回にににに、、、、抵抵抵抵抵抵抵抵抵抵抵抵電電電電電電電電のののの回回回回回回回回のののの一一一一定定定定    

 

オオオオオを電っす定一定回回に、抵抵抵で一圧を落にしす回回の一定 。 

回回は比比の為す、白白ＬＬＬを５個点灯さは、１００ｍｍを消消すすにしれす。  

上上のデデデは実実値です。 

オオオオオを電っす定一定回回は、綺綺にデデデすにが、光光は変化しれはは。 効率は、一一一圧が６Ｖの時す、３．５

／６＝５５％です。 

抵抵抵だなで一圧を落にすのは簡単ですが、一圧が下がすに光光も下ががれす。 光光の変化は、一定す比比すすにす

なな、６Ｖの時を１００％に言えな、 ３．５Ｖのにのは２０％です。 こなでは実電用に明すさではでがれはは。  

効効効効率率率率をををを元元元元すすすす計計計計計計計計ししししすすすす、、、、各各各各一一一一圧圧圧圧のののの時時時時のののの所所所所所所所所一一一一定定定定    

 

回回は比比の為す、白白ＬＬＬを５個点灯さは、１００ｍｍ、 ０．３５Ｗを消消すすにしれす。 

上上のデデデは計計値です。  

 

白白ＬＬＬを点灯すす方方すは、直直すににに、昇一圧回回で点灯すす方方に 並直す並べ、降一圧回回を電う方方

がでがれす。 １個のＩＩで一圧を監監しにがか、最最は降一圧、一一一圧が下がすに昇一圧す 自自で変す回回もでが

れす。  

 

上の表は、出出０．３５Ｗを取が出すすすの各一圧すになす必所一定です。 すべっ計計値ですので、実実すすに幾かが

違がれす。 随分分がか電わなっがす、昇一圧、降一圧、両方の回回がでのすＴＬ４９４を 電っっ実実すすに、最悪は効

率３０％を切がれす。最率で５５％位です。  
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一一一圧が下がすに、内部抵抵も増えっ、３．６Ｖで１５０ｍｍは 取が出はすのでしでうが、疑疑です。 

もし、最最一圧を１Ｖ、四本で４Ｖにすすにかな、苦労しっ作っす回回の効率が ４０％以下では浮がななれははか！  

 

ここで考えっがす物は、単一一一４本ですがか、 多分、ＬＬＬは１５～２０個ですので、必所一定は３～４００ｍｍくかが

です。 その為もっに効率は下がすでしでう。  

ダダダダダダダダオオオオダダダダオオオオダダダダデデデデデデデデデデデデ方方方方方方方方のののの考考考考考考考考    

一電一圧がＬＬＬの所所一圧がが高が場場は、 降圧回回を電うに効率がががに言わなっがす。 

本当がどうがの実実です。  

 

 

白白ＬＬＬを４個点灯さは、信号は矩矩矩を入出しす。周矩数５１２９ｈｈ  

 

白白ＬＬＬをパパパ点灯さはっ、１００％通一に同じ光光を得すすは、 

６０％通一では、２．４倍 

５０％通一では、３倍 

の一定を定す必所がでがれす。 

上上の回回では、２０ｍｍｍ４ｍ３＝５０ｍｍｍ３＝２４０ｍｍ 

 

 

ＩＩＩは一電一定、Ｉ、、、はオオオパダデオで見す抵抵Ｒ２の両端の矩高値を 一定す換計しすものです。 

白白ＬＬＬをパパパ点灯さはすに、食がれすか。 定一定回回にか何時も５０ｍｍです。  

 

ちにちす、手元すです市市の、単四２本で昇圧回回を内内しすＬＬＬ一個点灯の 懐中一灯はパパパ点灯にので随分

食がれす。 

３Ｖ時す１１５ｍｍ、２．６Ｖ時す５０ｍｍ、２．２Ｖ時す６５ｍｍです。 

そしっ３Ｖ時す、６３％通一で、ＬＬＬす４５ｍｍ定しっがれす。。２．２倍）  
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1B1B1B1B＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿１１１１１１１１個個個個をををを、、、、単単単単一一一一、、、、４４４４本本本本、、、、３３３３本本本本でででで実実実実実実実実、、、、定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定        

 

 

白白＿＿＿を１１個点点さささデデデでで。 

単一定一を使い、定定定で点点さささ実実でで。 

１２２ｍｍが設設値でで。 

実実デデデ・そそ１、単一４本 

ママママ定一で１１時時。光光変化なな。 

実実デデデ・そそ１、単一３本 

ママママ定一で１３時時。光光変化なな。 

定定定定定定定定図図図図    

 

定定図 

上上は＿＿＿基基、＿＿＿は各３個、設１１個、でで。 

下上はオオオマオ基基でで。 デデオデオオオマオを１個、基基定圧用Ｆ＿Ｆ１個、ドドドドＦＴ４個でで。  

基基を大大１枚枚り、重ねねいねで。 

定定そ動枚は、トドマトトデそエエエデ上そ１Ωそ抵抵そ両端そ定圧が、 オオオマオそ＋上そ定圧と等なしなしししし、常

しトドマトトデをドドドドなねで。 ＿＿＿３個個そ定定はトドマトトデを通り１Ωそ抵抵し定れねで。 

オオオマオそ＋上そ定圧を５２ｍｍしでれに、 １Ωそ定圧も５２ｍｍしなりねで。 

１Ωそ抵抵し５２ｍｍを定さに５２ｍｍでで。 こそ様しなね＿＿＿しは３個で５２ｍｍ定れねで。 

定定が４個あしそで全全そ定定は１２２ｍｍでで。  
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構構構構構構構構    

 

 

左：＿＿＿基基基基図、  右：オオオマオ定定基基基基図  

 

 

左は  

＿＿＿基基。基基そ上し反反用そシデトを両面シデ

トで貼りりりさ。  

左下は  

組組ねさ外観。  

下は  

オオオマオ定定基基。 
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実実実実実実実実デデデデデデデデデデデデ・・・・そそそそそそそそ１１１１    

 

単一定一４本でそ連続点点実実でで。 これここ綺綺なデデデが取れしとは、最最最えなええさ。 

定定定定定は成成でで。単一４本で１２２ｍｍ、ママママ定一で１１時時、 連続点点で、光光が変りねさり。 

こほ１日と言えねで。そそ後後日が実用用用ででね。 

オデアア定一を使用でれに、倍もなしは１．５倍は実用しなりねで。 りねり５２時時、１日でで。  

 

自動設自自そ画像でで。 

単一定一１本使用そ懐自定点を１個シアデシしりないで定電とな、 ＿＿＿ドマオとそ時そオドト上し１Ωそ抵抵を入れ、

両端そ定圧を自定なねいねで。 マドマト上は直直でで。定定テトデデとパパパマをりないで、デデデを取込みねで。  

懐懐懐懐自自自自定定定定点点点点ししししいいいいれれれれしししし    
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左は  

単一定一４本使用そ、日日大日日なこでしし見し

懐自定点。  

左下は  

定電そパソエトし差なこりし様子。  

下は  

点点。正面えか見れに眩ない。 

   

実実実実実実実実デデデデデデデデデデデデ・・・・そそそそそそそそ１１１１    

 

単一定一３本でそ連続点点実実でで。 今光は定圧も自定なねなさ。４．５ｍえか始ねえねいねで。 
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単一３本で１２２ｍｍ、１番番価なママママ定一で１３時時、同じ光光を保ちねで。  

これしと少な重いででが、一晩自歩りねで。 

ママママ定一とオデアア定一とそ比比では、持続時時は１倍えか１．５倍、 オデアア定一そ方が長し、購入価格もそれなり

し高価でで。 

規格規えか、定定が１２２ｍｍで１．１ｍねでそ持続時時は、ママママ１３時時、 オデアアは１２えか３３時時と読めねで。 

なえなながか、定圧が下がしと、定一そ内部抵抵も増加な、 取り出さし定定も減しそでなるし、少な設計値と違いねで。 

それでも、１３時時は定定は落ちないししでで。 こそ規しと、１２時時が実用用囲でなるし。 定定値が５２ｍｍでも、暗い

室内なか歩りねでそで、停定時しは使えねで。  

懐懐懐懐自自自自定定定定点点点点ししししいいいいれれれれしししし    

 

   

１２２円均一そ単一３本そ懐自定点しいれねみさ、上：外観。 

左：反反反し装填。 自：前後をえをさし。 右：点点、完成でで。 

ご希希そ方が居かれねなさそでら譲りなねなさ。もし、手手しありねさり。  
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1C1C1C1C＿＿＿＿単単単単一一一一３３３３本本本本・・・・１１１１１１１１１１１１円円円円均均均均一一一一均均均均のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯をををを改改改改改改改改すすすすすすすす    

 

１１１円均一均で単一中一を３本本本の懐中中灯を見つつつ。 

頭頭ををををををすを、円筒にににをにすので、工工がを易そそそを入入。 ここ

がすが鉢状にににをにすにのを少を工工がががにがに。  

基基を２層にをを、、、、を２１個を昇中圧回回を組込めすめを考考です。  

 

上を、外観、さすがに単一３本の懐中中灯を大きにです。 

左を、圧圧の、、、２１個 

 

照照照テテテ：１１１１、ＬＬＬ２１ｃｃ、１２１、ＬＬＬ１ｃ  

回回回回回回回回図図図図をををを定定定定数数数数のののの設設設設定定定定    

 

回回をＴ、４４４Ａを本につ標標標ににのです。 
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定数を、コココ、１を１１１µＨ、中電電電電電Ｒ１を２１１オオオ。 、、、の中電電電電電を、全頭６６オオオ。 中電コ

ンンンンオ２２１µＦＬ２１Ｖ、３個を低、ＥＲ製製を本本。  

白白、、、を７個を３組組組に接続ををにしす。 、、、の設照中電を、１６ｃＡ×３で１４ｃＡです。  

 

ＩＩを入手に、、、２１７７にもにつが、ここを中電が３．１Ｖめかです。 Ｔ、４４４を１．１Ｖめか動工をしす。 

この懐中中灯にを、３．６Ｖ１．１Ａの中電が本わこをにしす。 つしが単一中一３本で１．１Ａを電すを、端端中圧を３．

６Ｖににがしす。 をにそこをにので、Ｔ、４４４を本そ事ににがしをつ。  

構構構構改改改改をををを考考考考考考考考すすすすすすすす        

 

 

上：高さ１１の支支を、ビテです。 

 

下： 

、、、基基本にを、ピピピ１１ｃｍｍｍ1.27mm）のにの 

回回本にを普普の、ピピピ１１１ｃｍｍｍ2.54mm）のにの

を、 Φ１１の形状に加工をしす。  

   

、、、基基にを反反シオテを貼が付つ、 、、、を位位を間間えににえそに注注をを差込をしす。 

裏裏を、７個が直組で、３回回ににすえそに配配。 支支を取が付つ、リオリ配を４本つにつを完完です。  
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上:頭製の配位を考え、図面を貼が付つしす。 

 

右上:頭製を差込をしす。 

 

右下：裏裏の配配です。 ＋中電を、ビテのナピテの上に

袋ナピテををめを２重にをしをつｍ赤赤）。  

－裏を、切が欠きを工にをめにき配で中電を工がしすｍ黒

赤）。  

最最最最最最最最最最最最上上上上つつつつでででですすすす    

   

、、、基基を回回基基を１１ピピピの支支で固定を、配配をすすを完完です。  
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上頭に少を出をにすをこてが袋ナピテを本につ＋裏の中電です。  

   

、、、頭部を、本本に入こすを、固定固固がもがしがが。 

内接の円筒を工にをここを本にを、頭頭で固定をしす。高さ１１ｃｃです。 コピコの丁照丁に太さの物を本に工がしす。 

最最に反反シオテを固定を、その上にボオコ紙を圧きしす。 ３層がかにが丁照丁に太さににがしす。 ここで、、、が直接

頭頭ににつめかにに様ににがしす。 

折折ですので、飾がのリンリを削削をを全全を短がをしをつ。 その為、中一ケオテ裏の頭を少を切にを全全を短がををにし

す。 切取が過ぎすをネネ頭がにがにがしす。ネネ頭の入手しで削削をしす。  

完完完完完完完完でででですすすす    

 

左めか、懐中中灯本本、心臓頭、テリオス、カカオです。 
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上  

正面めか見すを、、、２１個を圧圧です。 

この反反基のシオテを、実物のえそにをそしが写がし

がが。 細めにアコアの粉粉が赤印さこをにすのです

が、 光配の具具でにてにてに白が混じにつえそに撮

こしす。  

右上  

そのししで点灯をつにの。ハオハオシハンににがそしが

撮こすにのですれ  

右  

カカオを取が、保保本のハンレがにに状態です。  

次を、可変中圧中電での実実ンオデです。  

 

測定測測を見すを、４Ｖ位めか入入中電が変わがしがが。 

つしがを、このＩＩにをここ以上の出入を出がににを言そこをです。 手前の３．６Ｖそを、出入中電を４１ｃＡです。 １回回

もつが１３ｃＡをにそこをににがしす。 ２回回で、、、照１４個をにそのが正電そにつめに知こしががが、 中一３本最低中圧

１．４ＶＶ３＝２．７Ｖでに 何をめ点灯ををにすのでえをををしをしそ。  

Ｔ、４４４Ａ・、、２１７７ ンオデの比比を資資を同じです。  

 

照照照テテテ：１１１１、ＬＬＬ２１ｃｃ、１２１、ＬＬＬ１ｃ  

1C_5/6 



追追追追加加加加、、、、補補補補補補補補    

 

 

最最に入入をつをきにを、左上のえそに、首首がもがしを

つ。 

 

取にをにににめをれじ込を頭を加工をを、 少を短がをををし

につので事にえすを不不具が生じすめにをこしがが。  

1C_6/6 



1D1D1D1D＿＿＿＿１１１１１１１１１１１１円円円円のののの単単単単一一一一一一一一一一一一３３３３本本本本のののの懐懐懐懐中中中中一一一一灯灯灯灯をををを改改改改改改改改すすすすすすすす        

分分分分分分分分しししししししししししししししし何何何何何何何何もももも始始始始まままままままままままままままままままま    

  

分分は、頭頭を左に回しし外します。外れすのはれれのれ。  

左の画像、左かか  

頭頭の外枠、ロロロ状の反反反、負一負、クククロク球３．６Ｖ１．７７Ａ、 一球カカロ兼兼一負。 

右の画像、左左かか  

①ススススの押え用用用、②押しボボクカカロ、③押しボボクカカロの押え。  

④左左にスススス基基ををしをを負一負し一一マスマス側のスクククス。  

１１１円で売っししす単一一一３本・一球電用の懐中

一灯を、白白ＬＬＬ化し、 非非用の長長長点灯し、懐

中一灯しししの実用しを、 ススススで切切えし電えすええ

に考考しを。  

長長長用にはＬＬＬを一一点灯すす。 

実用しししは、ＬＬＬを９一個は１３一を点灯すす。 一

球球の様に広範囲を照かすのではしら、 しすならスススロ

照反で遠遠まで光が届らええにすす。 

しなを考えし、思考思思・・・。 

明するは、１１７１ＬＬＬＬ２７ｃｃｃ、７１ＬＬＬＬ１ｃｃでし

を。 

ススススの頭分の分分は、左右の画像を参照 

最最に内側の①を頭頭遠頭に引き抜き、その下の③の

爪を中かか押しし表かか 外すし ②も取れます。 次に④

を壊るししええに注注しし頭頭遠頭へ引き抜きます。  

れれまで分分すすし、残まは円筒のれです。  
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材材材材材材材材をををを考考考考考考考考    

  

左の画像、左かか  

白白ＬＬＬを調調します。１１φを一一、７φを８一。抵抵抵も９一個個です。  

孔あき基基し、ススススです。 

ススススは４回回３接点の物が手手にあっをのでそれを電え何にしを。  

右の画像、左かか  

基基を２１φに加加します。 

手のスススス基基があっを溝に押えの基基を入れし、 ススススが後ろに引っ込まししええに壁を作まます。 

ススススは表表が斜めにしすので、一負を内側に曲ををま、 取取けの頭分を片遠カスロします。 

ススススの表表は、手のカカロを加加しし固固します。  

 

白白ＬＬＬは、７φの物は片遠のクロリ線を曲を抵抵を半半しま

す。 抵抵値４７Ω、１／６Ｗを電用。 

その後で抵抵を起しし手の線し平平にし、しかしし頭分を切まま

す。 

１１φの物の抵抵は基基の裏に取けます。 

基基に取取けを白白ＬＬＬ。 

中中に１１φを、周まに７φの物を８一取

取けを。 

角の様に見えすメスメ線は、基基を固

固すす物です。 

配線は、、側は共共で一本。。側は

中中のれし外側のれで２本です。計３

本。 、側は、７１ｃｃ。。側は、手電

っししを負一負は電わししので、 ねね

込れ分を考考しし、２１１ｃｃ、位で

す。  
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ケケケケロロロロススススにににに組組組組れれれれれれれれみみみみ    

  

左の画像  

ＬＬＬ基基を反反反の中へ差し込れ、裏側へ出ししすメスメ線を孔かか出し 両側へまをし広を、基基が落ちし

しええにします。 

、側の赤線は、一球カカロ兼兼一負の用用の金属片を外し、その孔かか外へ出し 外でその金属片に半半し

ます。その後、金属片を手に戻します。 

一一の、側が、直接れの金属片に当をまます。 

。側の２本の線は、一球カカロ兼兼一負の用用でをでるしし様に注注しし きま欠きかか外へ出します。 

手のスススス基基を外します。れれは差し込まで折ま曲をしあすげけです。 

ススススは、足を確確ししがか半半します。 ココクを一一の。側へ、左端は、、、、、１、２、ししま、 １し２を中中

のＬＬＬへ、２のれは外側のＬＬＬへをしへます。 

をまま、、、、は全全灯、１は中中のれ、２は全点灯にしまます。  

右の画像  

ススススを本本の裏側かか差し込れ、 手のスススス基基があっを溝に押えの基基を入れし、 ススススを押しをしき

に後ろに引っ込まししええに壁を作まます。 

ススススは表表が斜めにしまます。ススススは内側し外側をホスロボクリ、 もしらはスグロスススクし呼ばれす用用

を、米米米に切ま、 半半半で暖めし固固します。 

ススススの表表は、手のカカロを加加しし固固し、 ススススしの隙長も用用で埋めます。 

頭頭の外枠に反反反を入れ、れれをねね込まげ長に、クロリ線が緩み遠頭に 線を巻きをけし本本にねね込れ

完完です。 ねね込まげ長に巻き取す遠頭に線をセスロすすし、運が悪しし切れます。  

単一一一３本Ｌ４．７Vｃ電用のＬＬ

Ｌ球懐中一灯、出来あがまましを。 

３一１１１円のマクマク乾一一で実

験です 

左：一一点灯、３１ｃＡ  

右：９一全灯、２２１ｃＡ  
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再再再再考考考考考考考考    

左上をテスロしをか、光光が少し曲がっししすのに気がをしを。基基を反反反にセスロすすのに、基基がしかっをので曲が

っをええげ。 

まを、もえ少し明すし遠が実用用しのし、単一一一しかもえ少し流ししも良しのではし再考考しを。 

２２１ｃＡを３１１ｃＡらかし流ししも良しのではし考えを。  

   

今今は、各ＬＬＬに２１ｃＡづを流すええに、一一づを抵抵値を調な ７１Ω～４３Ω、までを電っを。 

左：外側に抵抵抵を配配。中：中中のＬＬＬの抵抵抵は裏取け。 右：今今は中中のれが背が高し。  

反反反の中を覗らし、中長に用用樹

のをしへ目があすのに気がをき、 直

径を計すし４１ｃｃげっをので、れれに

基基をセスロすすれしにしを。 

れれに合わまし基基を丸ら切ま取ま、

中中に一一、周まに１２一、 白白Ｌ

ＬＬを配配すすれしにしを。  
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組組組組組組組組ししししそそそそのののの結結結結結結結結    

一一点灯は少し青れがかっししす。全点灯はるすがに明すし。一流ももも計計計計。 

前前の改改しので、回回の構完が逆です。 反反反の

中中かか線を引っ張ま出しし基基に半半します。 

反反反の中の中長の用用樹のをしへ目に合わまし基

基をセスロし、 ホスロボクリ、もしらはスグロスススクし呼ば

れす用用を、米米米に切ま、 半半半で暖めし固固しま

す。今今は光光も曲がかししでしがえ。  

 

左：全灯。

 

中：一一点灯。２７ｃＡ

 

右：全点灯、１３一。２８７ｃＡ
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回回回回回回回回図図図図しししし全全全全消消消消一一一一流流流流でででですすすす        

 

稼稼稼稼稼稼稼稼長長長長長長長長ははははななななののののららららかかかかししししししししののののかかかかのののの計計計計計計計計    

るし実際の点灯長長はなのらかしか、計計ししれを。 

ＪＪＪ規規しメロカロ発表のデロボを勘勘しし計計すすし、 規規では終終一圧が１．９Ｖであすが、実用しししは１．２Ｖし

しし カロカを読みし、長長は１／４らかしにしす。  

その結結は、マクマク乾一一で、 ２７ｃＡで９１長長、２８７ｃＡで６長長 連続点灯出来そえげ。  

アグカク乾一一にすれば米大その倍の長長電えそえげ。 

ちしれに、マクマク単一一一は３本で１１１円。 アグカク単一一一は３本で３１１円げっを。  

おまけ：材材材は３１１１円以内Ｌ懐中一灯、一一、ＬＬＬ、ススススしなｃ 

明するは、１１７１ＬＬＬＬ２７ｃｃｃ、７１ＬＬＬＬ１ｃｃでしを。 

ススススでＬＬＬ１一点灯し、１３一全点灯を切切えます。  

 

下の表は全点灯長の全消一流です。 れれを見すし３．７Ｖあをま

に一流の半分の所があまそえです。 

白白ＬＬＬの光今は、流れす一流に比比ませ、 固規一流長Ｌ２１

ｃＡｃを１しすすし、 半分Ｌ１１ｃＡｃでは１．６し半分にはしままま

ま。 まを、人長の目の思稼作で光光が半分にしっしもそれもな暗

らしっをし 実感できままま。 

れの為、何長が一一の交交長かわかかししので、電用には不不で

す。  
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1E1E1E1E＿＿＿＿１１１１１１１１Φ・・・・４４４４個個個個をををを、、、、単単単単一一一一３３３３本本本本でででで実実実実実実実実、、、、定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定        

 

白白ＬＬＬ１１Φを４個点点さささデデデでで。 

単一定一を使い、定定定で点点さささ実実でで。 

４．５V１１１ｍｍが設設値でで。 

ママママ定一で４１時時。光光変化なな。 アアアア定一な

ら１１１時時、使ええで。 明るさる、１１１１ＬＬＬＬ２５ｃｍｃ

でで。  

定定定定定定定定図図図図    

 

基基の上上に、ＬＬＬを４個個り付けえで。 

下上に、その他の定定を個り付けえで。 基基定圧用ＦＬＦ２個、ドドドドＦＴ２個でで。 

定定の動動る、定定定定定をＦＬＦと抵抵抵で構構な、 出出定定をトドマトトデのベデトに加えええ、 増幅幅Ｌ（（（ｃ

倍の定定がトドマトトデのコココデに定えれれ、 と言う原原を応用なしいえで。 

１定定で５１ｍｍの設計で、合設１１１ｍｍでで。  

構構構構構構構構    

 

左る、使用なさ部部でで。左上る型型、ＬＬＬ配配図。 

その下る、反反シデトでで。 両面面着シデトで、基基上

面に貼りりけえで。 

１１ΦＬＬＬ、ＦＬＦ、ＦＴななでで。 

 

下る左から、ＬＬＬを個りりけさ基基基。基基基面。 

ビトを＋定電に、黒線る－上。点点試実。  
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実実実実実実実実デデデデデデデデデデデデ    

 

単一定一３本での連続点点実実でで。 定定る少な少なな、４．５Ｖで９９ｍｍでなさ。 

定定定定定る構成でで。単一３本で１１１ｍｍ、ママママ定一で４１時時、 連続点点で、光光が変りえさり。 

アアアア定一を使用でええ、倍もななる２．５倍る実用になりえで。 りえり１１１時時、４日でで。  

懐懐懐懐中中中中定定定定点点点点にににに入入入入ええええるるるる    

左る、使用なさ単一定一３本使用の懐中定点でで。 

頭部の外枠と反反反が、分分ででるので工動る簡単で

で。 ＬＬＬドマラ部を反反反に前面からいえ、定電のベデ

ト金金の中をなりをで、 ビトを貫貫ささ、トドマトトデの絶

縁用の樹樹ワワシワデを使っし固定なえで。 －上る、無無

ベデト金金に半半なえで。  
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定電を使用なさ懐中定点で、使おうとなさ時に、定一が低下なしいさり、 定電が切えしいさ経実をおもをの方もいらえ

るでなるうが、 ＬＬＬを利用なさ懐中定点る、明るさの低下るはっしも、 切える心配がないので安心でで。定電の寿命

る１１から３１時時でで。  

 

本本の様に、単一定一を使ええ、長時時使用でで、携帯る不不ででが、 家家で使っさり、車に非非用に入えしおなに

る最最でで。 

明るさる、１１１１ＬＬＬＬ２５ｃｍｃでで。 距距の２乗に反反反なえでので、１ｍでる１１１１／４Ｌ４＝１１１ＬＬＬでで。  
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1F1F1F1F＿＿＿＿単単単単一一一一２２２２本本本本・・・・電電電電電電電電のののの懐懐懐懐中中中中電電電電灯灯灯灯のののの電電電電電電電電ををををＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬにににに代代代代代代代代        

非非非ととと、台台かか引き抜くと点灯すす単一電一２

本・ 電電電非の懐中電灯ががす。 

ここの電電電電を改改とししし、差とかしすししし白白Ｌ

ＬＬ化としか どのくかしの明するかを実実。 多電、探と物が

出来す明するしるしししとるるが、室内しか歩しすか？ 

画像像る、左：電電、右：ＬＬＬ化とし物  

懐懐懐懐中中中中電電電電灯灯灯灯のののの反反反反反反反反反反反反のののの孔孔孔孔のののの大大大大ききききるるるるににににＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬのののの数数数数をををを合合合合わわわわわわわわすすすす    

反反反の孔の大きるに合わわと考考

すこす、５ΦのＬＬＬしか３個とか電しえ

わせ。  

 

電電のガガガの破壊る、ビビビビ袋の

中し行ると安安しす。  

 

中安の電電の半半を取り去っとかか、

ドドビをガガガの中へ差とこし、 ゆっくり

と回とと残りを粉々にすすと簡単しす。  

  

拡大写真  

電電電電電電る電しえわせ。直直しす。 ３Ｖし１個当しり６～８ｍｍしす。計３個し２２ｍｍ。 

ＬＬＬのベビガの電電がががかっとるえくしかしし時る、 その電電をカカカとえす。ビカニビしで出来えすが割かしし

よるに 注注が必必しす。 

最最に、ＬＬＬの－側の足を、外側へ曲げと、像へ曲げえす。 がえり逆Ｌ字にとえす。 

ＬＬＬの＋側る３本をそをしと中安の孔へ差と込し半半とえす。 

この時に線線をををかしし方が後し手直とが楽しす。 

－側の足を少とくの字に曲げと、外側に半半とえす。 ＬＬＬの方方を点検と必必しか手直とをとえす。  
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直直直直結結結結のののの発発発発表表表表ししししすすすす    

  

撮撮条件：：４．２、１／１２２ ������ ������ ������ ������ 撮撮条件：：４．２、１／１２２  

  

撮撮条件：：４．２、１／３２ ������ ������ ������ ������ 撮撮条件：：４．２、１／３２  

惨めし直結にしりえとし。 同を撮撮条件し、ＬＬＬしる指方指ががすのし手手の机が見しえわせ。 

ＬＬＬ３個しる真っ暗暗しでっと歩しすくかしし、探と物を見がしすにる 光光が足りえわせ。 

とかとしがか、電電る２．５Ｖ・２．５ｍ、がえり、１．２５Ｗ。 

そこに対と、ＬＬＬる３Ｖ・２．２２ｍ、がえり、２．２６Ｗ、 約１／２２の電電しす。 

発光効率がしくかＬＬＬの方が良しと言っとで、２．６Ｗ位与しししと、 比比すすのる酷しすを。  
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白白白白白白白白ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ電電電電電電電電のののの救救救救済済済済    

 

 

 

右の画像る、就寝時に枕枕に置しと、ガララを聴ししり、 

夜中にカトトに起きす時に点灯すす電一電のガトカを組し

こせし箱しす。  

 

今えし電電が電わことししが、すすに電一がしくしり、取

代しす不不を感をとしし。  

 

ここの電電を、上のＬＬＬに変更としか、想像より明すく、

実非にしりえとし。 でこでこ、電し道ががっと良かっし。  

 

当電、電一を取代ししくと済しそるしす。  
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1G1G1G1G＿＿＿＿単単単単一一一一２２２２本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに、、、、、、、、、、、、４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡをををを入入入入れれれれれれれれ    

回回回回回回回回図図図図とととと定定定定数数数数のののの設設設設定定定定    

 

回回は標標標ななのなな。 

入入は、可変中電な実実なな。中圧と中電はデデデデデ表表なな(Vin,VmA)。 

出入回回の出出に抵抵１Ωを挿入し、 両端の中圧をデデデデデデデデデな測定ししな(LmA)。 

直直にになににに白白、ＬＬ４個の両端の中圧な測定ししな(Lvolt)。 

効率＝出入／入入、% = Lvolt x LmA / Vin x VmA  

中電電電抵抵Ｒ１、基標中圧Ｒ２の定数を変更しししれになれしの実実なな。 

下の表なＲ３はＲ２の間間い、にしつＲ２＝Ｒ３。  

 

１１１円均一均な単一中一を２本本本の懐中中灯を

見につに。 

今しな見になしな一一一さい感じにしにのな、 これに、、

４４４Ａを本にに昇中圧回回を組込めれしと考考なな。 

画像像は、そのししのなの、下は完完しになのなな。 

全全な短くなつ、少し重いに、携帯に便便なな。 

1G_1/4 



 

 

 

実実の結結は、一一下の中電電電抵抵Ｒ１＝５５１、基標中圧Ｒ２＝４３に決定。  

単一中一なのな２５１ｍＡは簡単に取つ出せれなしせせ。 最最中圧に何処しな実本になれし楽ししなな。  

基基基基基基基基をををを手手手手手手手手つつつつななななれれれれ    

回回に決しににのな、ププププ基像の部部部

置を考えなにえ大きさを決めしな。  

 

直径を３５Φにしし、取取つの為の筒を考考

ししな。  

 

筒の中を２段にししププププ基を押さえ、 しに

外外を少し太くしし懐中中灯の中に入れるせ

に考えしな。 

左の画像の左像は、最最に出来像ににに、ププププ基を

固定なれ筒。  

 

下は、切つ出しにププププ版  

右は本本部部  

下の支支は＋中電なな。 
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像の画像は、出来あににに、１１Φの、ＬＬを４個取取つに基基。 

表表に反反シデプを貼つにつ、、ＬＬを取取つしな。 裏表に部部を取つ取つ部配なししな。  

ボボボボデデデデデデデデ紙紙紙紙なななな筒筒筒筒をををを手手手手つつつつ基基基基基基基基をををを固固固固定定定定ななななれれれれ        

基基を固定なれ筒は、単一中一を冶冶としし本いしな。 中一にボデデ紙を巻きにつし手つしな。 

幅１５ｍｍを２枚巻きにつ、その像に幅２１ｍｍを一枚、外外にしに、 幅１５ｍｍを３枚、全部な５枚巻きにつしな。 そ

れれれのボデデ紙の最最は、重なえないるせに一枚づに取き合わせにししな。  

外外の３枚は、、中電本に隙間を空つし貼つにつしな。  

像の画像は、出来あににに筒の内外に幅１５ｍｍ反反シデプを貼つにつ、 基基を差込んな完完しにとこしなな。 

＋中電は、３ｍｍの支支を、、中電は卵ララを本いししに。  

完完なな。 

元の物に比べれと、前前のカ

バデな短く、心臓部な短くな

つししに。 
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照照照照照照照照ののののデデデデデデデデププププなななななななな    

デスススは、両前とな片手な本えしな。 

緑はデラススデススス。赤は押しボデプ型なＯＯ／ＯＯＯにプラデなな。 

運運運運を解解なれにめす、犬の参参に参くには、片手な本えれ前に便便なな。  

照照をデデプしに懐中中灯なな。距距 ２５ｃｍなな。 

本本と、単三２本の懐中中灯に同じ全ささなんし・・・。 

両前とな、昇中圧の、、４４４Ａを内内ししいしな。  

白 重重ｇ 、ＬＬ個数 中一 中圧Ｖ 中電ｍＡ Ｖ×ｍＡ＝ｍ 照照、ＬＬ

緑 ２５１ １１Φ４個 単一２本 ３Ｖ ２５１ １．７５ １４１１

赤 １１１ ５Φ３個 単三２本 ３Ｖ １１１ １．３３ ３４１
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1H1H1H1H＿＿＿＿単単単単一一一一１１１１本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに、、、、、、、、、、、、４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡをををを入入入入れれれれれれれれ    

１１１円均一均で単一中一を２本本本の懐中中灯を見

つつつ。 

 

中一１本本に改改改来れるる、まつ、これに、、４４４Ａを

本っつ 昇中圧回回を組込めれるる考考でで。 

 

画像像は、完完しつしの、下は元のしのでで。 

全全が随分分くくくましつ。 

 

１．５Ｖ、２１１１、ＬＬＬ２５ｃｃ  

回回回回回回回回図図図図るるるる定定定定数数数数のののの設設設設定定定定        

 

回回は標標標くしのでで。 

入入は、可変中電で実実でで。中圧る中電はデデデデデ表表でで(Vin,VmA)。 

改入出は、直直につくがっつ白白、ＬＬ４個の両端の中圧を測定(Lvolt)。 

改入中電は、基標基基Ｒ２の両端の中圧(Vref)をデデデデデデデデデで測定し、 中電に換換しまで(LmA)。 

効率＝改入Ｌ入入、% = Lvolt x LmA / Vin x VmA 

中電電電基基Ｒ１、基標中圧Ｒ２の定数を変更しし実実し、結結のデデデでで。  

Ｒ１：２．２Ｋ、Ｒ２：４４Ω、、１：４４µＦ２個  

  

像：鼓鼓のココデを本っつデデデ、下：横鼓のココデを本っつデデデ 
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最最、左の画像の右の横鼓のココデを本っつっ、下出のデ

デデにくく、 中一１本では無無るる諦めつが、ししもる左出

の鼓鼓のココデに変更しつっ、 像出のデデデがるれ、もれも

れ実実完成る安安しましつ。  

構構構構改改改改をををを考考考考考考考考ででででれれれれ        

   

どのどどく構改にでれにどにるを考え、最最は、 左端の様に反反反に横穴を開つし回回を組込しどる考えつが、寸寸

が不不し、 どまくにるくるっつ。 

結結、反反反を半分に切っし、像上を本に、 残くの上分は寸寸が同じにくれどどに金金を考考でれこるにしつ。 

樹樹を切断でれのには、半半ごしにカカデカコカの刃をビデ止めしし、 気全に行にまで。右端。  

基基基基基基基基をををを考考考考考考考考ででででれれれれ    

  

回回が決まっつので、基基像の上部部部を考えくがっ大ききを決めまで。 片片基基を直径５１Φにしまで。 

反反シデシは、アデアの幅広デデテを本どこるにしし、３５Φの円形に切く、 、ＬＬの不を差し込む箇箇をシシデシしくにどど

に大きくしまで。  
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像左：  

１１Φの白白、ＬＬを４個個く付つ 

 

像右：  

実実しくがっデデデを個く、上部定数を変更ししにれ

ので、 少し基基が汚れししまっつ。 

 

左：  

横るっ見つ上部の部部 

反反反反反反反反反反反反るるるる基基基基基基基基をををを合合合合合合合合ででででれれれれ    

  

像左は、内上にしアデアのデデテを貼くつつつ半分の反反反る、 基基の、ＬＬ出でで。 

像右は、マコカデ出の中電でで。中安の上分を切く捨し、基基を半半付つし、 絶縁るしまで。 

下左は、反反反る基基を合合しまで。接着本の樹樹で固定しまで。 

下右は、加加ししくにしのる並べましつ。この上分ほほ完完。  
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懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯のののの外外外外外外外外のののの加加加加加加加加でででででででで    

  

像左：  

最最に、中電るデコカスを外ししるっ、 外外の滑く止めのゴゴる本合の間にマコカデママコマデを差し込み のくを

はがしまで。次に適当に半分に切断しまで。 その後、中一の寸寸を考えし全きを決めきくまで。  

像右：  

切断片を両出が合どどどに、もでく、切く改しカコカくどで加加しまで。 

エエエシ系の接着剤で突合せにつくせ、中にし接着剤をにれまで。  

下：  

外しつ滑く止めのゴゴを寸寸を合わせし分くしし元元無にしまで。 

マコカデ出へつくがれ中電の金金を分く切く、元元無に入れまで。 

加加ししくにしのる並べれる、分きがわるくまで。  
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再再再再再再再再再再再再ををををしししししししし完完完完完完完完でででででででで    

  

像左：  

組み立ししどく検証でれる、上部が当つっつく、 動動ががるしにるこがががっつので、入入出のココデココデを撤

去し、 ココデを内出に移動しまで。  

像右：  

中安の貫貫しつ支支で全上を保保し、これはテマデ出にくくまで。  
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像左：  

斜め前るっ見つるこが 

中安は、テマデ出の中電で、高きの高に袋カカシを本

につ。 外出がマコカデ中電でで。  

左：  

点灯でで。中安に見えれのは、後上る同じ袋カカシで

で。  

 

可変中電での測定デデデ：  

３．１Ｖ、２４１１、ＬＬＬ２５ｃｃ 

１．５Ｖ、２１１１、ＬＬＬ２５ｃｃ  

４個の、ＬＬを一点に集集でれどどにしつので、デデデはでに

っしにででが、 全合標には、多灯には及びませび。  

ががががままままつつつつのののの記記記記記記記記    

 

手元にがれ、懐中中灯る並べしみましつ。  

 

 

画像 中一 、ＬＬx個 Lux/25cm

像 単一１本 １１Φx４個 ２１１１

中 単三４本 ５Φx２１個 １４１１

下 単三１本 ５Φx８個 ８１１

画像 寸寸mm 重重g 備考

像 ６５Φx１４１ ２５１ 本本

中 ６５Φx１２１ ２６１ 詳詳詳

下 ２５Φx４１ ４５ 市市部

1H_6/6 



3A3A3A3A＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿２２２２２２２２個個個個ととととＴＴＴＴ＿＿＿＿４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡをををを、、、、単単単単三三三三４４４４本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに    

回回回回回回回回図図図図とととと定定定定数数数数のののの設設設設定定定定    

 

回回はＴ＿４４４Ａを使っっ標標標ななのなな。 

定数は、コココ＿２は３３µＨ、中電電電電電Ｒ２は５５２オオオなな。 

＿＿＿の中電電電電電は、全全５６オオオなな。  

 

白白＿＿＿は７個を３組組組に接続ししししな。 ＿＿＿の設設中電は、２６ｍＡ×３な５４ｍＡなな。  

２１１円均均均を覗しっい単三中三を４本使本の懐中

中灯を見つつっ。 

少ししつしし、手に持つと丁丁丁し大ききなな。  

ここに＿＿＿を２２個と昇中圧回回を組込めめめと考考

なな。  

 

左左は、組込み前の物。 

左左は、完完しっ物なな。全全し少し短くなくししっ。 

少しししつに見えめのは、外外しゴオのカカオな覆わこ

ししめめいなな。 このカカオは防防の目標なしででし、力

を入こめと廻くしな。  

 

入力は、可変中電なのテテテなは、５ＶＶ４．５Ｖしな、 

約３５５ｍＡな中電変いらなしっ。 

照丁設テテテ：２２５１＿ＬＬＬ２５ｃｍ 
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構構構構構構構構をををを考考考考考考考考ななななめめめめ    

左左  

懐中中灯の頭全は回転しし外ししな。 

左左の２個になくしな。  

左左  

中三をしこめ方を覗くと面白し中電しがくしな。 片方の中電しつなしっしなしのなな。 

調べめと、つなしっしなし方の中電の先にテコススしがく、 ここは外面に設設ししがくしな。テコススを押なと回回

はつなしくしな。  

基基は、４５Φの物し２枚枚枚なな。  

最最は基基を２枚な、中電は元の樹樹樹の物を使で、３層の構構の予定だっっし、 樹樹樹の中電電持全しがにがが

にがだっっのな使本をがきいめ、 枚枚な中電全電を外しし基基に取取つ、２層構構に変更しししっ。  

左  

頭全のゴオのカカオを外しししく見めと、頭全はコ

スッの底のしでな構構な、 円筒と前面し均一構

構なな。 

反反反の口へ中電の電持全を差込みしなし、

この全電は回転なめ構構になっししし 中電電

持全はつはのなっはくの回転止めな止しく、頭全

の円筒のみし 頭全全一を中三の中電に回回

しつなしめ方方へへへ込しこしな。  

左の左  

＿＿＿を２２個取取つめには、その取取つ間間し

問問なな。 その為、＿＿＿基基は孔ピスス２．２７

ｍｍｍ５１ｍｍｍｍの物を使しししっ。 ５Φの＿＿＿し

間間５．３５ｍｍｍ２５１ｍｍｍｍな組ししな。 反反

シオテを貼くつつ、位設を決めし孔をがつ、＿＿＿

を差込みしな。  

左の左  

回回全回を取取つめ基基は、普普の２．５４ｍ２

１１ｍｍｍｍピススの物なな。 基板は共に２．５ｔな

な。  
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左：４枚  

２枚の基基に全回を取く取つしな。 中電を取取つっ基基には回転止めの切く欠きな枚枚なな  

左：３枚  

２層構構に組組ししな。 支支としし、＿＿＿本のテテオを２１ｍｍ全きに切っし使でと、 基基ピススし固定きこし

な。メスメ線な固定ししな。  

最最最最最最最最最最最最左左左左げげげげなななななななな    
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＿＿＿全電を、本一に入こめと、固定方固しがくしがが。 

内接の円筒を作っしここを使っし、頭全な固定ししな。高き２６ｍｍなな。 コスッの丁丁丁し太きの物を使し作くしな。 

最最に反反シオテを固定し、その左にボオコ紙を巻きしな。 ３層くいしし丁丁丁し太きになくしな。 ここな＿＿＿し直接

頭全ににつめいなし様になくしな。 

折折ななのな、飾くのリリリを削削しし全全を短くしししっ。 その為、中三ケオテ外の頭を少し切っし全全を短くしししし

な。 切取く過ぎめとネネ全しなくなくしな。ネネ全の手前しな削削ししな。  

完完完完完完完完なななななななな    

完完なな。正面めい見めと＿＿＿２２個は圧巻なな。 点灯はきなしに正面めいは撮撮なきしががなしっ。  

 

入力は、可変中電なのテテテなは、５ＶＶ４．５Ｖしな、 約３５５ｍＡな中電変いらなしっ。 

照丁設テテテ：２２５１＿ＬＬＬ２５ｃｍ  
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3B3B3B3B＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿２２２２２２２２個個個個とととと＿＿＿＿ＬＬＬＬ２２２２２２２２２２２２２２２２、、、、単単単単三三三三４４４４本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに    

このペペペは、 「＿＿＿２２個とＴ＿４４４Ａを、単三４本の懐中中灯に入れれ」 の懐中中灯の中中を、＿Ｌ２２２２に変更

しししのしし。 説明の不不しししれ箇箇は、元のペペペをを覧くくくし。  

  

２１１円均均均の単三４本の懐中中灯に、 昇中圧ＩＩＴ＿４４４Ａを入れしれしれ、構構れしがが上げしげがしのし 不不

合を生じじじにじがしのし、作り直しことにしし。 

この懐中中灯には、ニニニニ水水単三を使じ予予くがしのし、 手手がの別の昇中圧ＩＩ、＿Ｌ２２２２を使がしれし報報

しし。  

 

左：外観しし。右：上上の＿＿＿しし。 ２Φ＿＿＿を２２個、＿Ｌ２２２２し昇中圧しし 

回回回回回回回回図図図図とととと予予予予数数数数のののの設設設設予予予予    

 

回回は＿Ｌ２２２２を使がし標標標じしのしし。 

予数は、ココニ＿２は３３µＨ、＿＿＿の中電電電電電は、全全６６オペオ。  

中電コココココペ２２１µＦＦ２２Ｖ、３個は低＿ＥＥ製製を使使。  

 

白白＿＿＿は２個を３組組組に接続ししししし。 ＿＿＿の設設中電は、２６ｍＡ×３し２４ｍＡしし。  
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構構構構構構構構をををを考考考考考考考考ししししれれれれ    

 

全製の配配と配配を考えし図上を作り、基基に貼り付けしし。 回回を載せれ基基には回転止めの切り欠きし必必し

し。 右：支支と中電。下：＿Ｌ２２２２とココニ３３µＨ  

 

左：再再使の＿＿＿。右：全製部付けと配配。  
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完完完完完完完完しししししししし    

 

全製を部り付けし２枚の基基を２層構構に組組しし

し。 

 

＿＿＿かかの配配ををじをと完完しし。 

 

円周かか全製れはれ出じなじに注注れ必必しし。 
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次は、可変中電しのテテテコペテしし。  

 

充中充のニニニニ水水中水は、４本し、４．６ＶＶ４．２Ｖしししし。 測予測測を見れと、この間は出出中電は変わりし

せせ。 をしりは、このＩＩを使がしことは正電ししでじ。  

Ｔ＿４４４Ａ・＿Ｌ２２２２ コペテの比比と資資は同じしし。  

 

照照設テテテ：２４１１＿ＬＬＦ２２ｃｍ、２２１＿ＬＬＦ２ｍ  

左上：  

左かか、本本、今回作がししの、テスペス、カカペ  

左：  

点灯ししれししし。くしれに明れししし。完完し

し。  
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3C3C3C3C＿＿＿＿東東東東東東東東・・・・ＫＫＫＫＫＫＫＫ２２２２２２２２２２２２にににに１１１１１１１１ΦＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ２２２２個個個個をををを入入入入れれれれれれれれ    

これこ、市市市の東東・ＫＫ２２２でで。 

防防防で後後を回転でれす点点ししで。 

片片でこススススを回転でれのこ少し無無でで。 

当初こ、ＬＬＬ電電ををれをををを、実用にしににす変更で

で。 １１ΦＬＬＬ２個を定電定で点点ししで。 常常、車の

ググググＢＢＢへ置をををしで。  

入入こ、可変電電でのテステでこ、６ＶＶ２．５Ｖしで、 約

１１１ｍｍで電定変ららでで。 

照照照テステ：１１１１ＬＬＬＬ２５ｃｍ  

回回回回回回回回図図図図すすすす形形形形状状状状    

 

ＦＬＦすテトトトストで定電定回回を作っををしで。 同じ回回を２回回作りりのりでＬＬＬ２個をドトスグ、 照２個で１１１

ｍｍの設照でで。  

構構構構構構構構をををを考考考考考考考考ででででれれれれ    

回回す後市こ、単一２本の懐中電点す同じでで。
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頭後の構構こ、反反反こ頭後にしっにりす差込しれ、ねじ

込み常にこ回転ししで。 電電の取取け後部こ電電電す

一一ににっを回転しししし。 

 

ＬＬＬ基基こ、反反反の中へ入れにけれれをけしししの

で、構構を問問でで。  

頭後にら反反反を外でのに勇気を要りしで。 電電差込み口にプトスプグを当を入を入れをこじり出でのでで。 をを加

減に入の入れ方でこ、多部多れをししにでしれに。  

反反反こ中へＬＬＬ基基を入れを、電電電に固定し、 頭後のみを回転でれ構構に変更ししで。 

この為、反反反の外外を削っを小ささししで。その後、電電ホホホグを加加しを、 反反反を接着剤で固定ししで。 ＬＬ

Ｌ基基こ、配配こ必要ででを固定こにしににりししを。 前前のカカグで固定されを動きししし。 電電こ間間えにをにに

に配配ししで。  

完完完完完完完完でででででででで    

  

完完でで。１１ΦのＬＬＬを２個個しでをしで。 点点こさでをに正前にらこ撮撮できしししでしを。  

 

入入こ、可変電電でのテステでこ、６ＶＶ２．５Ｖしで、 約１１１ｍｍで電定変ららでで。 

照照照テステ：１１１１ＬＬＬＬ２５ｃｍ  

3C_2/2 



3D3D3D3D＿＿＿＿単単単単三三三三４４４４本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに、、、、、、、、、、、、、、、、中中中中電電電電をををを入入入入れれれれ、、、、反反反反反反反反反反反反をををを変変変変更更更更        

 

１１１円均均均に単三４本本本のララララががが。 邪邪な取っ手を取っっっ懐中中灯ととと本えがえを考考。 

上は、取っ手を外とっケケケと後後のカカケでで。 

中は、違う懐中中灯えっ借本とっ反反反と、、、中電、中電ケケケでで。 

下は、元の構構でで。反反反の開開後が小ささ。中電は、カカケで固固ととさが。  

構構構構構構構構    

 

、、、中電３Φ４個本本を付属のカカケで固固でがと、 借本とっ反反反の開に入っなえっっ。結結、金金も本っと何と
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え固固としとっ。  

完完完完完完完完でででででででで    

   

   

左左、借本とと作っっ開開後の大きさ反反反を本っっ。 右左、元えっかさとさっものを本本。 

懐中中灯の小さな物は、物や道道を見がるるも存存を表表でがのが目目とでがと、 大きき見えが方が良さでという。完

完でで。 

欠点もがるしとっ。片手で点灯ささが事は出来がのででが、 ケラススケスススが硬さので、接断を繰る返でと、指が痛きな

るしとっ。  

 

所所中所、６Ｖえっ４．５Ｖしで、約５１ｍｍで変っら。 

照照照テケテ：４１１、ＬＬＬ２５ｃｍ でとっ。  
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3E3E3E3E＿＿＿＿単単単単三三三三４４４４本本本本のののの組組組組組組組組てててて型型型型キキキキキキキキキキキキのののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯をををを楽楽楽楽しししししししし        

 

模型模で懐中中灯の組組てキキキを購購。 

プププププとしてと楽しししし、実用ととしと少し厳ししでし。 本当の使用使使と、おおおおの鉄砲に付けしのでしし、 

重重し中電込みで２２２ｇでし。ここでと、銃の重重しがこて使に当たたたたた。 懐中中灯にとしにと考考ししお、後

部の回転レレレ式のススキスと使しにいい 実用にとたたたた。ここと、停中停に使う物で携帯ししおのでととすすうでし。  

点点点点灯灯灯灯    

  

１２ΦのＬＬＬ中電と、形状し中電と同じでしので、焦点し合したし。 反反反を有効に使ってしたし。  

所所中所、６Ｖにか４．５Ｖたで、約２５ｍｍで変かが。 

照照照テスキ：５５２ＬＬＬＬ２５ｃｍ でした。 集集してススキキし小すしので、照照照の数値しししでし。  
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3F3F3F3F＿＿＿＿単単単単三三三三３３３３本本本本のののの電電電電電電電電ケケケケケケケケケケケケにににに白白白白白白白白ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬをををを４４４４個個個個いいいいいいいいいいいい    

単三電電が３本本い電電ケケケにケスススががいがいいケケケが 手手ににににのに、白白ＬＬＬを４個いいがいいいい考

察。  

  

上は完完しに懐中電灯にで。ＬＬＬ４個がいがが収がまがしに。薄がが良いいい。  

    

外外のカカケに四四の孔を空け、ＬＬＬを取取けに基基を隙隙に差し込んん。  

固固は無しにで。抵抵値はではが４４Ω。後ろ外に紙をいいが絶縁。 

ＬＬＬはベケケが少し大きいのに、５×６ｍｍピススににまがで。 

ＬＬＬのベケケの切切き外を向い合せが５ｍｍピススにで。こいを２組組はがで。 絵には、上上の隙が詰がにがいがで。５

ｍｍにで、この隙が－外にで。 

左左が６ｍｍピススにで。 基基の孔を楕楕にでいい無無に６ｍｍピススににまがで。 

天天の抵抵外が＋外にで。抵抵４４Ωをがいをが赤赤に結び、 電電の＋外へ接続しがで。 

中中の－外はケスススいかの赤を半半しがで。  

 

通電し、正正いか顔に当がいい眩しいにで。 電電の実測値は

ＬＬＬ４個に１１１ｍｍにしに。 

 

おがけ：材材材１１１１楕以内 

 （ケケケ＋電電＋ＬＬＬにな）  
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回回回回回回回回図図図図    

 

回回図いいといとなにはにいにでが・・・ 

 

電電電電本電いしがは最最い？ 

 

抵抵はではが４４Ωを使使。 

 

明いるは、４５１ＬＬＬ（２５ｃｍ）にしに。 
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3G3G3G3G＿＿＿＿１１１１１１１１１１１１円円円円のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに、、、、単単単単三三三三４４４４本本本本をををををををををををををををををををををををを    

 

単一中一２本本本の懐中中灯にに、多くの種種ががが、

価格も形状も楽しししし。  

１１１均一均でも入入入来、こをを改改しをのに、楽しく

を気が楽でし。  

 

中一４本、６Ｖの物に少なをので、実実本に改改でし。  

 

画像像に、入をををを前、下に、入来ががが  

1. 最最に、頭の部部を回しを外ししし。 

2. 次に、ススススの部部を引き抜きしし。 スススス部部の樹樹に金金がＶ字になににものが取をしし。 

横かか－スススドドななを差し込を、こをを２個に部分ししし。 金金を元の形状のののに、少ししかしに直状に戻

ししし。 

3. 筒の中の－側の金金を、外ししし。にはしをスドドななで壊しを引き抜きしし。 

4. 懐中中灯の後部の黒色の輪になを部部を、 長をスススドドで中かかこかをを外ししし。 

外しをかかこの黒色の爪にニスニドで切が、 横かか見にはきに内側に入に張ががなを様に平かにししし。 この部部

がでこがこしをををは、－側の金金がのしく収しがしまま。 

5. 必必部必を全部外しに円筒が残がしし 

－側かか６１ｍｍ位の処をのこをがで輪切がにししし。 切が口をヤスドななで綺綺にししし。 

6. ４．で外しに黒色の樹樹を、５．の円筒の後部に糊糊をししし。 

瞬瞬瞬着剤でに瞬着できしまま。 ここでに、強力な２液液のエエエエ樹樹を本をしし。 コニエココス、、タスタ

を本をししに。２液を混混しをかか、 スススヤドななで少し暖しをは柔かかくなが作作がしがしをでし。 動かなをの

のに、セセセコセドタななで固固しを、一昼夜夜夜ししし。 しの後セセセコセドタをにがしを、ナスナ又にヤスドで

整形ししし。 

7. －側の金金を加加ししし。円筒の中に金金ををを長さを決ししし。 

にはしの孔の位夜で長を金金を切がしし。 こをに、糊糊をがのしく入来なくを、強力両面セドタで固固ししし。 

8. ２．で外しにススススを元に戻ししし。 

円筒の中へ金金を像下を瞬間えなをののに入を、少し前後に動かし、 ７、の金金は常常のしく瞬触しをのを確

認ししし。回回像のススススに、 この金金が前後に動をを、頭部の傘状の金属は瞬触しに常に、 中電が電をし

し。 

しの後、２．で外しに樹樹を外側かか差し込を、 ススススしを金金の孔に丁丁にををしし。前後に動くこはを確

認ししし。 

9. 動作を確認しをにしに、単一中一をををを点灯を確かししし。完完でし。  
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中中中中一一一一ケケケケドドドドススススのののの加加加加作作作作    

 

単三中一４本本の中一ケドスに、、側は－側の中電を追

加ししし。  

 

中一ケドス自自にに加加に必必ががしまま。  

天天に中電を追加しをすをでし。  

1. ２１ｍｍ角の薄を銅銅を２枚本枚ししし。 絶縁をしを目目で厚厚に両面セドタで貼がををしし。  

2. 次に、中一ケドスにスナスタを取糊を、 －側の黒線をケドスの中中部にがをををを孔を本にを反対側に入しし

し。  

3. －側に、絶縁の為に２５ｍｍ角の厚厚を２～３枚両面セドタで貼がをを、 しの像に１．の銅銅を貼がをを、黒線

を半半糊をししし。  

4. 、側も同様にしししが、中一スナスタががをので、 隣に５ｍｍくかをの高さしで厚厚を両面セドタで貼がををし

し。 しの像に、１．の銅銅を貼がをを、赤線を半半糊をししし。完完でし。  

 

－側中電 

中中中中電電電電のののの考考考考考考考考    

白色Ｌ、Ｌを本にを中電の代代を考考ししし。 ここで、明をさを採をか、長常瞬点灯を採をかが問問でし。 

通常の懐中中灯に、中電を本本し、中一の中圧が落ちをくをは明をさも低下ししし。 折角、最最最の白色Ｌ、Ｌを本

ののに、同かでに脳がががしまま。 をしが、長常瞬同か明をさを保をののな回回の考考でし。 

中電はの代代はしをと大きさが問問でし。 しこで３ΦのＬ、Ｌを４個本のこはにししし。  

   

図１ ��������� ��������� 図２ ��������� ��������� 図３ ���������  

1. 一一多く本わををををのに、図１の回回でし。 中一の中圧が落ちをくをは明をさは共に消消中電も少なくながし

、側中電 
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し。 最後に泣きしのな状態で点灯しををしし。 

2. 図２に、固中電回回でし。。、。を本にををしし。 市市さをををを固中電ダスダドスの中中にこをは同か。、。で

し。 固中電定定の範囲が５Ｖ以像必必で、中一の機機にに適当でにががしまま。 

3. 今回の回回に、図３でし。 。、。で固中電を作が、トスコトスタのベドスに注入しををしし。 固中電値はトスコト

スタのＨＨＨを掛ををは動作中電が計計できしし。  

  

��������� ��������� ��������� 図４ ��������� ��������� ��������� ��������� 図５：完完しに物  

回回にＬ、Ｌが４個なので図４の回回にながしし。 部必を調調しをピドケコ電の口金にををを完完でし。 

本本部必  

Ｑ１：２ＳＳ３１、、１：３ＳΩ（調整が必必）、Ｑ２：２ＳＬ４４２、 白色Ｌ、Ｌ３Φ４個 

ピドケコ電口金、基基少々、ヒエスヒドヒ少々  

幾をか作ににので、特液のセストでし。 固中電特液も、希希希希に入来ししに。完完でし。 

動作中圧、６～３．５Ｖしで、中電に５１～６１ｍｍでし。  

 

図６ 
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点点点点灯灯灯灯結結結結結結結結ににににななななののののかかかかなななな。。。。実実実実本本本本ににににななななををををののののかかかかなななな    

  

 

右の画像に、別に購入しに同か懐中中灯でし。単一中

一２本本本でし。 

中一の隣に、単三中一を単一中一に変換しをアダタタド

でし。 

で、全部を本のは単三中一５本にながしし。 同かＬ、Ｌ中

電で実実しをは少し熱くながししが、大大大でしに。  

改改しに懐中中灯のが、もの少し小さを市市必を見をを

ししに。 

。ＴＳＨＴＴｍ Ｓ－４２３、防防タスタでし。 

 

 

残念なこはに、中電の電液が逆でしにので、中電を作が

セストでし。  

 

下の画像に、点灯状態の様子でし。少し角角を変えに

ものも載まししに。 正面かか覗きこきはさしがに眩しをで

し。こをで一昼夜（２４常瞬）本えをと、 中電の明をさ

でになくをも、のをでしよの。 

歩きしわににが、探し物をしをにに、充部な光角でし。 

3G_4/5 



中中中中電電電電のののの考考考考考考考考・・・・ししししのののの２２２２    

５Φの白色Ｌ、Ｌを本にをも中電の代代を考考しししに。 

前掲の回回図は同かでし。セスト結結も掲載しししに。  

 

図１１ 

1. 図７に、のく本わをを抵抵機を挿入しに回回でし。 

図１１でに、４．５Ｖ本（、１：黄色）は、６Ｖ本（、２：防色）の ２件のデドタを記載しををしし。 

中一の中圧にのにを中電を変更しなをは壊をしし。 中圧の低下は共に明をさも落ちしし 

2. 図８に、固中電回回でし。。、。を本にををしし。 市市の固中電ダスダドスも同か特液でし。 

図１１でに、Ｔ：赤色で示しををしし。 固中電定定に印加中圧が５Ｖ以像必必でし。 

3. 図４に、図１１の回回でし。 

図１１でに、ｍ：青色で示しををしし。希理目な固中電特液でし。 

4. 図８の回回に、もの少し中電を落はまと、 印加中圧が２１Ｖ位しで固中電で本えしし。 

5. 図４の回回に、中電を落はしをも発熱しをので１２Ｖ位しでが限角でし。  

 

図７ 
 

図８ 
 

図４ 
 

図１１：完完しにもの 
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3H3H3H3H＿＿＿＿単単単単三三三三２２２２本本本本なななななななな、、、、どどどどどどどど回回回回回回回回がががががががががががががががががががが実実実実実実実実>>>>    

単三三三２本３Ｖで、白白ＬＬＬが点点すす方方は、 多くど方が作っっ発表しっがしす。 

単三２本と単四３本では容容ははしは変わなわ、点点ど効率は段段がです。 ４．５Ｖでは抵抵が使っっっ７７％、定三

流回回が工工すすすすす１１１％。 ３Ｖで昇圧回回が使うと、５１がな良くっ６５％です。 

何がが探す明するとしっはＬＬＬは定定三流で３個個個が必必とししす。 ちなちちＬＬＬ３個で４．５Ｖ６１～７１ｍｍで

す。 ４個点点すすす、実用ちはなはしす。  

 

回回が作っっ実実ししどで披披ししす。  

 

個がな  

番番番：直直ど三電電用  

そど１：タタタタ５５５が使用  

そど２：発振回回と制制回回  

そど３：発振回回どち  

 

直結は、効率が無無しっ、そど３：単三１本ち落ち着きし

しし。  

番番番番番番番番番番番番    

 

ＬＬＬが抵抵抵無しで点点るさしす。 

三電が３Ｖだと１個当しは５～６ｍｍ流すしす。 光光が必必とすすときは、ＬＬ

Ｌが増やししす。 ６個で４１ｍｍっ流すすと、他ど回回で２個で４１ｍｍがは明

すが。 三流２１ｍｍど光光が１とすすと、５ｍｍど時は１．３５。 がっっ２対２．１

ちなす。 

三三三圧が落ちすと光光っ落ちしす。効率は１１１％％。 

三三三圧が２．８Ｖ個以ちなすと点点ししさし。 

枕枕ち置がっ、夜夜ちトタトち行くちは３個で充充です。 

回回回回回回回回そそそそどどどど１１１１：：：：タタタタタタタタタタタタタタタタＩＩＩＩＩＩＩＩとととと制制制制制制制制回回回回回回回回使使使使用用用用がががが考考考考考考考考    

   

個：図１����以：図２ 個：図３����以：図４ 
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個：表１ 左左ど番号は回回図ど番号と同じです。 ししししＬＬＬど数と一一しししし。 

例えす、図１は、ＬＬＬが１個点点で、三電は３Ｖど４１ｍｍで、 ＬＬＬちは２１ｍｍ流すしす。 

制制回回っうしく働がっ三電が１．８Ｖしで動きそうです。 

図２では、６７ｍｍと２１ｍｍ。図３では、１１１ｍｍと１１ｍｍ。 図４では、１４６ｍｍと３７ｍｍです。 

ＬＬＬど三流は２１ｍｍが定定ですどで、こど回回はしはしはと言えすでしえう。  

 

次ち基基基すすしすど回回図、部部部置図、部部部がな見しパタタパ図が記ししす。 ５１ｘ１５。  
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基基は部置とパタタパが考え、部置図が両部テタテで貼はりりすとうしく出来す。  

回回回回回回回回そそそそどどどど２２２２：：：：発発発発振振振振回回回回回回回回とととと制制制制制制制制回回回回回回回回がががが考考考考考考考考    

   

 

 

個：図５  右：図６  右以：図７  

 

以：表２ 

左左ど番号は回回図ど番号と同じです。  

 

表と回回図が見すと、例えす、図５は、ＬＬＬが２個点点で、 三電は３Ｖど７８ｍｍで、ＬＬＬちは２３ｍｍ流すしす。 制

制回回っうしく働がっ三電が２．２Ｖしで動きそうです。 

図６では、１３４ｍｍと３７ｍｍ。図７では、１６１ｍｍと４２ｍｍ。 図６と図７ど回回では制制回回が完完ではながどが解

はしす。 

そしっ、大大、ＬＬＬ１個で三電は４１ｍｍ必必などが判はしす。  

 

次ち基基基すすしすど回回図、部部部置図、部部部がな見しパタタパ図が記ししす。 ５１ｘ１５。  
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こど基基は、単三三三２本どケタケち、 単四２本ど三三ホホホタと共ち入すす構構で作作しし。 

そど為ち、裏裏ちは足が出なが様ち１．２ｔど両部基基で作は、 三電ケタススっ搭搭しし。 

以図ど様ち構構構構だっしどで、そど後ど制作は夜中しし。  

   

単四三三ホホホタと基基  

入すす予定ど単三ケタケ 

構構構構、基基が横ちしっ     

三三ホホホタと共ち入はそうです 
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回回回回回回回回そそそそどどどど３３３３：：：：発発発発振振振振回回回回回回回回どどどどちちちちがががが考考考考考考考考    

回回そど３は部部点数が少なくっ作作は簡単です。 

最最ち三電三圧が３Ｖど場場が記しししし。 こすは、個記どデタタと比比すすしすです。  

 

そど後、１．５Ｖでっ働くどがが実実しししし。 

ここで悩ちが増えししし。図１と表３ど項項１が見すと、 ＬＬＬ４個ど３Ｖで１６１ｍｍと４７ｍｍです。 

図１２と表４ど項項１２が見すと、 ＬＬＬ２個ど１．５Ｖで１３７ｍｍと３５ｍｍです。 

ＬＬＬ４個で４１ｍｍ流すちはと回回ど定数が変更しっ考考すすと、 ＬＬＬ３個なな何とがなはそうだ、ち落着きししし。  

  

個左：図８  個右：図１  以：表３  

 

次ち基基基すすしすど回回図、部部部置図、部部部がな見しパタタパ図が記ししす。  

３３ｘ１４：部置図ど番外。基基は、５１ｘ１４。  

 

   

   

3H_5/7 



ここここここここががががななななはははは、、、、三三三三電電電電三三三三圧圧圧圧がががが１１１１．．．．５５５５ＶＶＶＶでででですすすす。。。。        

   

個左：図１１  個右：図１２  以：表４  

 

表４ど項項１１、ＬＬＬ１個で三電１．５Ｖ８２ｍｍ、 ＬＬＬ三流２３ｍｍと読すしす。 

ここで８１ｍｍと２１ｍｍっ出来そうです。そうすすと三電３Ｖど倍ど三流です。  

 

しし、項項１２、ＬＬＬ２個で三電１．５Ｖ１３７ｍｍ、 ＬＬＬ三流３５ｍｍと読すしす。 

ここで１６１ｍｍと４１ｍｍっ出来そうです。そうすすと三電３Ｖど倍ど三流です。  

 

左：図１３  以：表５ 

 

回回ど定数が変更しっ、ＬＬＬ２個で、１８２ｍｍと４

１ｍｍです。  

 

左：図１４  以：表６ 

ＬＬＬどちが３個ちしっ、２２７ｍｍと４７ｍｍで

す。 少し食が過ぎすがこすで良がとしししし。 

そど直結は、こど回回でど３Ｖでど作作は夜

中しししし。  
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次次次次ちちちち基基基基基基基基基基基基すすすすすすすすししししすすすすどどどど、、、、部部部部部部部部部部部部置置置置図図図図、、、、部部部部部部部部部部部部ががががなななな見見見見ししししパパパパタタタタタタタタパパパパ図図図図がががが記記記記ししししししししすすすす。。。。        

   

   

随充分るくなはししし。単三２本ど横幅と同じです。２１ｘ１４ｍｍ。  

 

単三２本どケタケち入すっ、片方は予予三三としししし。 三電ど

予予が入すし懐夜三点はははしすが、三三ど予予はながでしえう。 

こど基基が入すし単三１本ＬＬＬ３個どペタペ  
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3I3I3I3I＿＿＿＿単単単単三三三三２２２２本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに、、、、、、、、、、、、４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡをををを入入入入れれれれれれれれ        

昔かかかれ、、４４４Ａを使っっ昇中圧回回を組みみみみみ。 メメメメ発表でで、効率５５％でみ。  

回回回回回回回回図図図図とととと定定定定数数数数のののの設設設設定定定定    

 

回回で標標標ななのでみ。 

入入で、可変中電でみ。中圧と中電でデデデデデ表表でみ(Vin,VmA)。 

出入回回の出出に抵抵１Ωを挿入し、 両端の中圧をデデデデデデデデメで測定しみみ(LmA)。 

直直にになにっに白白、ＬＬ３個の両端の中圧な測定しみみ(Lvolt)。 

効率＝出入／入入、% = Lvolt x LmA / Vin x VmA  

ココデ、１、中電電電抵抵Ｒ１の定数を変更しっしれにみれかの実実でみ。 

、１：１１１µＨ、Ｒ１：２１２Ωで、 多多２Ｖでで所所の中電で電れなれれれれと実実をしなかっに。 

実実中圧に３．４Vなので、新しれオオオオコオ中電に初初１．７Vかれかかでみ。  

 

 

１１１円均均均を覗れにか単三中電を２本使本の綺綺

な懐中中灯を見につに。 

手に持にと使れいみれ大ききでみ。 

みれに昇中圧回回を組込めれかと考考でみ。  
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単三三の中電のしの種種を使っっな所所の中電１１．５ｍAを満足みれすれに、 そしっ中電で少ななと選択の結結、、

１：３３µＨ、Ｒ１：２１２Ωに決定。 

 

 

上の表で、、ＬＬの光光に中電に比比みれなかと作っに比比表でみ。 

設定値１１．５ｍＡを基標にしっれみみ。２割割れと１５ｍＡを切りみみ。  

基基基基基基基基をををを手手手手作作作作りりりりみみみみれれれれ    

 

上の画像の上で、中電のホデホメを引き抜れに物でみ。 右端に中電に差し込みれっれみみ。 
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みの全全と同じになれ様に、ププププ基を作っっになっ、 その先に、ＬＬを３個個りにつみみ。 

上の画像の下で左かか、個り外しに－中電と＋中電。短な加加しにホデホメ。 １４×２５の基基と、、４４４Ａ、その下でコ

コデ３３µｈ。 右端で、ＬＬ３個でみ。  

画像で、、、４４４Ａ個取つ面と、、１個取つ面でみ。 

右端でホデホメとになれれとみれで、黒線でマコマデ、 プオデ側で、メメオ線を、、４４４Ａのピプ３番に半半し、 ホデホメの

中を通しっ外に出し、蚊個り線線状の螺螺を作りみみ。 糊取つなしでしっれみけけ。  

 

 

 

�� メメオきれに反反反に注注しっ差しみみみみ。 

正面かか見れと綺綺に並けでれみみ。 

、ＬＬの下下のフオプデをニメニで切り

個っにので隙隙になな並けでれみみ。 
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点点点点灯灯灯灯ででででみみみみ    

  

単三２本、昇中圧回回内内、、ＬＬ３個、出来かにりでみ。 アデメプ中電で連続１５時隙時でしでれ。 

オオオオコオ、マプマプ、アデメプ、ニメニデ水水、ニメメオ、 しれでな同じ明れきと言れのに良れでみい。  

 

左の赤白：本本、右の茶白：単五４本の物。  

3I_4/5 



照照照照光光光光ののののデデデデデデデデププププででででみみみみ    

 

照光をデデプしに懐中中灯でみ。距距 ２５ｃｍでみ。 

上かか、単三２本の本本、単五４本の物、単三３本本本本、単四２本本本本。 

上の３個の全きにささ同じに気に食わなれに・・・・。  

上の２個のデコメスで、片手で使えみみ。。。／。。。にプトデでみ。 

運運運足を解解みれにめい、犬の参参に参なにで、片手で使えれ方に便便でみ。  

下の２個の本本本のデコメスで、頭下を回転きけっ点灯しみみ。 みの為、片手で。。にみれので少し難しれでみ。 

白 重重ｇ 、ＬＬ個数 中電 中圧Ｖ 中電ｍＡ Ｖ×ｍＡ＝ｍ 照光、ＬＬ

赤 １１１ ５Φ３個 単三２本 ３Ｖ １１１ １．３３ ３４１

茶  ４１ ３Φ４個 単五４本 ６Ｖ  ６１ １．３６ ２５１

緑 １２１ ５Φ４個 単三３本 ４．５Ｖ １４１ １．６３ ５３１

青  ５１ ５Φ１個 単四２本 ３Ｖ １１５ １．３５ ２４１
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3J3J3J3J＿＿＿＿単単単単三三三三１１１１本本本本ででででＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬはははは明明明明るるるるるるるる点点点点点点点点すすすするるるるすすすす    

 

単三三三１本本本で、白白ＬＬＬを点点する方方は、、

ｅｅで調べべべべべべべる、 べまべま多点は少べなです。無

けけけ実実するすすす挑戦です。  

 

三電ま効率を無無まべ考考です。 

折折ですすで、単三２本すケケケに入け、片方はケスス三

三を入けべれれべまれ。 左は完完です。右右す緑す円筒

す中にＬＬＬを３個入けべまれ。 予予す三三が入っべなる

すで安安です。  

 

明るるは、１１１ＬＬＬＬ２１ｃｃｃでまれ。  

回回回回回回回回すすすすケケケケケケケケケケケケすすすす構構構構構構構構をををを考考考考考考考考    

回回は最最、１１１Ｌｕを本っべ実実ま

れが三電が取けれ、 ３３Ｌｕに変更ま

れた出出が増まれすでしけにまれ。 

れたす昇圧回回です。 ＬＬＬす数は、

出出三電が４１ｃｍ以以にべるすで３

個すまれ。  

 

ケケケす中は、ケスススす横に基基を入けるしすにまべ、 そ

す基基す端にＬＬＬを取取けるけけに考えれ。 部部がけべる

入るけけに、ケケケす中を考考まれ結結、 右図す区切べ

以以を全部全全まれ。  

 

そす結結、元すケスススす取取けす為ビケ孔をべけれ。 

三電すホホホケす溝べ、三三をべるべるケスススす反対側に

押ま取けべ 入けるれれに片方を全全まべ、両面テケテで

固固するけけにまれ。  
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基基基基基基基基をををを作作作作るるるる    

 

 
 

 

図は、配配図、パパケパ図。  

 

画像は、部部面、半半面、横すたすれべす。  

部部す数す隙隙す関係で、１．２ｔす穴ピスス２ｃｃす片面基基を本っれ。 基基を２２×１４に切べ、四四をケケケに入る

けけに丸るまれ。 部部は通通す物で、スステ部部を本わべなしすにまれすで非通に混す入っべなべす。  

最最、トトパトケパすコスホ、抵抵を取取け、裏にシシストシケホスシケシす 積積コパコパコを取取け、回回す動作を確確

まべすた、ＬＬＬを取取けべす。 ＬＬＬは３Φす物を３個本っれ。  

ＬＬＬす右部す基基す以面に、反反反すまべ塗塗を塗っれ。 １１１円均均均で、ママシマスを購入、 雲雲スパパすスホアマ

マュュ粉粉入べが良な様です。  

完完完完完完完完でででですすすす    

 

 

ケケケすＬＬＬす孔は出来べがっべすた、

位配を決れべ開けべす。 

ＬＬＬす周囲す緑す円筒は、マケマケスパ

すシキステす内内が丁丁丁けすで、 長る７

ｃｃで切っべ基基す固固本にはれべす

れ。 内部べ金白に塗装まれが、べべべ役

には立れべなけけです。  
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三電はケスケケが苦ますっれすで、ケケケす

表表す天天が逆にべべべまれ。 

共に、小るる切っれべ、ケテスパスべ短るべべべ

まれ。  

 

右：三三を入けべ蓋を閉れべ出来べがべで

す。  

   

テテテテケケケケトトトトでででですすすす    

るべ、テケトです。しけは可変三電ですテケトです。  

 

項項す１は、１ΦすスキパピシパすＯＯ、Ｏ１１１ｍを、 ３個本本す最最す設設値です。 

項項す２は、３ΦすコパホケすＯＬＬＳ３Ｎ４Ｐ、を、 ３個本本す現物です。 

三電す効率を無無するにまべべ、随分分なべすい。  

 

単三三三１本すた２１１ｃｍ以以を取べたま、 ＬＬＬを３個点点するすが出来べまれ。 

稼動稼隙は連続３稼隙るたなでまくけ。予予す三三を内内すなけすが安安です。  

 

明るるは、１１１ＬＬＬＬ２１ｃｃｃでまれ。  

3J_3/3 



3K3K3K3K＿＿＿＿単単単単三三三三２２２２本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯ににににＴＴＴＴＴＴＴＴ４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡをををを入入入入れれれれれれれれ    

回回回回回回回回図図図図とととと定定定定数数数数のののの設設設設定定定定    

 

回回は標標標ななのなな。 

ＩＩ１：ＴＴ４４４、Ｔ１：４４ｕｕ、ｕ１：１ＫΩ、Ｉ１：１１４、 ｕ２：６６Ω、Ｉ２：２２１ｕｕｕ２２Ｖなな。 

ＴＬＬ１は１１Φを使っっっっ。 

Ｔ１とＩ２を色々変更なれと、入入中入が変化し、 効率との兼ね合いな、上上の定数に決ままましっ。 

入入中入が１番番なななれななに、コココを何何何か変更しっデデデをとまましっ。  

 

入入は、可変中電な実実なな。中圧と中入はデデデデコ表表なな (in_volt,in_mA)。 

出入回回の出出に抵抵１Ωを挿入し、 両端の中圧をデデデデコデデデデな測定しまな(out_mA)。 

直直ににながっっ白色ＴＬＬの両端の中圧な測定しまな(out_volt)。 

効率＝出入ｕ入入、% = out_volt x out_mA / in_volt x in_mA  

 

効率が非非に悪いのが気になままなが、平平回回がなながれのなしがな。 

Ｉ２を小さななれとデデデデの表表な上がま、数値上の効率が上がままな。 

照照がデスススなのな数値ななな、変化しないのななしとしましっ。距距１１ｃｃ。  

部部部部部部部部ををををににににななななををををっっっっ回回回回回回回回をををを作作作作れれれれ    

１１１円均均均な単三中三を２本使本の懐中中灯を

見につっ。 面白そなな形形だっっのな、 ＴＴ４４４Ａを使

っっ昇中圧回回を組込っ、 スポススの外外ににに提をっ

散歩本になれななに考考なな。 

長長長点灯を目標に回回を考考。 

明れさは、２６１ＴｕＬＬ２２ｃｃｃなしっ。  

その後、効率のないＴｕ回回に変更。 

ストトデデデな昇中圧回回を考考 
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今回は、小さな中電の入っっいっ筒に回回を押込っまな。 ＴＬＬ部部はその上に載ままな。 

完完の形状を同じになれななに考えまな。筒の周囲は空空ななのな、入にない部部は 筒の外外ににに下をまな。  

   

画像は、左かに、部部部形、拡大、ＩＩ表外。 

使本しっ部部。左かに、コココ、１１ΦＴＬＬ、中電コトデトコ、 抵抵ななを裏外に半半しっＩＩ、ＴＴ４４４。  

  

中中下にＩＩを縦に置き、ＴＬＬが真上になれ様に考えま

な。 

コココとコトデトコははれにと番し長を開つっ両外に位置さ

せまな。 中電電な必必なな。 
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頭部の中へ、組っ込っ、ＴＬＬの位置を調調しまな。 その他の部部ななまな収まれななに、周囲に押込っまな。 中電に

半半しっ中電電をになをっ、元元元に組っ立っ完完なな。 

反反反の中中の穴は、小さな中電本のココサななのな、１１ΦのＴＬＬ本に 大きなしっ、上かにかにせまな。中の部部の

固定はななっなないなななな。  

参参参参考考考考考考考考考考考考        

はの懐中中灯は、仰仰が４１照、回転仰照３６１照変えにれまな。 はの為金金が多な本いにれっいまな。 それにを注注

深な部電しっ再組っ立っをしないと完完しませし。 

まっ、形状がなな似っいれ物な販売されっいまな。 構構は同じなななのな部電しっ画像を載せまな。  

 

左：今回使っっなの。右：手手ちのデスス。 

違いがいなにかいままな。外観なは、ククスクの取ま付つが違いまな。 懐中中灯をにに下をれのか、帽帽ののさしに咬ませ

れのかの違いなな。 共に中電ななが、左は中三の向きが指定されっいまな。右は指定はいまませし。 今回のＴＬＬ化の

長には、中三の向きに指定がいれ方が安安なな。 

完完しっのな、上着の胸スポススの外外ににに下を、夕方

の散歩に出かつまな。  

 

仰を曲がっっ人と突突ににかまそなな事な避つにれまな。 

車は、異様な感じがなれのなしがな。避つっとなままな。 や

れやれ、安安しっ、暗なっな歩つまな。デスススは、 前方３

ｃな３１ｃｃ位の円形なな。 

 

手手ちの単三ニスニニ中三２本な２１長長なにい使えそな

なな。 
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画像上外、左かに、筒に差し込しだ中電、耳当っの部部の外外の樹樹。 中の留め樹樹、はれを上外に引き出なと部

電なきまな。 

下外、左かに、反反反留め枠、はの機何はねじ込っ式、緑の機何はトスラ式。 反反反とニカデの透明樹樹、頭部、両

外面に摺摺本の金金がいままな。 右端、本形、中三収納部。  

おおおおままままつつつつのののの考考考考考考考考・・・・失失失失失失失失作作作作・・・・そそそそのののの１１１１        

はれは、最最単四２本を使っっラチ懐中中灯の回回を入れななと考えっ。 フデデニカスク回回のないっだの昇中圧回回

を使っっいっ簡単な回回だっっ。 それにをデデデと共に載せまな。  

 

画像上は本機なな。比比の為に並べましっ。 

画像中と下は、単四２本を使っっＴＬＬ懐中中灯なな。 まとななはないのなしがな、捨っ値なしっ。 案の定、後部のデコ

スラが摺作しませし。懐中中灯としっは使えませし。 

画像下の左かに３個目が、ＴＬＬと回回を組っ込しだ部部なな。 はの部部、１個摺作個、なな１個ＴＬＬ不個なしっ。  

頭部の中の画像。  

左右かになっいれ金金に、中中の筒に押込しだ中電かにの電が接触しまな。 

固定は反反反なな。 

はの左右の金金を外外に外し、電線を半半しっ組っ立っ、 中の回回とまっ

半半しっになをまな。シシデスしないななに注注が必必なな。 中三の＋外が

頭部のなちに外に接続されれのか、 長違えないななに調べっかに電線を半半

しまな。  

 

中中の筒の中にＩＩと抵抵、コトデトコが入ままな。 中電コトデトコとコココが

外外に入ままな。 
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画像左：ＴＬＬが不個だっっ基反。右：摺作個部。 

画像右：基反裏外、中電面。中中が＋外。実実のっめ半半付つ跡がいままな。  

 

次にはれにのデデデをとままな。入入中入と明れさのっなな。照照照距距１１ｃｃ。  

摺作個部、付属しっいっ２ΦＴＬＬ 

  

摺作不個部、適当な２ΦＴＬＬ 

  

摺作不個部、日亜２ΦＴＬＬ 

  

デデデを見れと１．２Ｖを境に回回が切ま替われなななな。 中三１本と２本を自摺な切ま替えっいれななな、スコデスに脱帽

なな。 基反の摺作は不個なはないのな、日亜２Φを使なはとにしっ。 懐中中灯を部電しっ、以下の物を作っっ。  

   

電線をになをっ、点灯を確確し、基反を中へ押込っまな。 
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おおおおままままつつつつのののの考考考考考考考考・・・・失失失失失失失失作作作作・・・・そそそそのののの２２２２        

再照デデデを取っっ。今照はコトサデの１１ΦのＴＬＬを使っっ。共に、照照照距距１１ｃｃ。 

  

ＴＬＬ単形のデデデは以下なな。 

  

   

完完しっなののデデデは以下なな。 

上かにニカデをかにせっ完完なな。  

 

しかしながに、中入を食な割には暗かっっ。 

まっ部電しっ、１１ΦのＴＬＬに変更し

まな。 配電しっに、基反を中に押込

っまな。 

 

反反反は、中中を１１Φの穴に大きな

しまな。 取ま付つれと完完なな。 
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デデデを見れと、実実デデデと随部違いまなね。 はとになれと中安ががれっデデデをとっっかなしれませし。 

はの懐中中灯には、ニスニニ中三を使な予定なしっ。 それになれと、２．６ＶＶ２．４Ｖの範囲は、１１１１ＴＬＬと読めまな。 

ＴＬＬ単形のデデデを見れと、１１１１ＴＬＬなは２ｃＡ位なな。 なな番し入しっ明れなっなと考え、やはま、 昇中圧回回、定

中入駆摺に変更しななと最最の回回になまましっ。  
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3L3L3L3L＿＿＿＿単単単単三三三三２２２２本本本本、、、、トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトでででで昇昇昇昇昇昇昇昇圧圧圧圧回回回回回回回回をををを考考考考考考考考    

 

ＴＴ４４４を使っっ 2本･TL499･1個 の回回の効率がが

ままま悪いので、再考考でで。 

トトトトトトを使っっ回回で、効率を考えまで。 

明るるる、４４４ＴＬＬＬ２４ｃｃｃででっ。  

回回回回回回回回図図図図とととと定定定定数数数数のののの設設設設定定定定    

 

回回るトトトトトトトを使いフフフフフフフを考えっえのでで。 

Ｑ１：２ＳＳ４４２、Ｔ、Ｓ１る１４Φでで。 Ｔ１：４４µＨる、１１トフトほほいほトフタを作ま、１４トフト巻き戻でまで。 ほほの

数値る表をを覧くくるい。  

 

 

入入る、可変昇電で実実でで。昇圧と昇電るデフトトト表表でで (Vin:V,Iin:mA)。 

出入る、Ｔ、Ｓの両端の昇圧を測定(Vout:V)、 昇電る、Ｔ、Ｓの出出ま抵抵１Ωを挿入で、 両端の昇圧をデフトトト

テトトフで測定で昇電ま換換(Vout:mA)でまで。 

効率が４４％を超えるえほ、ううでいデフトでで。 昇電え少えく、長長長点点まにっっまでで。  
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入入昇電る、可変昇電ほか直読でまで。 

 

画像像： 

デフトトトテトトフ３台で測定でで。 

みの虫フクフタの固まま箇箇が、回回でで。 

左端：Ｔ、Ｓ昇圧、中：Ｔ、Ｓ昇電、右端：入入昇圧を表

表でほいまで。  

 

画像左： 

みの虫フクフタの固まま箇箇の、回回でで。 トトト４４µ

Ｈ、抵抵抵１Ω、Ｔ、Ｓ：１４Φでで。  
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部部部部部部部部部部部部部部部部をををを考考考考考考考考    

  

画像左：像ほか、 画像右：横ほか、中中中のトトデトコる中中の空長ま入まりみまで。  

抵抵抵１Ωをるをで、Ｔ、Ｓを基基ま直直ま立ほまで。  

  

画像左：習習習と頭部、 画像右：基基を中まいう完完。  

頭部の左右の習習習ま線線を半半でほ、 タトト側とマトマト側を調べほ正でく元元元元み立ほまで。 中ま完完でっ基

基をいう、線を半半で、ヒヒヒヒフヒで囲い絶縁でまで。 
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完完完完完完完完でででででででで        

 

 

 

解解の逆を行っほ元み立ほまで。  

 

左る、完完でで。 

４４４ＴＬＬＬ２４ｃｃｃででっ。  
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4A4A4A4A＿＿＿＿携携携携帯帯帯帯電電電電電電電電電電電電のののの充充充充電電電電充充充充ののののケケケケケケケケケケケケにににに、、、、、、、、、、、、、、、、をををを４４４４個個個個個個個個れれれれれれれれ    

単四３本本電の携帯電電電の非非電非ケケケを本い、 

単三３本と単四３本なな、大きき、重重ででで半半になれ

ののを考考。  

電電ののの幅は、４３．５ｍｍと３３．５ｍｍ 

電電のの重重は、５５～５７ｇと２５～３３ｇ  

ママママ電電よよアアアア電電の方が少し重い。  

 

定電定定定定。動動動動でで。  

ケケケケケケケケケケケケにににに合合合合わわわわわわわわわわわわ、、、、基基基基基基基基とととと部部部部部部部部をををを考考考考考考考考ででででれれれれ。。。。    

 

基基は、固定方固を考えわ形状を決めめで。 今今ははめ

こここここで、ビケ止めは無しでで。  

上のアカケは、、、、の窓と、ケスススの窓を加加しめで。 、

、、の窓は少し外外へ広げめで。 

上部のケススス外は、全全に大ききしめで。 部部が小きい

ので、割なないよらに注注が必必でで。  

ケケケは３個に半分できめで。 

最最に、下ケケケの電電充ととなとココココケを外しめで。半半個半２箇半。 

上のアカケの窓をアスコケカスカで切よ取よ、ここのな、、、を発光きわめで。 左左は少し広げめで。 

とめよ、光光はケケケに対しわ直直に出めで。 ポケスポに個れわ、頭を上に出でと、前方を照なしめで。 

、、、を４個本ら事にしわ、基基の形状を考え、加加しめで。 下ケケケの当たれ個半は充半注注しわ、加加しめで。 

今回は、、、２個とケススス３個を３今回としわ２今回本いめで。 ケススス、、、、、抵抵充なな、必必な部部を調調しめ

で。 ケスススの足は直直に曲げわ、基基のな出した光に半半しめで。 とめよ、足が短いので継ぎ足しめで。  
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、、、とケスススの間が狭いので、、、、のベケケが当たれ半を少しきよめで。 

今回は、中中の２個と外外の２個に半こわケスススへ接続しめで。 

ケスススのとめの位位は、間間が狭いとき、断でで。 とめよ、上のなとめのを摘ここ時に消灯しめで。 

電電との接続に注注しわ配光しめで。左の絵の左外の上が＋外でで。 

定定定定定定定定でででででででで    

 

 

定定でで。、、、４個がらめき収めよめした。  

 

ケスススの部半も何との収めよめした。  

 

長きが短いので、ポケスポへ個れわも、 らめい具合にはポ

ケスポのなは頭が出めわこ。  

 

電定の実測値は、、、４個で９７ｍｍでした。  
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当当当当最最最最のののの希希希希希希希希希希希希希希希希のののの？？？？    

最最の考考希希出来あがあたのの検証でで。 

共に、画像左：単四３本本電の懐中電灯、画像左：単三３本本電の懐中電灯  

  

現現の見のこは、半半きないのなと見えれが、実際には２／３が正分の？  

今今今今回回回回図図図図とととと消消消消消消消消電電電電定定定定でででででででで    

、、、を２個づとに半こ、ケスススで点灯を切切えた。 

消消電定は４個点灯時のものでで。 

これを見れと電電電圧が下がれと、随半電定も下がれのが分れが、 人間の目

は誤誤定われので、多半３．５Ｖになあわも本電に耐えれでしえら。  

 

 単四３本本電の懐中電灯 単三３本本電の懐中電灯

形状 ５７（長）×３５（幅）×３１．５（厚の）ｍｍ ５２（長）×４７（幅）×３９（厚の）ｍｍ

全体 ４５７４５立方ｍｍ １５１１４立方ｍｍ

重重 ５５ｇ ３７７ｇ
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定定定定電電電電定定定定定定定定をををを考考考考考考考考でででででででで    

上上の表に示でとらよ、電定が電圧の降下で低下でれので光光が下がよめで。 

これを電電電圧が３．５Ｖめで同じ光光を保とよらに考考しめで。 

今回はオオアマオを本らと簡単ででが、基基電圧を動れのが課課でで。 

Ｆ、Ｆに電定を定でと定電定になれのでこれを本いめで。抵抵値で調調をしめした。  

 

ケスススは電非ケスススを３今回と、 輝光を落とでモケモにでれ切切えケスススを３個の計２個でで。  

 

今回の動動は、ポトマトケコのエエスコ外の３Ωの抵抵の両端の電圧が、 オオアマオの＋外の電圧と等しきなれよらに、非

にポトマトケコをモトスドしめで。 、、、２個半の電定はポトマトケコを通よ３Ωの抵抵に定れめで。 

オオアマオの＋外の電圧を４７ｍＶにでれに、 ３Ωの電圧も４７ｍＶになよめで。 

３Ωの抵抵に４７ｍｍを定わに４７ｍＶでで。 この様にしわ、、、には２個で４７ｍｍ定れめで。 

オオアマオの＋外の電圧は３７７Ωの両端の電圧でで。 ３７７Ωと２２Ωをパトパアに接続でれに、 （３７７×２２）／（３７

７＋２２））３７Ωでで。 この両端の電圧は５．２ｍＶでで。 

同じ今回が２今回あよめでので、通非は７７ｍｍ、 モケモを切よ切えれと３４．４ｍｍでで。  

定定定定定定定定でででででででで    

 

   

基基を外し、今回を組込のめで。左のな、上のな、横のな、裏外でで。 

部部が多きわ大きいので、足を２本めとめわ差し込ここよ、苦闘の跡が偲にれめで。  

何処にも部部の頭が当たなないよらに高きに注注しわ動よめで。 

、、、の底部と基基上に、反反反反を反よめした。 

雲雲マスアと アアエアアアア粉粉が個あわいれマアマアアを３７７円で手に個れ反よめで。  
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今回が動いたな定定でで。元の場半に収めめで。 きわ、動動電定はならなれの、楽しのでで。  

消消消消消消消消電電電電定定定定でででででででで    

定電定定が考考希希出来あがあたのの検証でで。 定電定定定定。動動定動でで。  

 

左端のＨは通非の電定。、は低消消電定の時でで。 ケスススで光光が切切えなれめで。 

これを見れと、電電電圧４．５Ｖのな３．５Ｖめで定電定であよ、 最最の考考希希に出来あがあたことが分よめで。 、の場

合は、３．７Ｖめで同じ光光を保ちめで。 

、の時の電定値を４５ｍｍに設定でれに、電電電圧が３．２Ｖの時に、 同じ光光になよ、明れきを切切えわも光光が変

定しなこれに電電の交交時交でで。 と言ら本い方も出来めでが、低消消電定とは言ええ、ならでれのは課課でで。  

 

画像の色が前半と後半で違らのは、照明とアカトが共に違ら為でで。 

明れきは、４７７、ＬＬ（２５ｃｍ）でした。  
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4B4B4B4B＿＿＿＿単単単単四四四四４４４４本本本本のののの携携携携帯帯帯帯電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電ににににＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ１１１１個個個個をををを追追追追追追追追    

単四電四が４本本る電電電に、 ススススとＬＬＬが内内さ

れれれるれのが１１１円均均均で売られれれら。 多多、回

路は抵抵電１本ででででと考ええがら購本。 定電定回路

を組み込んで長長長長長に変更、電電四回路は削削を

考考。 厚みが１１ｍｍででので、胸ポポスポに本りりで。 

画像は完完完のれのでで。  

発光がスポスポだだらのでデデデとでれはとれ結結でで。 １．

２１Ｗ、４１１ｌｌｌｌ２１ｃｍ、６１グググ  

    

画像像から、点点でで。ススススは押でれれる長点点でで。中は：中の様子。抵抵電の代わりにＦＬＦ、ＦＦ、抵抵電を

長れ、定電定回路に変更。右は：不不とえだら電電電のソポスポ部多。  

回回回回路路路路図図図図ええええなななな    

長長部使  

Ｑ１：２ＳＳ３１、Ｆ１：４４２Ω、Ｑ２：２ＳＬ１５２、 ＬＬＬ１：付属でれれられ

の、スススス：付属でれれられのを長だら。  

動動動動  

ＦＬＦ：Ｑ１と抵抵電：Ｆ１で定電定回路を動り、この電定をｉとで、 ＦＦ：Ｑ

２のベデスに追える。ＦＦの増幅幅をｈｈｈとでると、 ＦＦのコココデに定れ込

む電定Ｉは、Ｉ、ｉ × ｈｈｈとえる。 電定値の調調はＦ１で行で。  

設設値  

電圧６Ｖ、ＬＬＬ電定３１ｍｍ、 オデオデ電定ででがポグトススススではえれ

のでとでとでりで。  

測定値  

６ＶＶ４Ｖりで：ＬＬＬ電定３４ｍｍ、３．６Ｖ：３１ｍｍ 

明るさは、４１１ＬｌｌＬ２１ｃｍｃででら。  
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4C4C4C4C＿＿＿＿単単単単三三三三２２２２本本本本本本本本本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯にににに、、、、単単単単五五五五中中中中五五五五をををを入入入入れれれれれれれれ    

 

１１１円均均均を覗いいい単三中五を２本本本の綺綺な

懐中中灯を見つつい。  

 

これに単五中五を入れれれれ考考。  

 

早早、分分ををを見れれ、スススス部分の構構が

れよ出来をいいのて、感感。 

ノスノ式のボボボボボの繰り出を部分れ構構が同

じて、ノクスノ感も上出来てで。 をしも、金属は

ススボススてをい。  

 

均緒に購入をい単五中五が何本入れし楽をし

てで。。  

最最最最最最最最のののの考考考考考考考考・・・・単単単単五五五五中中中中五五五五をををを３３３３個個個個入入入入れれれれれれれれ    

 

単三２本れ同じ長さにでれ為に、６Φのビスれナスナを本っを

隙隙を埋めめで。  

 

本っをいい中電は２．５Ｖ１．５Ａてをい。  

 

無無、、、、中電に変更てで。 

型型Ｗ、Ｗ３３（（（が最最てで。 

３．５ＶＶ６Ｖて５１ｍＡてで。  

 

さを、点灯てで。 

 

左：点灯前、右：点灯をいものてで。 

照照が照れしっいのて、あめり照明の差ががしりめがが

ね。  

 

点灯に本本をい物は、下図の右右の、、、中電てで。  
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左図の全部を本っを、照れさの比比もをめをい。 

左右：Ｗ、Ｗ５１  ５Φ１個 １５１、ＬＬ（２５ｃｍ（ 

中中：Ｗ、Ｗ１１ １１Φ１個 ３４１、ＬＬ（２５ｃｍ（ 

右右：Ｗ、Ｗ３３  ３Φ３個 ２４１、ＬＬ（２５ｃｍ（ 

 

中中の物が照れいのてでが、 これはスススナが照れいのてデボデ

上ては均型になりめで。 

実際に、夜隙歩いをしれれ、右右が本い易いてで。 スススナが３

個あれ状態て、少を光が広がり広範囲を照いをめで。  

次次次次のののの考考考考考考考考・・・・単単単単五五五五中中中中五五五五をををを３３３３個個個個入入入入れれれれれれれれ    

出来あがっいのを眺めをいいい、このケボスには、単五が３本入りりれりれ考え、 めい変更を考考てで。  

懐中中灯の頭部は、反反反れ中電を保保でれ黒い筒の

部分れに分しれめで。 

中電は保保部分の先右に位位を、長い胴筒がありめで。 

この保保部分を本がないれ、 反反反の筒の部分に、れめい

具具に中五が入りめをいのて、 紙の筒を作りアボア箔を張

り、先右に中電をいれ、 中に中五を入れれこれにをめをい。  

 

反反反の胴筒に、中電を入れ、次にアボアを貼っい筒に単

５中五を２個入い筒を、 差を入れめで。残りの中五２本を

並べれれ、長さは丁丁てで。 

中五は２個個て売っをいめでのて、３個本いが正分てで。  

アボア箔ては、中五の取取え時に、破つめで。 

やはり金属の方が良い様て、銅銅の薄いのに変更をめを

い。完完てで。  
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稼稼稼稼稼稼稼稼時時時時隙隙隙隙のののの考考考考考考考考ててててでででで    

本本をい、、、中電は、３．５ＶＶ３．５Ｖめて５１ｍＡ位てで。  

中五の直径れ個数にれれ長さ 

 単三２本 １４．５Φ×１０１   単三３本 １４．５Φ×１５１．５ 

 単四２本 １０．５Φ× ８９   単四３本 １０．５Φ×１３３．５ 

 単五３本 １２．Φ × ９０．６ 単五四本 １２Φ  ×１２０．８ 

 

中五の保続時隙、終終中圧 １．９Ｖ、アボアク乾中五の規規 

 単三 負荷抵抗：１０Ω 平均持続時間：２０時間 初期値：１５０ｍＡ 

 単四 負荷抵抗：２０Ω 平均持続時間：２０時間 初期値： ７５ｍＡ 

 単五 負荷抵抗：２０Ω 平均持続時間：１３時間 初期値： ７５ｍＡ 

上上にれれに、大大の保続時隙は、単三を３れでれれ、単四は２、単五は１てで。  

単五を３個本本でれれ、終中圧は３×１．９ＶＶ３．６Ｖて本えめで。 稼稼時隙は、計計値て１９．５時隙てで。 

もを、無無に単四を本っをも、３個てでしい、３×１．２ＶＶ３．６Ｖれなり、 稼稼時隙は大大に減りめで。比比は１．５よい

いになり、 稼稼時隙は７．５時隙てで。  
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4D4D4D4D＿＿＿＿単単単単四四四四３３３３本本本本のののの１００１００１００１００円円円円均一均一均一均一のののの懐懐懐懐中電中電中電中電灯灯灯灯ののののＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤをををを変変変変更更更更    

解体解体解体解体をををを考察考察考察考察    

次次次次のののの考察考察考察考察・・・・電流電流電流電流をををを減減減減ずるずるずるずる    

１００円均一店を覗いたら単四電池を３本使用の綺麗

な懐中電灯を見つけた。  

ほかの店で少しメッキの違う色を見つけそれも入手。  

 

少し暗かったので、ＬＥＤの変更を考察。実行したが、

実験結果は、あまり芳しくなかった。しかし、電流値は

半減した。  

上：元のもの、５５０Ｌｕｘ、１００ｍＡ 

下：変更後 、４５０Ｌｕｘ、 ５２ｍＡ 

この懐中電灯は、全体の筒と後部のねじ込みのスイッ

チ部の２点で出来ています。 単四３本のホルダーが

中にあります。  

さて、どのようにしたら頭部が分解できるかを考えま

す。 鋸で切るわけにもいかず。眺めていると、中の基

板がストッパーに当っている様なのが見えます。後ろ

から押したら外れそうです。 

大き目の１２ｍｍのボックスドライバーがあったので、

中から押してみました。 圧入と言うほどではなく、難な

く取れました。 

 

樹脂カバー、反射鏡、ＬＥＤと基板です。右画像は裏面です。チップ抵抗は１個です。  

電流値を測定。外部電源で、電圧４．５Ｖ、電流１２５ｍＡ、６００Ｌｕｘ／２５ｃｍでした。チップ抵抗は６．８Ω。 

単四電池の規格では、２０Ωの抵抗をつないで１０時間くらい使えます。  

初期電流は７５ｍＡです。終止電圧は０．９Ｖですから、電流値は４５ｍＡです。 前項の測定では、１２５ｍＡで流

れすぎです。しかも、ＬＥＤは３個並列で寿命が気になります。しかし、価格を考えると妥当な回路です。 
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完成完成完成完成ですですですです    

 

画像は左から、ＬＥＤと抵抗を外し、＋側のパターンを分割。抵抗器とＬＥＤを取りつける。別の角度からみる。 

手持ちの白色ＬＥＤに照射角１５度というのがあったので、電流値が２０ｍＡになる抵抗値を決めて基板に半田

します。 ＬＥＤの＋側のパターンを３分割して、それぞれに抵抗を入れます。 このときに。中心の＋側のばねの

取り付けの半田を溶かさないように注意しましょう。 

 

基板が完成したら、筒に挿入します。  

最初に反射鏡に基板を挿入し、筒に入れます。そのあ

と、樹脂カバーを挿入しますが、 樹脂の端面が斜めに

なっているので、抜けにくい方向に、つまり外側が広い

ほうになるように、指の平で押し込みます。  

 

電池を入れ、スイッチを接にして、点灯を確認します。 

照射画像です。前面の壁まで５０ｃｍ。  

照射面積が解るように、懐中電灯の筒の前方に単四

電池を置き、前を上げています。  

 

データ、その１ 

  左：ＬＥＤを変更したもの。５２ｍＡ。少し青っぽい。 

  右：変更なしのもの。１００ｍＡ。白色に近い。 

 

データ、その２ 

  左：ＬＥＤを変更したもの。４５０Ｌｕｘ／２５ｃｍ。 

  右：変更なしのもの。５５０Ｌｕｘ／２５ｃｍ。 

 

所要電流の差ほどの明るさの差はありません。 電池

とＬＥＤの寿命を考えると、変更は良かったらしい！！ 
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5A5A5A5A＿＿＿＿単単単単四四四四１１１１本本本本ののののチビチビチビチビ懐懐懐懐中電中電中電中電灯灯灯灯ををををボタンボタンボタンボタン電池電池電池電池でででで白色白色白色白色ＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ化化化化    

回路回路回路回路とととと使用電池使用電池使用電池使用電池とととと構造構造構造構造をををを考察考察考察考察        

白色白色白色白色ＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ用用用用のののの台座台座台座台座をををを作作作作るるるる    

主役は上の赤い懐中電灯です。 

単四電池１本使用で、ロータリースイッチで使いやす

かったが、 焦点がうまく合わず鍵穴を探すのに少し不

便だった。  

下の金属様のものは、現用の、ボタン電池と白色ＬＥ

Ｄを 組み合わせたキ－チェ－ン型の懐中電灯です。 

これは、スイッチを押し続けないと連続点灯せず、両

手が使えません。 この点が使いにくく、赤い方を白色

ＬＥＤ化して、主役を取替えようと考察です。  

定電流回路にして長時間使用を考察です。 

 

購入時の内部の構成は、１．２Ｖ０．３Ａの麦球と呼ばれる電球と単四電池です。  

白色ＬＥＤは３Φが丁度合い、台座をどうするかがポイントです。 

電池は、上のキー型で使われるＬＲ４１型電池より大きい、 ＬＲ４４型がうまい具合に使えそうです。 

回路を実験し、 定電流回路に、チップ型の２ＳＫ２０９を四個並列に使う事にして、 台座は２段にする為に、１

０．５Φと１２Φの基板を作ります。 

 

内側の１０．５Φの基板とＬＥＤ 

ＦＥＴを４個半田し、裏側にＬＥＤを取付けた 
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完成完成完成完成ですですですです    

 

おまけですおまけですおまけですおまけです    

 

完成したＬＥＤとＦＥＴの基板 

その右は以前の麦球 

 

１０．５Φの基板にＦＥＴを四個半田し、 裏側に、スリーブを通した白色ＬＥＤを取りつけます。 

１２Φの基板の中央に孔を開け２．６Φのビスとナットを取付けます。 これが電極となり電池の－側とつながりま

す。 

１０．５Φの基板から、＋側と－側の線を出し、１２Φの基板とつなぎます。 

１２Φの基板は、頭部の中に入らずに縁に載ります。 ここは＋側とつながりますので、メッキ線を使って、縁の

電極を作ります。 全長は、ＬＥＤが飛び出さないように考え、 ＬＥＤにストッパー用のリングをはめます。 

アルカリボタン電池ＬＲ４４を６個ブロックにします。９Ｖ

です。 

セロハンテ－プで固定しますが、巻きつけるとケース

に入りませんので、 長さ方向に、３面貼り着けます。 

ＬＥＤ部は、頭部にトランジスタの絶縁用の３Φ孔が開

いた樹脂をはめ、 セロハンテープで１０．５Φの基板と

固定します。  

電池を奥が＋側になる方向に入れ、ＬＥＤ部を入れた

頭部をねじ込みます。 スイッチを回して点灯すれば完

成です。  

単四電池と麦球は当分お休みです。 

さて、実用になるかのテストです。これは可変電源でのテストです。 

ＬＲ４４ｘ６は９Ｖです。 

９Ｖで１８．５ｍＡ、４．５Ｖで１６．９ｍＡ、３．５Ｖで１３ｍＡです。 

電流の比率は、１００％、９１％、７０％で、３．５Ｖまで使えそうです。 

計算値では、連続点灯時間は３．６時間ですが、これは電圧が１．２Ｖまでなので 最終電圧を０．６Ｖとするとも

う少し点灯時間は延びそうです。 

ＬＲ４１ｘ３のチビと主役が交代です。やれやれ完成です。 定電流回路もうまく動作しました。 

明るさは、１３０Ｌｕｘ（２５ｃｍ）でした。 

 

ＬＲ４１を３個もしくは４個使用した、左図の回路の様なキーチェーン型の

ライトは電流制限抵抗などはありません。 

電池の内部抵抗を使って電流制限をしていますので、電圧が下がると、

電流も減り、明るさも減ります。 
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5B5B5B5B＿＿＿＿白白白白白白白白ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ２２２２個個個個個個個個個個個個のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯をををを４４４４個個個個にににに変変変変更更更更    

懐中中灯で単三中三個個の白白ＬＬＬを個っっっっ物を探ししし、 ピピかしキキまで価格格ががっし。 

￥１１１１円台かし￥２２１１１円まで多くの種種ががが、 ささがに高価の物は明っかっし。 

手ごごご値段の物を見つつし、￥２１１１円。 よく見しし、ＬＬＬを追追さっ穴が開っっっっのが確確ででし。 何とかごっ

かと購購。 ＬＬＬを２個かし４個にししし、実個にごっし。  

１．６６Ｗ ２６１ＬＬＬ  

  

白白白白白白白白ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬをををを２２２２個個個個追追追追追追追追ししししっっっっ４４４４個個個個ににににささささっっっっ。。。。中中中中電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電をををを考考考考考考考考ささささっっっっ    

左は全全の画像でさ。右は外しし頭の部部でさ。 

この懐中中灯は簡簡簡簡で、頭の部部を右ににに込むと点灯しまさ。 

ＬＬＬはプキピプ板に２個個っっっまさ。右右はＬＬＬボボボの裏裏でさ。 よく見っと、ＬＬＬは４個個

個つしけっよけにススボスと穴がががまさ。 中電は中中が＋、回がの輪が－でさ。 

驚っし事に、中電電電電電がががまがが。測測ししし４．２Ｖで７１ｍｍでしし。 

 

最最に、追追さっ中電電電電電を調べまさ。単三中三

６本で４．２Ｖでさ。 

最最につっっっしＬＬＬは１１Ωを個けと６２ｍｍ電けまし

し。 

追追さっＬＬＬは４７Ωで２２ｍｍでさ。 

左図の様に、追追さっＬＬＬの－側の足を直直に曲げま

さ。 ４７Ωの電電抵ををの足に半半しまさ。 をの後、電

電抵を直直にまげっ、 ２．２ｍｍピピピの孔にはっっよけ

に整整しまさ。 

元々つっっっしＬＬＬを外し、足のスキボスを捨っ、 同に

様に１１Ωの電電抵を半半しまさ。  

右図の様に、中中側の孔にＬＬＬの＋側を、外側の孔に

電電の足を購け半半しまさ。 さべっのＬＬＬが前前を向

くよけに個個つまさ。  

半半をししし、不不のキボボ線を切がまさ。  

 

5B_1/2 



実実実実個個個個用用用用ごごごご明明明明っっっっささささがががが得得得得ししししけけけけししししののののかかかか？？？？    

完完でさ。ＬＬＬ４個がけまく収まがましし。 点灯さっと、半値直が１２度度ごので、丁度丁っ集集でさ。 中電電の懐

中中灯は集集さっ必不がががまさが、 個っしＬＬＬは元々発集直度が狭っので集集さっ必不はががまがが。 

正裏かし顔に当っっと眩しっでさ。 中電の実測値は何何だかＬＬＬ４個で１４１ｍｍでしし。 

おまつ：材材材６１１１円以内（懐中中灯＋中三＋ＬＬＬごな） 

ささがによく食けので明っっでさ。２６１ＬＬＬ（２２ｃｍ）でしし。 
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5C5C5C5C＿＿＿＿庭庭庭庭庭庭庭庭灯灯灯灯のののの電電電電電電電電をををを、、、、白白白白白白白白ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬにににに変変変変更更更更すすすすすすすす    

鉛鉛電鉛６Ｖ・１個を使っっ、 今はははの太太電鉛で充電すす庭庭灯を知知かかかかっっ。 使っっっっか、日没後の点

灯時時が予予よは短かっっ。 三かか四時時四は点灯しっしすのかし予予しっしっが、 そそに反し、一時時がはっしがっ

っ。 こそでは、庭庭灯ししっは短すすすので、考考をしっ。 ６Ｖ８８ｍｍの電電かか、白白にし、回回か変更。  

新新新を広げっ作作をしをがか撮撮しっので、少しし見見ししのはし容容を！ 

全全の外観は目目のペペペをし覧くがくし。  

  

 

上は少し斜めにをっっしす上上の太太電鉛です。 右は下上

です。白し丸は中に電電が入っっしす点灯部部で、その左に、 

密密密の充電充２目電鉛が入っっしっす。 下図はその電鉛

です。６Ｖ１．２ｍＡしとはっすので、満充電ででそで、 ６Ｖ８８ｍ

ｍの電電をか１１時時は点灯すすはすですが、 実際には１～３

時時です。  

部部部部分分分分ししししっっっっ白白白白白白白白ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬををををししししそそそそすすすす    

下上の発光すす個個の白しカカペを左に回すし外そっす。 

その下の反反反かそっし外すし、中中にににがとはっす。 上下をををしでしすのはこそ一一のっです。 上下を静かに引で

離しっす。 線線でををがっっしすので切かをしよらに注注が必必です。  
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最最に、電電しそのソソソソを外す前に、太太電鉛を暗くしっ点灯くさ、 ＋＋の接続を確確すす事。 

電電しソソソソを外し、その筒の中に白白ＬＬＬを保保すすススペスを 足の数がだ差し込っ、その後ＬＬＬをそのススペスに

入そっす。 ＬＬＬを４個入そすしベペスががをかは扇状に開でっす。 

白白ＬＬＬの順順順電圧は３．６Ｖの規規ですが、 ２．８Ｖ１ｍｍでか点灯しっしっ。 

最最、６Ｖでは一個しか点灯しをしかし心心しっが、実実の結結、 ２個個個で点灯すすので、抵抵抵を追追しっ回回

が出来っ。 充電最充電圧は６．１Ｖがっっ。 

をっは、白白ＬＬＬを２個し抵抵１８Ωを個個にしっ物を、 ２回回使回しっ。 実測値で一回回、１３ｍｍ、電圧が落ちす

し電電か減はっす。 そのらち消灯しっす。 

ＬＬＬし抵抵抵を半半し、セセセセセペセをなで絶縁し、 基基をにに止めし完完です。  

点点点点灯灯灯灯時時時時時時時時はははは伸伸伸伸びびびびっっっっののののかかかか？？？？    

点灯くさすし、中中がっがしし四光はっす。完完です。  

実際の使回は、今っでは日没後一時時四しか点灯しをかっっ

のが、 夜半にをっっか点しっしっ何時消えすのか不不です。 

っっ、今っではその部部が電電の街灯のよらに光っっしっのが、 

今今は、ススソソ発光しっしっ、地上が不すくをっっ。 

夏にをそで、日没か遅くをは、日の出は早くをすので、 一晩中

点灯すすでしすら。めでっし、めでっし！！  

使回しっ白白ＬＬＬは、２８ｍｍの時に１８ｃｃです。 

電電し不すくは対数で減はっすので、１３ｍｍの時は６ｃｃ四で

す。 

最最、４個で２６ｍｍ、２４ｃｃです。  

中のＬＬＬの足の部部し抵抵抵 左の拡最 

 

 

 

ＬＬＬに変更後の発光部、ＬＬＬが４個とすのが分す。 
 

左の拡最 

反反基を組っ立っっ状態で高くをチソチすす。 
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定定定定電電電電電電電電点点点点灯灯灯灯をををを考考考考考考考考    

点灯時時が経過すすし不すくが変化しっ、少し暗くをすよらをので、 定電電点灯を考えっ。  

 

  

 

上は、チソセのＦＬＦを４個半半しっ基基の裏し表です。 最

最は電電の中へ入そっしっしらし小くく作っっのがが、 少し

長かっっので入かをかっっ。残念。  

 

左は、今っでの抵抵２個の代わはに両上セペセで貼はをだ

っ、上上の基基です。 ＬＬＬは４個かか２個に減はっしっ。  

 

下は、点灯上の２個のＬＬＬし、カカペをしっ点灯しっ状態で

す。 

定規電電を電しっしすので、１個で１８ｃｃ、２個で２８ｃｃの

計計です。  

 

 

上は、今っでの回回で、こそが２回回とはっす。 

最最は計３３ｍｍですが、電鉛電圧の低下にをそっ電

電は減少し、 不すくか徐々に落ちっす。 

右はこそかか組っこみ回回です。 

定電電化の目目で、ＦＬＦの２ＳＳ２１８を４個個個に使

しっす。 ４８ｍｍ、１回回でＬＬＬ２個です。 
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定定定定電電電電電電電電点点点点灯灯灯灯をををを再再再再今今今今考考考考考考考考    

先の変更がかがでしくをし。前よは暗くをっっ。 最最は、ＬＬＬ電電は約１６ｍｍが４個とっっ。 

目は２８ｍｍが２個です。 ははは数が少をしし暗しです。  

 

ＬＬＬの数を増はすこしを考え、回回を点検すすし、をがし６Ｖ以下にをすし 点灯しっさが。調調回のＶＶか端でから調調

が出来っさが。 くすがは、香香香です。で、抵抵を変更しっ、１．１Ｖっで動作すす様に変更。 回回を下上に変更し

っ、今今は電電のカバスを追加しっ基基を取取だっしっ。  
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反反線を塗装しっか、セスの天ぷか

っっしにをっっしっっっ。  

 

基基を丸く追加しっ、パパペセ上に

カバスの外外を個接半半しっす。  

 

＋外は中心かか出しっ外外へ曲げ

っす。ＬＬＬを心配しっ、 カバスの外

外が＋外ですので抵抵を入そっ接

続し、 前回使っっＦＬＦか再今再さ

っしっ。  

くっ、消消電電は？可変電電でのデペパです。  

 

ＬＬＬが６個で９８ｍｍがし１個個個１１ｍｍですので、 幾かか不すくをす筈です。 

動作充止電圧か変更しっので、時時か延長すすでしすら。 

点点点点灯灯灯灯時時時時時時時時がががが短短短短くくくくををををっっっっっっっっののののでででで、、、、回回回回回回回回変変変変更更更更をををを考考考考考考考考        

ここかか追追：181106 

とちこち劣化しっのか、点灯時時が短くをっっので、部分調分すすこしにしっ、 怪しげを回回を捨っっ、作は個すこしを考

考。実実をしっ。  

動作動動  

昼時、 太太電鉛が発電しっ電電は、Ｌ１のシシソソシペシシシペシを通は電鉛を 充電しっす。その電圧は、Ｖ１し

Ｖ２で部圧くそ、、２のベペスに追えそかっす。 、２は、３のベペス電四をアペスに落しし、Ｌ２のＬＬＬは点灯しっ

さが。 

夜時、 、２は動作をしっしっさが。 、１はマシマセ回のスセソソＩＩで、電電電圧（電鉛電圧）が規定値以上がし 

端端ＯＯＦは電電し同ににをは、、３をＯＯにし、Ｌ２のＬＬＬが点灯しっす。 電電電圧が下がすし、端端ＯＯＦの

電圧はゼセにをは、、３はＯＦＦにをは、 Ｌ２のＬＬＬか消灯しっす。 

スセソソＩＩの規定値：４．３～４．６Ｖの物を使回しっ。（８８１４ｍＬＶ）  

Ｌ２のＬＬＬ部部は、変更さすに上の画像のかのを使っっしっす。  
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結結結結  

実実、失失。案はよかっっのがが、切そが悪し。消灯時に、 ＬＬＬが消灯すすし電電電圧が上上すすので、点

滅を経っかか消灯すす。 っっ、しし追減を不すくの小電電の時時が長すすす。  

目を考考。スセソソＩＩかかの信号に時定数を保っさ、太太電鉛かかの信号しの ｍＯＬ回回にすす。 

ゲペソでフスソセフセソセ回回を作っっ、太太電鉛の信号し、 スセソソＩＩの信号で、ＯＯしＯＦＦを制制すす順方かとすが、 

不確定必不か考えかそす。ＩＶを使っっ時定数回回の場場は、 時時にでかをではとすが、必す動作すす。 ゲペソの出

電をので、不すく変わかすに、瞬時に消灯すす。 こそに決定。  
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基基基基基基基基をををを作作作作完完完完、、、、組組組組っっっっ込込込込みみみみ        

回回が決っっっので、基基を考考。 穴とでボペシを今っでの基基し同に最でくに切は、部部を取は取だす。  

 

左：不必しをっっ古し基基しスシソチをな、   右：完完しっボペシ  
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上：ボペシを取は取だ心線すす、   下：太太電鉛を暗くすすしＬＬＬが点灯  

 

デペパ  

充電電電：個反日光の下で最最１８８ｍｍ、７．８Ｖ 

ＬＬＬ回回：充電時・８ｍｍ、点灯時・４１ｍｍ 

点灯断電圧：４．３Ｖ  

この回回は、点灯の充止電圧の設定はとはっすが、時時の設定がとはっさが。 その為、毎日、電鉛を規定電圧に落ち

すっで、使しっす。 なの四の時時点灯すすかは不不ですが、 真夜中は点灯しっしをくっかをなし、・・・・。  
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5D5D5D5D＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿電電電電電電電電」」」」    製製製製製製製製    

白白＿＿＿を使っっ懐中電灯や、電電の代代が売らららららら。 

ししししがらしららの機機の大大大は、使使使使が永くしくく、 電電電圧の低低で明くるる落ちらら。 

らま点灯らくしら良らやしいく使っららくく、 探し物が出来しらくらら暗くしっっく、最最は明くくらるる暗くしっっく、 電

電の交交使交る悩みらら。 

 

白白＿＿＿を使っら電電の代代を考考し、 長使使長じ明くるを保つつつる電電電電を内内しらしっ。 

電電図く性性を公公しらら。 しららは、使使電圧範囲で長じ明くるを保ちらら。  

らっ、懐中電灯、携帯電灯の電電電圧が６～４．５Ｖで使えらら。 つらく電電電圧を選びらびび。ママママ、アアアア、

ニニアニ、ニニニア水水電電、 しいいらでる使えらら。白白＿＿＿の動製電圧の３．５Ｖつく高けらけ点灯しらら。  

白白白白白白白白＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿電電電電電電電電・・・・５５５５Φ    

 

定定  

使使電圧：６～４．５Ｖ 

必必電必：１１～２２ｍｍ 

＿＿＿  

白白＿＿＿：５Φ１個 

定電必電電電電内内 

１５１＿ＬＬ(25cm)  

型型  

Ｗ＿-５１（（（  

型型  

Ｗ＿-５１（（（  
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白白白白白白白白＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿電電電電電電電電・・・・１１１１１１１１Φ    

 

白白白白白白白白＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿電電電電電電電電・・・・３３３３Φ４４４４個個個個    

定定  

使使電圧：６～４．５Ｖ 

必必電必：２５～３１ｍｍ 

＿＿＿  

白白＿＿＿：１１Φ１個 

定電必電電電電内内 

４１１＿ＬＬ(25cm)  

型型  

Ｗ＿-１１（（（  

型型  

Ｗ＿-１１（（（  

定定  

使使電圧：６～４．５Ｖ 

必必電必：５１～６１ｍｍ 

＿＿＿  

白白＿＿＿：３Φ４個 

定電必電電電電内内 

２１１＿ＬＬ(25cm)  

型型  

Ｗ＿-３４（（（  

型型  

Ｗ＿-３４（（（  
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動動動動製製製製をををを確確確確確確確確ししししっっっっ市市市市市市市市のののの懐懐懐懐中中中中電電電電灯灯灯灯    

画像像しら 

製製メメアメ、市売店 
白白＿＿＿、適応品型 

マママママ  

＿４  

単一４本 

Ｗ＿（３４(（)(最適)  

Ｗ＿（１１(（)(焦点良良) 

１１１円シシニシ 

２２（１３２ 

単一３本 

Ｗ＿（３４(（)(最適・50H)  

Ｗ＿（１１(（)(良良・100H)  

Ｗ＿（５１(（)(お勧め・150H) 

ＯＯＯ  

ＫＫ（２  

単一４本 

Ｗ＿（３４(（)(最適･200H)  

Ｗ＿（１１(（)(良良･400H) 

東東(防水型)  

Ｋ（２４３  

単三４本 

Ｗ＿（３４(（)(最適･25H)  

Ｗ＿（１１(（)(良良･50H)  

水中での明くるは不明でら

１１１円シシニシ 

自転車マママ 

ＮＯ．６６  

単三４本 

Ｗ＿（１１(（)(最適･50H)  

Ｗ＿（３４(（)(良良･25H)  

道電を照ららのは難しらでら 

視確性のみが有効でら

(H)内の数値は稼働使使の目目でら 

電電電電はピアニマ電１３．５Φのみでら
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5E5E5E5E＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿電電電電電電電電」」」」    テテテテテテテテテテテテでででででででで    

テテテの方方 

壁に右右の絵のののに、１ｍの折折をコの字にににセセセセテセセででででで。 一辺は内側で３３ｃｍ位でで。 画

像は、電電が照照ににしででので、壁も電電電ででが、 実際の壁の電は白電に近しククセク電でで。 

壁の前１ｍに高さ１ｍの台を置き、懐中電灯ををの上に載せ、 隣に並べべカカカで撮撮にでで。 

テテテ中は照照は消ににしでで。カカカは、 ＣＣＣＣＣ Ｇ１ Ｆ３．０ １／３秒前秒でで。  

左：テテテにべ市市の懐中電灯 右上：テテテにべ＿＿＿電電  上：照照にべ壁で折り曲げべ折折  

 

 

 

 

比比の為に壁に照照 

左：単一３本１００円懐中電灯、＿＿＿電電３Φ×４個 

右：単一３本本本本懐中電灯、電電３．５Ｖ０．５Ｃ 

 

左の画像の懐中電灯 

上：単一３本本本本懐中電灯、電電３．５Ｖ０．５Ｃ 

右：単一３本１００円懐中電灯、＿＿＿電電３Φ×４個 
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ママママママママカカカカママママテテテテ・・・・＿＿＿＿４４４４    

さでがに大ききに重しででい。 

６０Φ 

単一４本・９００ｇ  

 

 

 

左：３Φ４個  

 

ママカマテは焦点を合わせわわでが出来わので、 どのきどしの径

にでわに悩みでで。 

一一一一ににしわ状態で撮っにしでで。  

１１１１００００００００円円円円懐懐懐懐中中中中電電電電灯灯灯灯    

 

頭頭が大きしでで。７５Φ 

単一３本・５００ｇ  

 

５Φ１個 
 

１０Φ１個 

 

５Φ１個 
 

１０Φ１個 
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テテテテセセセセススススセセセセ・・・・カカカカママママテテテテ（（（（ＣＣＣＣ（（（（（（（（（（（（    

 

頭頭が大きしでで。１００Φ 

単一４本・６００ｇ  

 

３Φ４個 
 

３台横に並べに比比でで。距距５０ｃｍ 

 

１０Φ１個 
 

３Φ４個 
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ＴＴＴＴＣＣＣＣＴＴＴＴ（（（（ＴＴＴＴＴＴＴＴＣＣＣＣ・・・・ＫＫＫＫＫＫＫＫ３３３３４４４４３３３３    

 

防防防防でで。７０Φ 

単三４本・３５０ｇ  

 

１０Φ１個 
 

３Φ４個。のでき一一にでせし 

 

適当な大きさでで 
 

５０ｃｍ。右は１００円懐中電灯に単三４本のもの 
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自自自自転転転転車車車車本本本本・・・・１１１１００００００００円円円円カカカカママママテテテテ    

頭頭楕円防防でで。４０×６０×１３０（長（ 

単三４本・１７０ｇ  

 

１０Φ１個  

 

自転車本のカマテに＿＿＿をしをわで、 前方の地地を照わき

照どでわでは難にき、 でべ、速速にのっには地地のでわのわを

確確出来でせし。 

他他に自転車の存存を知どせわ、カマテでで。  

 

１０Φの＿＿＿電電の方が、電電が長長ちにに実本用でにで

の。  

 

 

３Φ４個。縦３個、横３列に置き。 

 

５０ｃｍにど３台横に並べに壁に照照。 

 

３Φ４個。電電を４５速に回転にべ。 

 

１ｍ。正地にど見わ。カカカにフフフセが写っべ。 
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5F5F5F5F＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿３３３３個個個個、、、、＿＿＿＿、、、、４４４４４４４４使使使使使使使使のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯のののの長長長長長長長長長長長長点点点点灯灯灯灯化化化化    

夕夕、散歩をををををを、今の季季はははは暗くくく、目が慣れをれれ、往来はを人ががくががくれがが。お互をはいいくの

だが、目目をはを人は多くはをれがが。をがを、携帯中電を見ををを人が前を歩ををををを、画面が明ををのれ、人がを

をのが判くれは。いそれ、小さく懐中中灯を紐れ首がか提げれげ、洋洋を地面を照かを、人が歩をををを事を他人は知か

がを事が可可れは。連続長長長点灯はは、単三中三が１番れはが、もい少を小さく物を１１１均均均れ見つつつのれ、

いれく使えをがいは考考れは。  

 

最最、上のものを手は入れ、＿＿＿３個れ明ををのれ、もい１個を探をををつか、下のものを見つつ、購入。  

回回回回回回回回ををををデデデデデデデデデデデデ        

 

２台をも同じ構構れ、中三の収納納を回をを、回回がつ

くがく点灯をれは。＿＿＿３個、中三は＿、４４が３個れ、

単三を同じ筒は入れをげれれ抑えををれは。＿＿＿の反反

鏡は非非はいれく出来ををれはが、抵抵抵もくをの回回

れ、明ををつる、中電もがく喰をれは。  

デデデ  

点灯直直：４．２Ｖ、８１ｍｍ  

何何が直：３．５Ｖ、４２ｍｍ  
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上上の様は、点灯直は急急は中電が落ちををち、輝輝も下がくれは。使がれををを＿、４４の規規は次のがいはくのをを

れは。似つがいく大ちさのＳ、４４を共は上をれは。  

上上の規規がか計計はをを、６８Ω、２２ｍｍ、３．１ｈを言い数値がれをちれは。つれく、２２ｍｍ取く出はを持続長長は３

長長れは。それれも連続使使れは持続長長が不不れは。それをもい少を持続さがをつさは１１ｍｍくかをを目目ははをを、

最初の目目の目目をををは実使はくくいいれは。  

小小小小ささささををををささささいいいいをををを考考考考考考考考    

 

上上がか：中三ケデケ（単三中三を同じ大ちさ）、胴胴ケデケ  

中：ボデボ中三（＿、４４、３個）  

下：前納、反反鏡、＿＿＿を基基、頭納カカデ  

 

 

実実の結結、＿＿＿３個個個れ、７５Ωの長はは１３．９ｍ

ｍ、 １１１Ωの長は１１．２ｍｍをくのつ。  

いの結結、各＿＿＿は２７１Ωの抵抵抵を挿入はをそをはは

を。  

＿、４４  

種種：アアカアボデボ中三、中圧：１．５Ｖ  

負負抵抵：６８１１Ω、中電：１．２２ｍｍ  

終終中圧：１．２Ｖ、持続長長：３１５ｈ  

Ｓ、４４  

種種：酸化酸酸中三、中圧：１．５５Ｖ  

負負抵抵：６８１１Ω、中電：１．２２ｍｍ  

終終中圧：１．２Ｖ、持続長長：５１５ｈ  
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画像上：パデデボを切のを、＿＿＿１個は１本の抵抵抵を挿入はを事はを、手持ちの２７１Ωを３本取く付つ、右：仮接続

ををデデデを見を。 

 

完完れは。計計れは、新をを＿、４４を３個使使れ、５～６長長連続点灯が出来いいれは。  

デデデ  

＿、４４��３個：４．１Ｖ、１１．７ｍｍ  
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大大大大ちちちちををををささささいいいいをををを考考考考考考考考    

 

上：胴胴ケデケ（単三中三２本が入を大ちさ）  

中：前納、反反鏡、＿＿＿を基基、頭納カカデ  

下：中三ケデケは入れつボデボ中三（＿、４４、３個）  

 

 

そのケデケはは、単三中三２本が入をのれ、オオオオオオ

乾中三を使いそをはをつ。 実実の結結、＿＿＿３個個個

れ、３３Ωの長はは１１．２ｍｍ電れつ。 最初初初中圧は

３．４４Ｖ。通中長３．４Ｖだのつ。  

いの結結、１１１Ωを３本使いそをはをつ。  
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＿＿＿の不を片夕片ち抜ち、＿＿＿１個は１本の抵抵抵を挿入はを事はを、手持ちの１１１Ωを３本取く付つつ。画像上、

上：上がか、中：横がかかを、右：点灯試実。  

 

 

その懐中中灯は、＿、４４を単三１本を同じ長さのケデケは

入れををを。いのつさマオマケ側の中電が長を。それを半

分分下は切断を、単三中三２本が入く、げれの力が丁

輝がをがいは変更はを。  

上：変更前、下：げれを切断直。  

 

完完れは。計計れは、オオオオオオ中三２本れ、１１１長長時使えいいれは。  

デデデは、  

オオオオオオ単三２本：３．３５Ｖ、１１．２ｍｍ  

アアカア単三２本：３．１３Ｖ、７．２ｍｍ  
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点点点点灯灯灯灯結結結結結結結結    

 

画像上：照反テケテ。画像下：使のつ懐中中灯。単三１本のものを上事のもの。  

 

壁の前の机の上は白白を載が、壁がか５１ｃｍの場場は２１ｃｍ長間れ、 単三１本のものを、上上の上事の懐中中灯を

を個べを照反テケテれは。  

上左は＿＿＿１個れ２１ｍｍ、さはがは明ををれは、２６１�ｌｌ。  

右２台は＿＿＿３個れ計１１ｍｍ、れは、１１１�ｌｌ、を、２４１�ｌｌ。 ＿＿＿３個れも反反鏡の設計ががをのれをがい。集集をを

をれは。 右左の数値ががをのはケスステが明をがのつつされ、実使をををは上左はがくをれがが。購入長の状態れは、５

ｍ先くかをれれ集が届ちれをつ。現状れは、２ｍくかをが限輝れは。  

照輝計テケテは距距２５ｃｍ。  

上事中の、単三１本のものは右のペデペの最下最を参照�� 1I＿単均１本・Ｔ、昇圧・＿＿＿１個  
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5G5G5G5G＿＿＿＿ペンダントペンダントペンダントペンダント形、２ＬＥＤ、形、２ＬＥＤ、形、２ＬＥＤ、形、２ＬＥＤ、単単単単四３本、前方１ｍ四３本、前方１ｍ四３本、前方１ｍ四３本、前方１ｍをををを明明明明るくるくるくるく

 

単四電池が３本入るスイッチ付きの電池ケースに、ＬＥＤ２個を斜めに取り付け、 紐で首から下げたときに、ベ

ルトの位置になり、足元前方１ｍ～１．５ｍ位先を照らして歩きやすく、また、前方から来る人には、こちらを知ら

せることを目的に考えました。 ４．５Ｖ、３５ｍＡ。 

治具治具治具治具をををを集集集集めるめるめるめる

必要な治具、工具

半田レス自在基板（ブレッドボード）（￥２００－から）

回路試験器（デジタルマルチメーター、デジタルテスター）（￥５００－から） 

あると便利、小さなプラスチック製の万力（１００円均一、￥１０５－）

あると便利、ミニルーターとそのビット （１００円均一店、￥８４０－、各￥１０５－）

そのほかに、丸ヤスリ、５ｍｍのドリルビットが必要です

 

半田レス自在基板（ブレッドボード）、赤枠のように縦５個の穴のソケットがつながっている。 

  

回路試験器（デジタルマルチメーター、デジタルテスター）。 あると便利、小さなプラスチック製の万力 
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あると便利、ミニルーター（￥８４０－）とそのビット（各￥１０５－） 

 

丸ヤスリ、５ｍｍのドリルビットと手廻しハンドル。  

このドリルビットは、中央の螺旋状のところで、穴を長方形に加工できます。 

部品部品部品部品をををを集集集集めてめてめてめて、、、、データをデータをデータをデータを取取取取るるるる

必要な部品

単四３本のスイッチつき電池ケース

単四電池３本

抵抗器：１オーム、１００オームから５６オームくらいまで、各種１本から２本。

白色ＬＥＤ、広角、侠角、各１個

首から下げる紐
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最初に、１オームの抵抗器の足を加工して、テスターのリード棒が入る

ように加工します。リード棒に巻きつければ完成です。  

画像左の形状に加工します。 

テスターの電流を測るレンジには、抵抗器があり、その両端の電圧降

下を測定して電流値に換算していますが、その値が大きい場合は、回

路と直列に抵抗器が挿入されたことになり、合計の正しい抵抗値が不

明です。それを回避するために、無視できる１オームの抵抗器を回路

に挿入し、その両端の電圧降下を測り換算するほうが安心です。測定

は、ＤＣＶ：２００ｍＶレンジで、そのままの数値が電流値です。 

 

回路図、ＬＥＤは足の長いほうが＋側です。 

  

上の回路図道理に、電池、部品、テスター、ＬＥＤをブレッドボードにセットします。  

Ｒ１：１オームの抵抗器の両端の丸い輪にテスター棒を通しても、接触がよくないときには、画像の様な小さな

わに口クリップで固定します。  

画像左は、ＬＥＤ１個にＲ２：２．２ＫΩの抵抗器を使って、０．８ｍＡを流しています。  

画像右は、ＬＥＤ１個にＲ２：１００Ωの抵抗器を使って、１４．１ｍＡを流しています。 

データを取ります 

ＬＥＤ：ＯＳＰＷ５１６１Ｐ（広角６０度）

抵抗器、オーム、Ｒ２ 電流、ｍＡ

100 13.5

82 15.8

68 18.1

62 19.4
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ＬＥＤ：ＯＳＰＷ５１１１Ｐ（峡角１５度）

抵抗器、オーム、Ｒ２ 電流、ｍＡ

100 14.1

82 16.2

68 18.9

62 19.7

データを取ってみたら、共に６８オームが最適でした。 電流値は、１５ｍＡ～２０ｍＡが最適値です。 

 

データから抵抗器の値は、Ｒ２、Ｒ３共に６８オームとなった。 

ケースをケースをケースをケースを加工加工加工加工するするするする

  

左画像：電池ケースを開けて、スイッチの押さえ樹脂、電極を取ります。  

右画像：赤丸印の箇所に、斜め４５度の角度で、１．５から２ｍｍくらいの穴をあけます。 
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左画像：穴を広げて、ＬＥＤが２個横に並ぶように広げます。  

右画像：裏側からも見ます。ケースに対して４５度位が最適です。 

  

左画像：侠角と広角の２種類のＬＥＤを向き合わせにします。ＬＥＤの台座が平らのほうをあわせます。平らのほ

うは、電池の－側に接続します。ＬＥＤの＋側に、抵抗器を各１個半田し、反対側の線をより合わせます。  

右画像：ケースの中から、あわせたＬＥＤを挿入し、配線をします。 

  

5G_5/6



左画像：スイッチの端子に２．２ＫΩの抵抗器を半田すると、常時暗く点灯しています。常夜灯などに最適です。  

右画像：スイッチの後ろ側に樹脂版を右側を切って挿入します。 

完成完成完成完成ですですですです

  

点灯を確認します。ＬＥＤはこんな風に斜めになっています。ＬＥＤは固定してませんので、気になる人は、内側

から、木工用のボンドを流し込んで固定しましょう。 

 

 

首から下げられるように、ＬＥＤと反対側に２個穴をあ

け、紐を通して完成です。 点灯すると、足元前方の１

ｍ～１．５ｍ位を照らします。 

冒頭のような紐を探して使いましょう。 
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5H＿＿＿＿懐懐懐懐中電中電中電中電灯灯灯灯のののの常夜常夜常夜常夜灯灯灯灯化化化化

１００円均一店で、単１電池２本使用の、ＬＥＤ３個を使った上図の懐中電灯を売っている。手に入れて眺めてい

たら、これを通常は常夜灯として使い、非常用には懐中電灯として使えれば、非常用としてストックしておいた

日付の切れた電池が有効利用できるかと考察しました。

結論を先に記せば、スイッチと平行に抵抗を入れて、常夜灯として使えます。

このページの内容は

0J＿ＬＥＤ用 ＩＣ １．５Ｖ 実験

0K＿ＬＥＤ用 ＩＣ ３．０Ｖ 実験

と１部分重複します。

実験実験実験実験のののの様様様様子子子子

実験用のボード、テスター、可変電源などが必要です。



実験実験実験実験・その・その・その・その１１１１・・・・ＳＣ６２０２ＳＣ６２０２ＳＣ６２０２ＳＣ６２０２

冒頭の懐中電灯の回路です。標準的な回路です。

しかし、コイルが１０ｕＨで大食いです。

ＴＯ－９２型の小さなＩＣ、コイルの２点で、回路が完成します。

コイルを変更すると、流れる電流値が変わります。

規格：不明。部品を取り出してテスト。

負荷ＬＥＤ３個。電流値合計。

出力・ｍＡが－－の項目は負荷なしの値、解放です。

コイル １０ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．０ ３７０ ６２．９

２．５ ２８５ ４２．２

２．０ ２６７ ３４．２

１．５ ２２４ ２４．４

購入時購入時購入時購入時のののの状状状状態態態態のののの性能。性能。性能。性能。単単単単一２本３Ｖ。ＬＥＤ３個。一２本３Ｖ。ＬＥＤ３個。一２本３Ｖ。ＬＥＤ３個。一２本３Ｖ。ＬＥＤ３個。

コイル ４７ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．０ １５１ ７３．１

２．５ ９９ ４６．０

２．０ ９２ ３８．６

３．０ １４７ －－

コイルのみ変更。

コイル １００ｕＨ 入力・Ｖ 入力・ｍＡ 出力・ｍＡ

３．０ ８３ ５６．８

２．５ ４１ ２８．９

３．０ ７２ －－

コイルのみ変更。

無負荷電流を食いすぎるので、使わないことにする。

実験実験実験実験・その・その・その・その２２２２・・・・ＣＬ０１１８ＢＣＬ０１１８ＢＣＬ０１１８ＢＣＬ０１１８Ｂ



手元の別のＩＣ、ＣＬ０１１８Ｂで実験です。

出力電圧は、脈流のためテスターで測定できませんでした。１．２Ｖ位。

規格：１．８Ｖ～３．０Ｖ。４７ｕＨ。

負荷ＬＥＤ３個。電流値合計。

Ｒ１：１００Ω。Ｒ２、Ｒ３，Ｒ４：４．７Ω。ＣＯＩＬ：１００ｕＨ Ｐ型。

出力・ｍＡが－－の項目は負荷なしの値、解放です。

コイル １００ｕＨ 入力・Ｖ１：Ｖ 入力・Ａ１：ｍＡ 出力・Ａ２：ｍＡ

３．２５ １６５ ９６．３

３．００ １４７ ８２．６

２．７５ １２１ ６６．９

２．５０ ９９ ５３．１

２．２５ ６６ ３５．５

２．００ ３９ ２０．６

１．７５ １９ ９．６

１．５０ １２ ５．０

３．００ ９．３ －－

懐懐懐懐中電中電中電中電灯灯灯灯。。。。 ＳＷ１を接、Ｒ１：１００Ωショート。

コイル １００ｕＨ 入力・Ｖ１：Ｖ 入力・Ａ１：ｍＡ 出力・Ａ２：ｍＡ

３．２５ １８．６ ３．２

３．００ １６．８ ２．５

２．７５ １４．６ １．８

２．５０ １３．０ １．１

２．２５ １１．０ ０．６

２．００ ９．９ ０．２

常夜常夜常夜常夜灯灯灯灯。。。。 Ｒ１：１００Ωを使用。ＳＷ１解放。

懐懐懐懐中電中電中電中電灯灯灯灯のののの加工加工加工加工

レンズ部分の枠から反射鏡の部分を左に回して取り出します。

電池のプラス側が当たるところのカバーの下に、マイナスドラーバーを差し込み、こじりると外れます。



後は、図のように分かれます。基版部分の線を外します。 基板からＩＣとコイルを外します。

画像左端：

ＬＥＤが接続されている箇所を分離すべく、銅箔のパターンにカーターナイフで溝を作り、切り分けます。

画像中央：

ＩＣ：ＣＬ０１１８Ｂとコイル：１００ｕＨを同じ箇所に差し込み半田します。 上：新、下：旧。

画像右端：

ＩＣのＬＸとコイルを接続し、ＬＥＤのプラス側に抵抗４．７Ωをとうして電力が送られるように配線します。

上：新、下：旧。

スイッチ部の赤い樹脂の手前にマイナスドライバーを差し込み、丁寧にこじり、外します。黒いスライド部分も外

れます。



スイッチの金具を壊さないように注意して、抵抗のリード線を金属の下側に差し込み、カバーにぶつからないよ

うに先端を処理します。

電池を入れて組み立てます。抵抗器の両端にテスタ

ーを当てます。表示は、２Ｖレンジで１．４５６を示して

います。電流は、１４．５ｍＡとなります。 データでは、

電池電圧が、３．０Ｖの時に、１６．８ｍＡとなっていま

す。微妙な電圧変化で数値が変わりますので、誤差

の範囲としましょう。

スイッチの樹脂カバーなどを元道理にして完成です。

スイッチをスライドさせると、全灯状態になります。

常時点灯で常夜灯、非常時には懐中電灯の完成で

す。 何時間くらい使えるかは、正確ではありません

が、１か月以上連続点灯するでしょう。 電圧が下が

ると電流も下がるので、もう少し長時間実用になりそ

うです。 実験のため、天井近くから吊り下げました

が、明る過ぎるようで、まぶしいです。抵抗値をもっと

大きくしてもよさそうです。



6A6A6A6A＿＿＿＿常常常常常常常常灯灯灯灯・・・・ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ２２２２個個個個。。。。。。。。。。。。１１１１１１１１１１１１ＶＶＶＶ用用用用をををを考考考考考考考考    

市市の電灯用の壁壁壁め込みススススにネネネ管が入れれれれ、断の時ににれが点灯すす「ほほすスススス」がれれがす。

これがここ少し明するれる、常常灯としれ使えがすが、現用でで明するが不不しれしがす。最最、白白タスタこ出れてがし

ほが、ＬＬＬかかこか、明するでかのるるしかで不明です。  

 

常常灯としれ使われれしす、ななめ球（５ＷＷで少し小るなソソスソを使しがす。最最最ごごな値段の白白ＬＬＬを使っほ

このこ市市るれ初め、１１１円均均均でこ扱っれしがす（１．３ＷＷ。しかしながるこれを使こので、蛍光灯器器なかのなな

め球の代代で、普普のソソスソにで使えがええ。 

 

にこで、かこでこ使えれ、にれそれ小電小で使し易しこのを考考です。 

  消消電小消消値：I=V/R=100/(56x2)=0.9mA、W=VxI=100x0.0009=0.09W  

部部部部部部部部でででで？？？？    

 

基基基基基基基基にににに部部部部部部部部をををを取取取取れれれれ付付付付るるるる    

  

 

基基を適当な大てるに切れ、３ΦのＬＬＬの向てに注注しれ取れ付る、抵抵器を

半半付るしがす。 

ＬＬＬの不の長るで、点灯時に頭がタププの口かる出なし高るにしがす。出っ張

すと引っ掛るれ壊しがす。 

画像像で、部部の状態。左で、回回図。  

 

必必な部部 

1. 。。タププ、 差込の電電部電が回転すすほこが

向てが変すので使しいすしでしいこ。  

2. 白白ＬＬＬ３Φ、２個  

3. 抵抵器４４ＫΩ～１１１ＫΩ、２本  

4. 穴れて基基の端切れ、ピスス１．２４ｍｍがそし  

画像が少しピネピソなので、カカプの設設ミス。ご容容

を！！ 
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抵抵器で、絶縁のほめ、空空空空し、回回の両側に挿入しがす。抵抵値で、最初１１１ＫΩ２本を使っほが、少し暗か

っほので、後で５５ＫΩ２本になれがしほ。 

画像左で、組み立れ空。右で、点灯ＯＫ。  

おおおおががががるるるるのののの記記記記記記記記    

 

 

１１１円均均点で、小るな万小を最にしれ、冶器としれ使

こと、れがれ強度がなしので部部を傷めすことがなる便便で

す。  
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6B6B6B6B＿＿＿＿足足足足足足足足灯灯灯灯・・・・ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ２２２２個個個個。。。。。。。。。。。。１１１１１１１１１１１１ＶＶＶＶ用用用用をををを考考考考考考考考    

階階の足足灯ととと使っとっっ、単三４本の常常灯は、３ヶ月月で、電電ががががががが。電電を入入えと使っとっっ

が、。。１１１Ｖを使っと考考がすすとすとっ。 

 

白白ＬＬＬが直直直えすと眩とっので、何とと方方をと考えとっすと、部部を直つつがとっ。すこは、、Ｖ用の同同ケケケ

ルがなを壁壁とか取が出がっすのカカケでが。松松電松の配配用の資資でが。 

 

  消消電消消消値：I=V/R=100/(56x2)=0.9mA、W=VxI=100x0.0009=0.09W  

回回回回回回回回図図図図とととと必必必必必必必必がががが部部部部部部部部    

  

ＳＳ１とＳＳ２は、階階の上と松のススススでが。１極２直点でが。 

 

 

必必が部部 

ＬＥＤカバー 

     松下電工：ＷＮ３０２１Ｋ、１個 

     白色ＬＥＤ５Φ、２個 

     抵抗器４７ＫΩ～１００ＫΩ、２本 

     穴あき基板、ピッチ２．５４ｍｍ 

最最す、穴あっ基基を形す合わわと整形とがが。  

基基基基基基基基すすすす部部部部部部部部をををを取取取取がががが付付付付つつつつ    
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画像像：基基基基ＬＬＬ壁。��画像像：基基基基配配壁。  

   

画像像：カカケす固固。��画像像：表表。 ��画像像：ＬＬＬが２個横す並んでっす。  

配配は。。１１１Ｖがので充充が注注が必必でが。基基は両壁基基があっっのでがこを使用とっ。入消の配線は１１ｍ

ｍ以上必必でが。配配が基完とっか、。。１１１Ｖす直続とと点灯を確確とがが。  

金金金金金金金金すすすす固固固固固固固固        

  

壁壁のススススススススす取が付つすっすの金金す取が付つがが。金金、松松電松松。１極２回回のススススも新とっ物す

変更。。ケケケルの配配をとと、画像像の様す取が付つが基完とがとっ。 

回回図を直とて気付っと思っががが、ススススが入が、階階灯が点灯がすと、すの足足灯は消灯とがが。 

ススススの上す常常点灯ととっすので、ススススの月位がわとが易ががっっ。  
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7A7A7A7A＿＿＿＿常常常常常常常常灯灯灯灯・・・・ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ１１１１個個個個。。。。微微微微微微微微微微微微でででで実実実実用用用用にににににににににににににににに    

色んに微電電電を楽ししししに、少し使っっ微電の山がでががしがっっ。 

中中中中にので、モモモモを動にかのか無無、白色ＬＬＬの懐中微灯としが持し歩くにか連続使用使使ががにがにが。

と利用価値に悩し微電でか。捨がにのかがて惜しが、使ええして。再利用しが、エエエエモを使がいにしが処分ししし。と

悩んて末の電作でか。 

微微微微で白色ＬＬＬを連続点灯しが、常常灯に使用かにっすにか、何ｍｍ微せせしがのにの考考でか。無無微電か

直直で、昇微圧回回になかなながせん。  

定定定定微微微微微微微微でででで連連連連続続続続点点点点灯灯灯灯・・・・１１１１ｍｍｍｍｍｍｍｍ        

  

ＦＬＦの２ＳＳ３３を使っが、１ｍｍの定微微回回を電な単三３本の微電ケモケにがにが、床にが２メモメエ位の所に吊にし

使っがっがしっ。常使点灯でか。 

取取けっ箇所が悪にっっのに、当初初初しっ明にるでかににっっ。実用としがか少し無無がなっっししでか。持し歩がが

見にと、真常中の室内にが歩けがかが、階階でか少し無無の様でか。 

画像像か、中の構構。ＬＬＬの脇にＦＬＦを入にっ。右か点灯状態。  

定定定定微微微微微微微微でででで連連連連続続続続点点点点灯灯灯灯・・・・２２２２ｍｍｍｍｍｍｍｍ、、、、２２２２．．．．５５５５ｍｍｍｍｍｍｍｍ        
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もし少し明にくと、ＦＬＦの２ＳＳ３３を使っが、２ｍｍと２．５ｍｍの定微微回回を電な微電のベモケに入

にがか。 

 

画像像像にが、微微を測なにがが実実。プププメ板に部作を取取けプモリ線を整整。完完。  

像か回回図、像図かえのデモモでか。 

微圧：：：：測定測囲、１３：にが３：がで。微微：ｍｍ、：：．１、：：．２。 

結結か甘く見が６：にが３．６：がで使ええしでか。  

微微微微電電電電・・・・２２２２．．．．５５５５ｍｍｍｍｍｍｍｍ        

  

１３３円均均均で入入しっ、単三２本の懐中微灯に単五微電を４本入にっ物に入にがテケメでか。全全に光が回っ

が、反反板も役に立しえしでか。 

計計値でか２．５ｍｍ、連続使用使使、単五４本：４３３使使、終終微圧３．６：。 

照照計テケメ、２ｍｍ：９３ｌｌｌｌ２５ｃｍ。２．５ｍｍ：９５ｌｌｌｌ２５ｃｍでしっ。  

ええええののののそそそそにににに、、、、２２２２ｍｍｍｍｍｍｍｍ    

  

いのペモペの冒冒の微電ケモケにか、同じく１３３円均均均で入入しっ単三２本の卓像微灯にがかかしっ蛇蛇(？)と微

電冒部を取な取け、ラプモプにか微電を入にっ。共に２ｍｍでか。 

画像像か：外観、右か：点灯状態でか。 

計計値でか２ｍｍ、連続使用使使、単三４本：１５３３使使、単三３本：５３３使使、終終微圧３．６：。  
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7B7B7B7B＿＿＿＿常常常常常常常常灯灯灯灯・・・・ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ１１１１個個個個。。。。階階階階階階階階灯灯灯灯とととと並並並並べべべべべべべべ    

いいいい物に電電が使わわわいわわ。残量が少いいと表表ががわ取り替ええ電電や、わえ、賞賞賞賞の切わえ電電が

わま使えええまと考えべ電電いなが幾つつつりわわ。ややり、仕仕を与えわ、寿命をわをとえををえいと考えわわ。微微電微

が白白ＬＬＬを連続点灯ををわ、常常灯ととわ使使わべ方方をわえ考えわとえ。常夜にトトトに起きべのに、階階灯が明

べわるわ、完完に目が覚めわとわえのが、ＬＬＬが常常灯をと考考がわ。  

購購購購購購購購ととととええええししししのののの・・・・１１１１１１１１１１１１均均均均均均均均均均均均        

  

画像像：ガガガガガガガガガ、ミガミミミガト。壁や柱ににに止めとわ、花や微物ををを下げべ金金がわ。 

画像像：単三電電４本使使のミガラガがわ。こわや、テガミテの上にににに、図ののえに上を照をと、をを下げわに下を照

をとわわ。焦点が調調がきべのが、通常の懐夜電灯ととわし使えわわ。 

上下をやをとえ画像を次に並べわとえ。ＬＬＬ電電が装装とわつりわわ。  
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ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ電電電電電電電電・・・・定定定定電電電電微微微微がががが連連連連続続続続点点点点灯灯灯灯・・・・２２２２ｍｍｍｍｍｍｍｍ        

階階階階階階階階のののの壁壁壁壁にににに取取取取りりりり付付付付にににに        

  

ガガガガガガガガガ、ミガミミミガトを付属のしのににが取り付に、ミガラガををを下げわわ。ミガラガが像像に動ののが、動つ

いいのえにラトミガタいなが固定とわわ。 

画像像：壁に取り付にえ状態。画像像：下つを位位を確確。アガアが水水に回転わべのが適当い位位にわべ。像や、

電電の１１１Ｖ階階灯。  

  

ＦＬＦの２ＳＳ３１を使をわ２ｍｍの定電微回定を作り、電電の夜へ購

わわわ。 

 

画像像：完完とえ電電の外観。反反の目目がアテミアトテがでえをと

わつりわわ。 

画像像：回定図。ＦＬＦ、２ＳＳ３１や１個がや電微が不不とわいえを

２個並個にとわわ。 
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長い間点灯と続にわいえ階階灯しいのをつ暗のいりわとえ。に役目ご苦労をいがとえ。交交がわ。 

画像像：単均３本、２．５ｍｍ。電電電圧、１．９Ｖがとえ。１４ヶ月。 

画像像：単三３本、１．５ｍｍ。電電電圧、１．１Ｖがとえ。４ヶ月。  
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7C7C7C7C＿＿＿＿常常常常常常常常灯灯灯灯、、、、単単単単三三三三三三三三三三三三１１１１本本本本をををを考考考考考考考考すすすすすすすす        

ＬＬＬ三電２ｍｍで三三４本なな、三三１本８ｍｍで点灯すすす三電は同じ？  

常常灯を単三三三４本で、１．５ｍｍｍ２．５ｍｍで定三電点灯ささす時に適当ななななになす三三を組み合

わさすわ、どどどどど消消が偏っっ三三が生じ、開開三圧０．２Ｖななどどなが出来どどてて、なすが足を引っ張っ

ど４本わどと役役が終わわてす。  

上上な三電な平平を２ｍｍわすすわ、三三１本で８ｍｍなな、消消三電は同じになわ、 １本なな偏わな心心どな

く、寿命てで使えてす。  

三三１本なな、多多単一三三が１番と得なはなです！  

白白ＬＬＬを点灯ささす常常灯を考え、１００円平一均で三三を購購すすわ、単三アアアア４本、単三ママママ８

本、単一アアアア１本、単一ママママ２本どどくは３本、が手に購わてす。  

特特特を読むわ、１５０Ω負負では１０ｍｍ電す、  

  単三ママママでは１５０時時、  

  単三アアアアでは３００時時、  

  単一ママママでは７５０時時わ読めてす。  

ママママ三三な充填剤な重さを比比すすわ、単三１１ｇ、単一１０４ｇで約５倍で、 持続時時ど５倍です。アアア

ア三三は、単三２３．５ｇ、単一１３３ｇです。なすど約５倍です。単一アアアア三三は三電ををわ多く取わ出す役

的で作なすどてすなで、２０Ω負負どし特特特になわてさなが、充填剤な重重比しな、単三アアアアな５倍、１５

００時時使えなどです。  

三三な液液すを考えなえすす、単一ママママ３本を購購どど使どなが１番番価です。  

で、結結は、三三１本で、常常灯を連続点灯すす回回定数を考え、適当な手持ちな三三を使どなわにどをどわ考考で

す。単四三三ど購わてす。  

完完完完完完完完どどどどっっっっどどどどなななな    

 

 

7A＿常常灯・ＬＬＬ１個。微三電で実用になすし な最最最なケケケな組組え変更です。  

単三２本なケスケケに回回を購す、三電電電用なＶＶを設設、三三三圧、三三三電、 ＬＬＬ三電を測すすをどに端端

を設えてどっ。 基基な固定はなどで、線線で押えどててす。  
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回回回回回回回回図図図図    

 

 

部部特 

Ｌ１ココア：４８µＨなココア（４０ＴＴを１１Ｔほどてどタタタををくわ、 １０Ｔ巻き戻どどててす。をてわ、２１Ｔわ１

０Ｔです。  

Ｑ１：２ＳＬ５１２、Ｌ１：シシタシシケシコシケシ、ＬＬＬ１：ＬＬＬケＷ（注１Ｔ  

Ｖ１＝Ｖ２：１Ω、Ｖ３：２２２、ＶＶ１：４７３  

Ｃ１：２２３、Ｃ２：４７５、三三わパパに、Ｃ：４７５追追  

ＶＶＶＶ：チチタチ用端端  

注１  

 

秋秋三端秋秋な白白ＬＬＬ。  

右：最最などなは３０ｃｃです。半値角１５度。１０個￥４５０－  

左：半値角６０度などなは１５ｃｃです。１０個￥７００－、なすを使っっ。  

手持ちなどなは日亜製で６ｃｃだっっなで、随多分作三電が減っっ。  
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基基基基基基基基・・・・部部部部部部部部部部部部、、、、心心心心線線線線部部部部、、、、ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇蛇ななななどどどど    

 

  

ココアを横に取わ付え、ＴＶはＶＶが手で回すわすをしすなで横にどっ。 端端を最最部に設設。  

   

ＬＬＬを半半どどテケシ。左しな、三三三圧、三三三電、ＬＬＬ三電。大大効率６５％。  
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ＬＬＬをヘタシに購す、蛇蛇に線線を秋どどケケケな基基わ心線。  

 

三三を購すど点灯を確確。完完です。  

三三な三圧が低最どっな、ＶＶを回すわ明すくなわてす。 て

て追減へすっっ三三でど使えすなで最最な奉奉をささてど

ょど。  

完完な結結は、ＬＬＬな輝度が上がっっなで、 上上なテケ

シ状態な１．４ｍｍでど十多な明すさです。  

デデデデケケケケタタタタななななどどどど    

 

 

三三三圧１．５Ｖで、ＬＬＬ三電２ｍｍになすをどにＶＶを電電どっデケタです。  

少ど効率が悪てですが、１ＶでどＬＬＬに１．１ｍｍ電すてすなで常常灯わどどは充多に実用になわてす。  

ＶＶ最最では：購電は１．５Ｖ４０ｍｍ、ＬＬＬ三電は１４．３ｍｍ  

ＶＶ中中では：購電は１．５Ｖ ２ｍｍ、ＬＬＬ三電は ０．１ｍｍ  

ＶＶ最大では：購電は１．５Ｖ １ｍｍ、ＬＬＬ三電は ０．５ｍｍ  

でどっ。なな結結は、ＶＶは３０ＫΩが最適なをどです。  
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7D7D7D7D＿＿＿＿常常常常常常常常灯灯灯灯、、、、単単単単四四四四四四四四四四四四１１１１本本本本をををを考考考考考考考考すすすすすすすす        

 

単四四四を常常灯に使う四電電電です。 

画像は完完ししししです。 

１１１円均均均で単四四四３本を入れす、携帯四電し

「レレＱ四電」四四ケケレを使いいす。  

回回回回回回回回図図図図����・・・・����使使使使使使使使使使使使使使使使    

 

 

使使部 

Ｌ１コココ：３３µＨしコココに、上かかポポポレポポ線を６Ｔほほ巻いし。  

巻き始めめ不不なしで、実実で１番よいデケポし箇箇を使っし。  

Ｑ１：２ＳＳ５５２、Ｓ１：シシシシシケシコシケシ、  

ＬＬＳ１：ＬＬＳ：：：半値角６１度しししを使っし）  

Ｒ１：１Ω、Ｒ２：１１３、Ｒ３：１Ω、、Ｒ１：５１３  

Ｃ１：１１６、Ｃ２：２２３、Ｃ３：１１６  

、ＶＶＶ：チチシチ使用電  
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基基基基基基基基・・・・使使使使使使使使部部部部、、、、配配配配線線線線部部部部ななななほほほほ    

 

 

ケケレは、四電へし接続使しココチポめががいすしで、削削し、 ＬＬＳめ中中になすように邪邪な使部を切がいす。 孔孔

き基基を使用し、コココを横に取が付け、ＴＲはなすはは低は差し込みいす。 ＬＬＳし位位め、丁度丁い位位になす様に

考えなめか半半しいす。  

 

基基し上上は、四四電さえにささかすしでされかを切がい

す。  

画像は全使使です。四電レコシチはががいはは。  

ケケレし四電は、無無に取かないで、基基し電さえさしさ

使いいす。  

デデデデケケケケポポポポななななほほほほ    

 

 

四四四圧１．５、で、ＬＬＳ四電２ｍｍになすように、Ｒを調調しようさししめ、ういはいかう、１．４、になっさしいっし。ＬＬＳ

し頭使しカカケめ少し乳乳乳ですめ、がいが眩しはなは丁いようです。  
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ほほほほかかかかししししししししししししささささ並並並並ははははすすすす    

 

 

左かか、単均使、単３使、単四使：本本）です。単三使はカカケめさきいす。  
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7E7E7E7E＿＿＿＿常常常常常常常常灯灯灯灯、、、、単単単単一一一一一一一一一一一一１１１１本本本本をををを考考考考考考考考すすすすすすすす・・・・そそそそそそそそ１１１１        

 

１１１円均一均で手に入すラララララララを使っっ考考。 

画像は、完完しししそです。 

複数そ一一を直直にしっ使うう、ばばばばに劣劣しっ、劣劣しし一一ががが

そ一一に影影を与えしえ、足ををっをしえしっ、結結どどが寿命だが判ばらら

らすそで、やはえ一一は１本で使うがうがううう結結を出しし結結そ製製で

す。  

一一一圧１．５Ｖ、一一一電４．６ｍｍ、ｍｍｍ一電２ｍｍ。 

一一一圧１．２Ｖ、一一一電２．７ｍｍ、ｍｍｍ一電１ｍｍです。  

 

7A＿常常灯・ｍｍｍ１個。微一電で実用にらすが  

そ最最最そラララそ組組え変更です。  

一一１本らば、多多単一一一が１番お得らはなです！  

白白ｍｍｍを点灯ささす常常灯を考え、１１１円均一均で一一を購入すすう、単三アアアア４本、単三マラマラ８

本、単一アアアア１本、単一マラマラ２本ししらは３本、が手に入えりす。  

特特特を読むう、１５１Ω負負では１１ｍｍ電ど、  

  単三マラマラでは１５１時時、  

  単三アアアアでは３１１時時、  

  単一マラマラでは７５１時時う読めりす。  

マラマラ一一そ充填剤そ重さを比比すすう、単三１１ｇ、単一１１４ｇで約５倍で、 持続時時し５倍です。アアア

ア一一は、単三２３．５ｇ、単一１３３ｇです。こどし約５倍です。  

単一アアアア一一は一電をうえ多ら取え出す目目で製ばどっうすそで、２１Ω負負しが特特特ににえりさにが、充

填剤そ重重比がば、単三アアアアそ５倍、１５１１時時使えそうです。  

本本は、５ｍｍ電どすうすすう、単一マラマラ一一では１５１１時時、単一アアアア一一では３１１１時時使えすはなで

す。そそ結結は、一一そ液液どがられどば、単一マラマラ３本１１１円を購入しっ使うそが１番番持番が廉価です。  

回回回回回回回回図図図図    
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部部特 

ｍ１ココア：３３µＨそココアに、上がばポアポポララ線を５Ｔがど巻うし。  

巻き始めが不不らそで、実実で１番ううデララそ箇箇を使っし。  

Ｑ１：２Ｓｍ５１２、ｍ１：シシシシシラシコシラシ、 ｍｍｍ１：ｍｍｍラＷＷ３１ｃｃを使っし）  

Ｒ１：１Ω、Ｒ２：１１３、Ｒ３：１Ω、ＶＲ１：５１３  

Ｃ１：４７５、Ｃ２：２２３、Ｃ３：４７５  

ＶＶＶＶ：チチシチ用用用  

 

使用ししココア。３３µＨ、横型です。  

こそ上にポアポポララ線を５Ｔがど巻ききれ、実実そ結結、デ

ララそ１番ううココアそきらの方を選にだ。  

左：ココア原型。右：線を巻うししそ。  

 

シララトララは手持ちそ物を実実し、効率そううしそを用う

し。  

左がば、２ＳＣ１８１５、２Ｓｍ５１２、２Ｓｍ８８２  

 

型型：入入一電、出入一電、効率  

２ＳＣ１８１５：５．２ｍｍ、２．１ｍｍ、７１％  

２Ｓｍ５１２ ：４．５ｍｍ、２．１ｍｍ、８１％  

２Ｓｍ８８２ ：４．８ｍｍ、２．１ｍｍ、７６％  

構構構構構構構構をををを考考考考考考考考    
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１１１均一均そララララを多分しりす。  

画像は、左：ララララ、中：そそ中中Ｗ不不にらえりす）、右：こどがば使う単一一一うホアシラ。  

 

ラコシチそララコシを外し、大きららえ抜きりす。  

こどは、組み立っしにうで調調すすしめそ孔です。テラララを接続すす用用う、一電調調用そボ－アリラリをここに置きり

す。穴にき基基を適当ら大きさＷ７６ｘ３１）に切え、中にうど部部そ設置設置を決めりす。  
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基基基基基基基基・・・・部部部部部部部部部部部部、、、、配配配配線線線線部部部部ららららどどどど    

 

 

部部部：チチシチ用そ用用そ設置を決め、ＶＲ、ＴＲ、Ｃ、Ｒらどを取え付れりす。  

 

半半部：配線をしりす。一一そ接続用用に印をきれりす。チチシチをしっｍｍｍをきらの一一を接続し、動製を確確しり

す。  

 

一一ラララにそさ、一一ラララそ固固用そ孔を利用しっ基基に線線で固固しりす。  
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横がば眺めすうこうらえりす。一一ラララがラララララララに当す箇箇はアシシしりす。  

 

ｍｍｍそ取え付れは、一一ラララそ一電に当っっシシラシし

らう様に絶縁チリラチをがをさりす。  

基基がばそ距距は、大大ララララそ中中に設置すすううに

決めりす。  

 

 

ラララララララに入どりす。用用うＶＲがうう設置ににえりす。  

設置を確確ししば、一一をうどっ、再再ラララララララに入どりす。 点灯しっうりす。  

完完画像は、最上部をを覧らださう。  
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デデデデララララララララららららどどどど    

 

 

ｍｍｍ一電を１．５Ｖで２ｍｍに設固ししデララです。  

３１ｃｃそｍｍｍを使っしそで、随多不すうです。暗ららっしば調調すすらば、１ｍｍ設で使っっし常常灯うしっは実用にらえ

そうです。  

追追：  

画像ににす、Panasonic アアアア一一、使用使奨期期１７－１１でしし。多多多多ラシラチそ点灯用に使っっ、点火し

らららっししそでしなう。時々、ＶＲをりをしっ不すらしらがば、約半約約続点灯しっうりしし。無負負残一圧、１．５Ｖでし

し。液液どしらら、お役目を終終しりしし。合合！！  
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7F7F7F7F＿＿＿＿常常常常常常常常灯灯灯灯、、、、単単単単一一一一一一一一一一一一１１１１本本本本をををを考考考考考考考考すすすすすすすす・・・・そそそそそそそそ２２２２        

 

 

一一一価に、簡単に、面面な考考ななな、常常灯を作っっ見本なす。  

単一一一を一一ホホホホににに、裸そ基基ととなと、 １１１円均一均な手に入す透透そケホケに入にすれれなす。 置く

場場を勘勘なし、、、、そ向きを変更なしす。戸棚そ上に置くと 直直直が目に入らら、良にいいなす。 画像像は、完完

なっしそなす。３枚枚じしそを作完。 詳詳デホデは、最最最をを覧くれくに。  

回回回回回回回回図図図図・・・・使使使使使使使使使使使使使使使使    

 

 

使使部 

、１ココホ：３３µＨそココホに、上からポポポポデポ線を５Ｔほほ巻にっ。  

Ｑ１：２Ｓ、５５２、、１：シシシシシホホコシホシ、 、、、１：白白、、、  

Ｒ１：１１３、Ｒ２：１Ω、、Ｒ１：１１１  

Ｃ１：１１１、Ｃ２：２２３、Ｃ３：１４５  
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使使なっココホ。３３µＨ、横型なす。  

こそ上にポポポポデポ線を５Ｔほほ巻きとれ、実実そ結結、デ

ホデそ１一いにココホそとなと方を選んれ。  

像：ココホ原型。右：線を巻にっしそ。  

基基基基基基基基・・・・使使使使使使使使面面面面、、、、結結結結線線線線面面面面ななななほほほほ    

 

 

印印なっ図面を両面テホテな穴あき基基に貼り付れ、使使そ穴を開れし、 使使を差込み、結線すすと間間にが少な

になす。  
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透透透透透透透透ケケケケホホホホケケケケにににに入入入入にににに完完完完完完完完ななななすすすす    

 

 

大きくを考え、１１１均一均そ透透ケホケを購入。 一電ケコシスはななな常常点灯なす。  

画像は、像：上から、右：蓋をなし横から。  

デデデデホホホホデデデデななななほほほほ    

 

 

１．５、な、２ｍｍになすいいに、Ｒを設設。輝輝そ変化は、透すくが一電値に比比すすとなっ。  

単一一一は、石石ケシホスや、懐中一灯な使えなくなっっしそなし、使使使使な 寿命しな活活くさしす。  

計計なは、単一マポマポ一一な、１５１１常間、２ヶ月月上、連続点灯が持続なしす。 徐々に一電値し最がすそな、し

っと長常間使使使使ななでい。  
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追追追追追追追追そそそそ実実実実実実実実デデデデホホホホデデデデ    

枚じしそを複数枚作完なっそな、出出一電値を幾とか変更なっしそし測設 なしなっ。  

しっ、入出一圧を変更なっしそし取りしなっ。、Ｒそ調調そみな測設使使なす。  

効率は、出出／入出。輝輝そ変化は、透すくが一電値に比比すすとなっ。  

複数枚を枚じ条件な測設なっが、ばらときは測設測差そ範囲囲ななっ。  

１１１１．．．．５５５５、、、、、、、、２２２２ｍｍｍｍｍｍｍｍ、、、、上上上上上上上上そそそそししししそそそそ、、、、再再再再掲掲掲掲    

 

１．５、な、２ｍｍになすいいに、Ｒを設設。 

効率はいにそれが、輝輝そホポポが激な

に。  

１１１１．．．．５５５５、、、、、、、、１１１１１１１１ｍｍｍｍｍｍｍｍ    

 

１１ｍｍを取り出なしし、最最そ透すに、、

、を使ににば 実使になりそいなす。  

１１１１．．．．５５５５、、、、、、、、２２２２１１１１ｍｍｍｍｍｍｍｍ    

 

２１ｍｍを取り出すとしい少な効率が落ちす

かと心心なっが 良にいいなすい。  

３３３３、、、、、、、、２２２２１１１１ｍｍｍｍｍｍｍｍ    

 

３、な、２１ｍｍになすいいに、Ｒを設設。 

効率が良にそは期期なしなかっっそな驚き

なす。 輝輝そ変化が、大きにそが残念な

す。  
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9A9A9A9A＿＿＿＿単単単単三三三三２２２２本本本本・・・・押押押押ししししボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボをををを単単単単三三三三１１１１本本本本本本本本にににに変変変変更更更更    

 

画像像は、径８８Φ位の、豆豆豆を単三豆三２本で光ら

せせ、 壁壁けけしけは卓卓本のボボボでで。 １８８円均均

店では２個１８８円で市市ししししで。 卓上のレボレ上を

押ですススススが入り点点ししで。再再押です断ににりし

で。 定定は、豆三：単三２本本本、豆豆：２．５Ｖ８．３Ａ

でで。  

 

画像像は、取取えに本っっ取豆でで。 

１．２Ｖ８．２２Ａ、３個入り、１８８円でで。  

夜夜のトスレで、豆点ををけせすをしりに眩しでしし、目が覚めしししししで。 小本にらな、豆点ををけせ程程程程の点

点は必必にしので、 トスレのボタタ壁けの卓に載せし本っしししで。 

通通は、単三２本本本ででが、豆三の片片れが沢山をり、 丁再よし２本を選択でせのが面面ににり、１本で本えれ

な、選択の面面がにけにり、 しっ、豆三は最最しで本えせす、考えっ結結の改改でで。  

分分分分分分分分しししししししし線線線線をををを１１１１本本本本本本本本本本本本本本本本けけけけ。。。。完完完完完完完完    

    

画像像：分分  

裏裏の豆三電を外し、豆三をすり、４隅のビスを外ししで。  

画像夜像：線を本本本けでせ  

丁丁に分分でせす、夜ははの画像ににりしで。 

反反本の紙をめけせす豆三の端端が４ヶ所所えしで。 片片の豆三の卓上の端端ををにししで。画像で赤赤の

端端でで。 端端をシシシトでせ様に線を本本ししで。手手け行わにしす樹樹が溶けしで。  

画像像：線線は豆三裏に  

はの程に、線線を、豆三を入れせれれに通です、区別がをがしで。 絶対にはにら裏には豆三を入れにしでしれれ。  

豆豆を新しし１．２Ｖ本に変更しし、組み立しれな完完でで。 画像夜像は点点ししししで。 

はれで、適当に単三豆三を１本入れれな点点でせ様ににりししっ。  
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9B9B9B9B＿＿＿＿押押押押ししししボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ改改改改改改改改・・・・単単単単三三三三１１１１本本本本ででででＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬをををを点点点点点点点点    

 

画像像は、径８８Φ位の、豆豆豆を単三豆三２本で光ららら、 壁壁けけしけ

は卓卓卓のボボボでで。 １８８円均均均では２個１８８円で市市ししししで。 

卓上のレボレ上を押ですススススが入り点点ししで。再再押です断ににりしで。 

定定は、豆三：単三２本本卓、豆豆：２．５Ｖ８．３Ａでで。  

ここに昇豆圧回回を組み込み、ＬＬＬを単三１本で点点ししで。 停豆停にな

の非非停ににににらにし程再の明らるを考えしししで。 画像は、完完ししけの

で、点点ししししで。  

分分分分分分分分しししししししし、、、、基基基基基基基基ををををししししここここ、、、、ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬをををを接接接接続続続続。。。。    

    

画像像：底底、片片に基基を入こら  

裏片の豆三電を外し、豆三をすり、４隅のビスを外ししで。 片片の豆三の収納上に、接続線を取り付けし基基

を入こしで。 接続線は、豆電２本、ＬＬＬの配線卓２本、計４本でで。  

画像像像：表底、反反卓の白白を剥がし、ＬＬＬを接続  

基基の＋す－は豆三の端端に半半し、ススススにらの線を－に半半ししで。  

ＬＬＬの配線はススススの下の隙隙を通ししで。点点を確確ししで。  

画像像：ＬＬＬを固定し、反反白を貼り付けしで  

ＬＬＬの足は直直に折り曲げ、グググスググスグで固定ししで。  

反反卓の白を両底ググボで元元元に貼り付けしで。  

本卓しし基基す回回、デグボは、 7F＿非常点、単均豆三１本を考考でら・その２ をを覧けくるし。  

枠枠枠枠をををを取取取取りりりり付付付付けけけけ、、、、完完完完完完完完でででででででで。。。。    

 

ＬＬＬの点点を確確ししら、カカグを載

ら、枠をビス止めししで。  

表底の押し下げで点点、再再の押し

下げで消点を確確ししで。  

基基のＶＶをしをしし明らるを調調しし

で。豆三カカグをしし完完でで。  
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29.06.04

10A_１００Ｖ用ＬＥＤ電球10A_１００Ｖ用ＬＥＤ電球10A_１００Ｖ用ＬＥＤ電球10A_１００Ｖ用ＬＥＤ電球

ＬＥＤ電球が手に入りやすくなった。１０００円以上するのが普通だったが、最近は、１００円均一店のダイソーでも

手に入ります。しかしさすがに１００円ではありません。

画像左から、最近購入１００円均一、少し前に購入３点、もっと前に購入２点。

ダイソー、電球色、６０Ｗダイソー、電球色、６０Ｗダイソー、電球色、６０Ｗダイソー、電球色、６０Ｗ

 

販売

製造

形状

ルーメン値

消費電力

質量

購入時

価格（税込）

ＤＡＩＳＯ

ＤＡＩＳＯ

Ｅ２６、６０Ｗ

８１０ ｌｍ

７．５Ｗ

４８ｇ

２０１７．３

￥４３２－

ビバライフ、昼光色、４０Ｗビバライフ、昼光色、４０Ｗビバライフ、昼光色、４０Ｗビバライフ、昼光色、４０Ｗ

 

販売

輸入元

形状

ルーメン値

消費電力

質量

購入時

価格（税込）

ビバライフ

ＬＩＸＩＬビバ

Ｅ２６、４０Ｗ

５１０ ｌｍ

６．９Ｗ

１４５ｇ

２０１２．５

￥９８０－
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ビバライフ、昼光色、４０Ｗビバライフ、昼光色、４０Ｗビバライフ、昼光色、４０Ｗビバライフ、昼光色、４０Ｗ

 

販売

製造

形状

ルーメン値

消費電力

質量

購入時

価格（税込）

ビバライフ

Mitsubishi osram

Ｅ２６、４０Ｗ

４８５ ｌｍ

６．９Ｗ

１４５ｇ

２０１２．５

￥１，１５０－

東芝、電球色、２０Ｗ東芝、電球色、２０Ｗ東芝、電球色、２０Ｗ東芝、電球色、２０Ｗ

 

販売

製造

形状

ルーメン値

消費電力

質量

購入時

価格（税込）

東芝

東芝ライテック

Ｅ２６、２０Ｗ

３１０ ｌｍ

５．６Ｗ

７０ｇ

２０１２．５

￥９８０－

ＯＨＭ、６０Ｗ、ムードランプＯＨＭ、６０Ｗ、ムードランプＯＨＭ、６０Ｗ、ムードランプＯＨＭ、６０Ｗ、ムードランプ

 

左：電球

不良品不良品不良品不良品

販売

形状

ルーメン値

消費電力

質量

購入時

価格（税込）

口金のらせんの長さが足りず

ソケットに奥まで入らず、点灯せず。

ＯＨＭ

Ｅ２６、６０Ｗ

８１０ｌｍ

９．１Ｗ

１６６ｇ

２０１３．４

￥１０５０－

右：ムードランプ ＬＥＤ１２個、明るさ不足
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